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地
面
に
腰
を
下
ろ
し
、手
の
ひ
ら
を

天
に
向
け
祈
る
数
百
万
人
も
の
信
者
。

「
ア
ッ
ラ
ー
ア
ッ
ラ
ー
」と
繰
り
返
す
た

び
、地
響
き
と
と
も
に
振
動
が
腹
に
伝

わ
る
。

　

１
月
末
か
ら
２
月
初
旬
、３
日
か
け

て
行
わ
れ
る
巡
礼
祭「
ビ
ッ
シ
ョ・エ
ス
テ

マ
」。バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
国
内
外
か
ら
イ

ス
ラ
ム
教
の
権
威
者
を
首
都
ダ
ッ
カ
に
迎

え
、５
０
０
万
人
も
の
信
者
と
と
も
に

礼
拝
す
る
、イ
ス
ラ
ム
教
最
大
規
模
の

巡
礼
祭
の
一
つ
で
あ
る
。イ
ス
ラ
ム
教
徒

の
義
務
と
さ
れ
て
い
る「
ハッ
ジ
」（
メ
ッ
カ

へ
の
巡
礼
）と
同
等
の
意
味
合
い
が
あ
る

た
め
、メ
ッ
カ
ま
で
行
く
費
用
を
工
面
で

き
な
い
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
民
に
と
っ
て

は
、最
も
大
切
な
行
事
と
い
え
る
。

　

メ
イ
ン
会
場
と
な
る
の
は
、ダ
ッ
カ
の

北
西
に
あ
る
ト
ン
ギ
と
い
う
エ
リ
ア
。だ

が
、ト
ン
ギ
に
は
モ
ス
ク
が
あ
る
わ
け
で

も
、塔
が
建
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

象
徴
と
な
る
も
の
は
一
切
な
く
、た
だ

た
だ
広
が
る
空
き
地
が
、彼
ら
に
と
っ
て

の
聖
地
な
の
だ
。

　

最
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
最
終

日
、ト
ン
ギ
は
信
者
た
ち
の
テ
ン
ト
で
埋

め
尽
く
さ
れ
る
。朝
早
く
か
ら
市
内
の

道
は
人
々
で
溢
れ
返
り
、座
る
場
所
を

確
保
す
る
の
も
大
変
な
中
で
祈
り
は
始

ま
る
。涙
を
流
し
な
が
ら
祈
る
そ
の
姿

か
ら
は
、自
ら
の
神
に
対
す
る
愛
と
強
い

信
仰
心
が
う
か
が
え
る
。

バングラデシュ
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の
脱
却
と
と
も
に
援
助
を
受
け
る
側
か
ら
援

助
す
る
側
へ
と
転
進
し
た
り
、
援
助
を
受
け

な
が
ら
も
、
独
自
に
他
の
途
上
国
を
援
助
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
借
款
や

技
術
協
力
、
無
償
協
力
な
ど
を
中
心
に
、
中

国
が
急
激
に
対
外
援
助
を
拡
大
し
て
い
る
ほ

か
、
韓
国
は
ア
ジ
ア
で
日
本
に
次
い
で
昨
年

Ｄ
Ａ
Ｃ
に
加
盟
し
、Ｏ
Ｄ
Ａ
の
一
層
の
拡
充
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
主
に
ネ
パ
ー
ル
や
ブ

ー
タ
ン
と
い
っ
た
近
隣
国
を
対
象
に
技
術
協

力
や
資
金
協
力
を
展
開
す
る
イ
ン
ド
、
こ
こ

に
き
て
ア
フ
リ
カ
へ
の
支
援
を
急
速
に
拡
大

し
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
動
き
も
活
発
だ
。

そ
う
し
た
「
新
興
ド
ナ
ー
」
に
よ
る
Ｏ
Ｄ
Ａ

の
実
質
的
な
供
与
額
は
、
95
年
の
10
億
ド
ル

か
ら
08
年
に
１
４
５
億
ド
ル
に
ま
で
拡
大
。

全
世
界
に
占
め
る
割
合
で
も
、
１
・
７
％
か

ら
12
％
へ
と
大
き
く
伸
び
て
い
る
※
1
。

　
こ
の
よ
う
に
、
援
助
の
世
界
で
台
頭
し
つ

つ
あ
る
新
興
ド
ナ
ー
に
対
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
長

年
に
わ
た
っ
て
支
援
を
続
け
、
そ
の
成
長
と

自
立
を
後
押
し
し
て
き
た
。
中
で
も
、
特
に

力
を
注
い
で
き
た
こ
と
の
一
つ
が
「
南
南
協

力
」
の
促
進
だ
。
あ
る
分
野
で
優
れ
た
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
途
上
国
が
、
別
の
途
上

国
に
対
し
て
実
施
す
る
技
術
協
力
を
支
援
す

る
も
の
で
、
自
国
に
他
の
途
上
国
の
研
修
員

を
招
い
て
行
う
「
第
三
国
研
修
」（
09
年
度
に

は
３
６
７
７
人
が
参
加
）、
自
国
の
技
術
者
や

専
門
家
を
派
遣
す
る
「
第
三
国
専
門
家
派
遣
」

（
09
年
度
は
53
人
を
派
遣
）
な
ど
か
ら
な
る

※
2
。
援
助
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
を
蓄
積
さ
せ
、

将
来
の
自
立
的
な
発
展
へ
と
つ
な
げ
る
の
が

目
的
だ
。
分
野
も
農
林
水
産
や
行
政
、
保
健
・

医
療
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ま

た
、
南
南
協
力
の
促
進
に
向
け
、
よ
り
緊
密

な
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
行
う
た
め
、
ブ

ラ
ジ
ル
、
ト
ル
コ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
な
ど
12
カ

国
と
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
締
結
。
各
国
の
「
ド
ナ
ー
化
」
に
向
け
た

知
見
の
蓄
積
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
一
方
、
新
興
ド
ナ
ー
と
の
援
助
の
実
務
に

か
か
る
定
期
的
な
対
話
・
交
流
も
積
極
的
に

展
開
。
韓
国
と
は
、
人
事
交
流
や
ア
ジ
ア
各

国
へ
の
共
同
研
修
の
実
施
、
定
期
協
議
な
ど

を
通
じ
て
協
調
体
制
を
強
化
し
て
い
る
ほ
か

（
８
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）、
東
南
ア
ジ
ア
を

代
表
す
る
新
興
ド
ナ
ー
と
な
る
こ
と
を
目
指

す
タ
イ
と
の
間
で
は
、
メ
コ
ン
地
域
開
発
で

の
共
同
支
援
に
向
け
た
動
き
も
始
ま
っ
て
い

る
（
12
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。

　
ま
た
日
本
は
、
近
年
の
急
激
な
経
済
発
展

に
伴
い
、
対
外
援
助
で
大
き
な
存
在
感
を
見

せ
る
中
国
と
も
、
国
際
的
枠
組
み
、
そ
し
て

二
国
間
で
の
二
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
、

徐
々
に
対
話
を
深
め
て
い
る
。
国
際
的
枠
組

み
で
は
、Ｄ
Ａ
Ｃ
諸
国
と
中
国
と
の
相
互
理
解

の
促
進
を
目
的
に
発
足
し
た
「
中
国
―
Ｄ
Ａ

Ｃ
研
究
グ
ル
ー
プ
」
定
期
会
合
の
場
で
、
ア

フ
リ
カ
開
発
支
援
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
協
議
。
二
国

間
で
は
、
技
術
協
力
や
無
償
協
力
を
担
当
す

る
商
務
部
職
員
に
よ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
の
視

察
や
合
同
協
議
に
加
え
、「
優
遇
借
款
」※
3
な

ど
を
担
当
す
る
中
国
輸
出
入
銀
行
と
の
合
同

南
南
協
力
を
通
じ
て

〝
援
助
の
知
見
〞
を
伝
え
る
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２
０
１
０
年
11
月
、
日
米
な
ど
の
「
主
要

国
首
脳
会
議
（
Ｇ
８
）」
の
メ
ン
バ
ー
に
、
韓

国
や
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
新
興
国
を
加
え

た
「
20
カ
国
・
地
域
首
脳
会
合
（
Ｇ
20
サ
ミ

ッ
ト
）」
が
開
か
れ
、
開
催
地
で
あ
る
韓
国
・

ソ
ウ
ル
に
世
界
中
の
関
心
が
向
け
ら
れ
た
。

ア
ジ
ア
初
の
開
催
国
と
な
っ
た
韓
国
国
内
は
、

こ
れ
か
ら
の
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
各
国
首
脳

が
集
結
す
る
と
あ
っ
て
、
ま
さ
に
歓
迎
ム
ー

ド
一
色
。
例
え
数
日
で
あ
れ
、
こ
の
地
が
〝
世

界
の
中
心
〞
と
な
る
こ
と
へ
の
喜
び
が
街
中

に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
貿
易

や
金
融
と
と
も
に
開
発
分
野
で
も
精
力
的
な

議
論
が
行
わ
れ
、
持
続
的
成
長
の
実
現
に
向

け
て
Ｇ
20
が
取
り
組
む
べ
き
原
則
を
示
す
「
開

発
に
関
す
る
ソ
ウ
ル
合
意
」、
イ
ン
フ
ラ
や
貿

易
、
人
材
開
発
な
ど
を
柱
と
す
る
「
複
数
年

行
動
計
画
」
が
合
意
さ
れ
閉
幕
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
世
界
経
済
を
主
導
し
て
き
た
Ｇ

８
に
代
わ
り
、Ｇ
20
が
重
視
さ
れ
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、
08
年
の
世
界
金
融
危
機
。

事
態
を
打
開
す
る
に
は
、
中
国
や
イ
ン
ド
、

ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
、
近
年
目
覚
ま
し
い
発
展
を

遂
げ
、
世
界
経
済
の
動
向
に
も
多
大
な
影
響

を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
「
新
興
国
」
の
力

が
不
可
欠
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
世
界
銀
行
は
Ｇ
20
の
開
幕
に
先
立

ち
、「
世
界
の
G
D
P（
国
内
総
生
産
）に
占
め

る
新
興
国
・
途
上
国
の
割
合
は
、
２
０
１
５

年
ま
で
に
先
進
国
を
上
回
る
」
と
の
見
通
し

を
発
表
（
グ
ラ
フ
参
照
）。
新
興
国
が
世
界
的

な
景
気
後
退
か
ら
の
脱
却
を
先
導
す
る
、
と

の
見
方
を
示
し
た
。
最
大
の
要
因
は
、
企
業

を
は
じ
め
と
す
る
民
間
資
金
の
多
く
が
新
興

国
に
流
入
し
た
こ
と
に
あ
る
。
経
済
活
動
の

活
発
化
で
人
々
の
所
得
が
向
上
し
、
購
買
力

も
増
加
。
09
年
に
は
中
国
の
自
動
車
販
売
台

数
が
ア
メ
リ
カ
を
抜
い
て
世
界
最
大
と
な
っ

た
よ
う
に
、
世
界
の
経
済
の
中
心
は
、
今
、

新
興
国
へ
と
大
き
く
シ
フ
ト
し
始
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
国
際
社
会
に
お
け
る
存
在

感
が
急
速
に
高
ま
る
新
興
国
。
そ
し
て
実
は
、

そ
う
し
た
変
化
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
か
の
よ

う
に
、「
援
助
」
の
世
界
で
も
従
来
の
構
図
が

徐
々
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。

　「
先
進
国
が
、
恵
ま
れ
な
い
国
々
の
た
め
に

行
う
も
の
」

　
世
間
一
般
的
な
漠
然
と
し
た
援
助
の
イ
メ

ー
ジ
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ

う
。
実
際
、
こ
れ
ま
で
の
援
助
は
、〝
先
進
国

ク
ラ
ブ
〞
と
も
呼
ば
れ
る
経
済
協
力
開
発
機

構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
開
発
援
助
委
員
会
（
Ｄ

Ａ
Ｃ
）
加
盟
国
が
主
導
し
て
き
た
。
ち
な
み

に
日
本
が
Ｄ
Ａ
Ｃ
入
り
し
た
の
は
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
１
９
６
４
年
。

以
来
、
欧
米
諸
国
と
と
も
に
ア
ジ
ア
唯
一
の

Ｄ
Ａ
Ｃ
加
盟
国
と
し
て
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
を
通
じ
た
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て

き
た
。
特
に
90
年
代
に
は
世
界
最
大
の
援
助

国
と
な
り
、
ア
ジ
ア
の
国
々
を
中
心
に
世
界

の
開
発
途
上
国
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　
そ
し
て
、
21
世
紀
を
迎
え
た
今
、
世
界
で

は
か
つ
て
〝
途
上
国
〞
と
考
え
ら
れ
て
い
た

ア
ジ
ア
や
中
南
米
の
国
々
が
、
途
上
国
か
ら

新
興
国
が
リ
ー
ド
す
る

こ
れ
か
ら
の
世
界
経
済

援
助
の
構
図
を

「
新
興
ド
ナ
ー
」
が
塗
り
替
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て

お
り
、
ア
フ
リ
カ
向
け
支
援
や
気
候
変
動
対

策
と
い
っ
た
重
点
課
題
に
つ
い
て
双
方
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
合
う
な
ど
、
幅
広
い
意
見

交
換
と
情
報
共
有
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後

も
、〝
同
業
者
〞
と
し
て
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
知
見

を
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
中
国
の
援
助
政

策
へ
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
今
後
の
協
力

関
係
を
促
進
し
て
い
く
考
え
だ
。

　「
新
興
ド
ナ
ー
の
中
に
は
、
例
え
ば
そ
の
国

特
有
の
環
境
下
で
の
農
業
な
ど
、
日
本
に
は

な
い
貴
重
な
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
国
が

多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
気
候
変
動
な
ど
地

球
規
模
課
題
の
解
決
に
は
、
政
治
・
経
済
両

面
で
存
在
感
を
増
し
て
い
る
新
興
ド
ナ
ー
の

自
発
的
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
」。
そ
う

話
す
の
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
援
助
協
調
を
担
当
す

る
唐
澤
雅
幸
次
長
。「
そ
う
し
た
国
と
手
を
組

む
こ
と
は
、
援
助
の
リ
ソ
ー
ス
が
増
え
る
と

い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
よ
り
効
果
的
な
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
途
上
国
へ
の
移
転
を
可
能

に
し
ま
す
。
新
興
ド
ナ
ー
側
も
豊
富
な
援
助

経
験
を
持
つ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
協
働
す
る
こ
と
で
、

援
助
国
に
求
め
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
を

蓄
積
で
き
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
地
球
規
模

課
題
に
協
力
し
て
取
り
組
む
た
め
の
関
係
構

築
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
」
と
、
両
者
の

連
携
の
意
義
を
説
明
す
る
。

　
か
つ
て
は
国
際
社
会
か
ら
支
援
を
受
け
て

い
た
日
本
も
、高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
て
〝
援

助
す
る
側
〞
と
な
っ
た
。
そ
の
過
程
で
得
た

財
産
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、 〝
日
本
ら
し
い
〞

や
り
方
で
各
国
の
成
長
に
貢
献
し
て
き
た
経

験
は
、
新
興
ド
ナ
ー
に
も
役
立
つ
だ
ろ
う
。

　「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
知
見
の
活
用
や
新
興
ド
ナ
ー

と
の
協
調
に
よ
り
、『
一
援
助
機
関
と
途
上
国
』

と
い
う
従
来
の
枠
組
み
で
は
な
し
得
な
か
っ

た
、
よ
り
援
助
効
果
の
高
い
支
援
が
実
現
で

き
る
は
ず
。
そ
の
中
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
は
、
新

興
ド
ナ
ー
と
途
上
国
を
結
び
付
け
る
た
め
の

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
」（
唐
澤
次
長
）

　
日
本
な
ど
の
支
援
を
受
け
、
大
き
く
成
長

し
た
新
興
国
。
そ
し
て
今
、
新
興
ド
ナ
ー
と

し
て
援
助
の
世
界
で
も
存
在
感
を
高
め
て
い

る
こ
う
し
た
国
々
が
、
自
ら
の
経
験
を
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
と
と
も
に
他
国
に
伝
え
る
「
新
た
な
国

際
協
力
の
世
界
」
が
広
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。

途上国と考えられていた国々が経済成長し、援助を“する”側に。
新興ドナーとして、存在感を増している。

特集

特集
新たな国際協力の世界  新興ドナーとつくる未来

新 たな国際協力の世界

※1 New Development Partners and a Global Development Partnership / Kang-ho Park
Catalyzing Development : A New Vision for Aid / KOICA, JICA, and Global Economy and Development

※2 日本が、途上国と共に他の途上国（第三国）を支援するもの。
※3 低金利で、返済期間が長期に設定されている借款事業。
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携

新
し
い
援
助
の
カ
タ
チ

２年前に起きた金融危機の後遺症に苦しむ先進国を尻目に、
目覚ましい勢いで発展を続ける新興国。

国際社会での存在感は日増しに高まるばかりだ。
そしてその勢いは、これまで先進国が主導してきた「援助」の世界でも

「新興ドナーの出現」という形で、大きな変化をもたらしている。

■世界のGDPに占める新興国・途上国と先進国の割合

援助の構図
国連開発計画（UNDP）・国連世界食糧

計画（WFP）・国連児童基金（UNICEF）・

国連難民高等弁務官事務所

（UNHCR）・世界銀行・アジア

開発銀行など

国際機関

分担金・拠出金
開発目標などの

共有

アジア、アフリカ、中南米など
約150カ国

途上国

アメリカ・イギリス・フランス・
ドイツ・イタリア・ノルウェー・
デンマーク・オーストラリア

など

援助国
日本をはじめとした

日中韓タイの援助実施機関が集結
　2010年10月、東アジア諸国の援助機関の連携強化を目的に、
JICA、中国輸出入銀行（CEXIM）、韓国輸出入銀行・対外経済協力基
金（EDCF）、タイ周辺国経済開発協力機構（NEDA）がタイの首都バン
コクに集結。初めての合同セミナーが開催された。
　これまで、各機関とは個別に協議を行ってきたJICA。今回は4カ国の援
助機関が一堂に会し、各機関の業務内
容や、環境社会配慮ガイドラインの取り
組み状況について紹介。今後の具体的
な連携の可能性についても協議した。
　JICAは、今後もこうした意見交換やノ
ウハウの共有を通じて、アジア各国の援
助機関とのパートナーシップ構築に努め
ていく考えだ。

新興ドナー

進む日本と新興ドナーの連携

0
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70

1992 2004 2015

支援

支援

支援

（％）

（年） 新興ドナーとつくる未来

開始年 ： 1987年
担当機関 ： 韓国国際協力団（KOICA）、韓国輸
出入銀行・対外経済協力基金（EDCF）
分野 ： 運輸交通、通信、上下水、教育、保健など
形態 ： 有償、無償、技術協力、ボランティア
※2010年にDAC加盟

韓国
開始年 ： 1953年
担当機関 ： 外交部、商務部、財政部、その他の国
務院機関、中国輸出入銀行、中国開発銀行
分野 ： インフラなど
形態 ： 建設事業、技術協力、一般物資援助、研修
員受入、青年ボランティア派遣、優遇借款プロ
ジェクト

中国
開始年 ： 1992年
担当機関 ： タイ国際開発協力局（TICA）、周辺国
経済開発協力機構（NEDA）
分野 ： 農業、保健、教育、インフラなど
形態 ： 技術協力、有償、無償、研修受入、ボラン
ティア

タイ

開始年 ： 1980年
担当機関 ： National Institute などの教育研修
機関
分野 ： 行政管理、生産性向上、農業など
形態 ： 研修受入、短期専門家派遣

マレーシア
開始年 ： 1981年
担当機関 ： 外務省技術協力局
分野 ： 農業、保健医療、中小企業振興、教育
形態 ： 研修受入、専門家派遣、無償

インドネシア
開始年 ： 1985年
担当機関 ： 国際協力庁
分野 ： 農業、保健医療、環境･防災、保安、運輸
交通など
形態 ： 技術協力

ブラジル

開始年 ： 1992年
担当機関 ： 国際協力局（外務省内の国際協力調
整庁に属する）
分野 ： 開発行政、農村開発、教育
形態 ： 技術協力

アルゼンチン
開始年 ： 1988年
担当機関 ： 科学技術協力局
分野 ： 環境・防災、保健医療、農業・漁業、産業開
発など
形態 ： 技術協力

メキシコ
開始年 ： 1990年
担当機関 ： 国際協力庁
分野 ： 貧困対策、保健衛生の向上、教育体制の
改善、農業・食料支援
形態 ： 技術協力

詳しくはP8へ

詳しくはP15へ

詳しくはP19へ 詳しくはP19へ詳しくはP17へ

詳しくはP14へ 詳しくはP16へ

詳しくはP12へ

■主な新興ドナーの援助概要

チリ

G20の開催に合わせ、ソウル市内には参加国の国旗を使ったさまざまなオブジェが飾られた　○c AFP=時事

先進国

新興国・途上国

活発に意見を交換する関係者

支援
ブラジル・中国・インド・韓国・
インドネシア・マレーシア・チリ・
タイ・メキシコ・アルゼンチン

など

データ出典：IMF「World Economic Outlook Database, April 2010」

取材協力＝唐澤雅幸・JICA 企画部次長
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の
脱
却
と
と
も
に
援
助
を
受
け
る
側
か
ら
援

助
す
る
側
へ
と
転
進
し
た
り
、
援
助
を
受
け

な
が
ら
も
、
独
自
に
他
の
途
上
国
を
援
助
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
借
款
や

技
術
協
力
、
無
償
協
力
な
ど
を
中
心
に
、
中

国
が
急
激
に
対
外
援
助
を
拡
大
し
て
い
る
ほ

か
、
韓
国
は
ア
ジ
ア
で
日
本
に
次
い
で
昨
年

Ｄ
Ａ
Ｃ
に
加
盟
し
、Ｏ
Ｄ
Ａ
の
一
層
の
拡
充
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
主
に
ネ
パ
ー
ル
や
ブ

ー
タ
ン
と
い
っ
た
近
隣
国
を
対
象
に
技
術
協

力
や
資
金
協
力
を
展
開
す
る
イ
ン
ド
、
こ
こ

に
き
て
ア
フ
リ
カ
へ
の
支
援
を
急
速
に
拡
大

し
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
動
き
も
活
発
だ
。

そ
う
し
た
「
新
興
ド
ナ
ー
」
に
よ
る
Ｏ
Ｄ
Ａ

の
実
質
的
な
供
与
額
は
、
95
年
の
10
億
ド
ル

か
ら
08
年
に
１
４
５
億
ド
ル
に
ま
で
拡
大
。

全
世
界
に
占
め
る
割
合
で
も
、
１
・
７
％
か

ら
12
％
へ
と
大
き
く
伸
び
て
い
る
※
1
。

　
こ
の
よ
う
に
、
援
助
の
世
界
で
台
頭
し
つ

つ
あ
る
新
興
ド
ナ
ー
に
対
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
長

年
に
わ
た
っ
て
支
援
を
続
け
、
そ
の
成
長
と

自
立
を
後
押
し
し
て
き
た
。
中
で
も
、
特
に

力
を
注
い
で
き
た
こ
と
の
一
つ
が
「
南
南
協

力
」
の
促
進
だ
。
あ
る
分
野
で
優
れ
た
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
途
上
国
が
、
別
の
途
上

国
に
対
し
て
実
施
す
る
技
術
協
力
を
支
援
す

る
も
の
で
、
自
国
に
他
の
途
上
国
の
研
修
員

を
招
い
て
行
う
「
第
三
国
研
修
」（
09
年
度
に

は
３
６
７
７
人
が
参
加
）、
自
国
の
技
術
者
や

専
門
家
を
派
遣
す
る
「
第
三
国
専
門
家
派
遣
」

（
09
年
度
は
53
人
を
派
遣
）
な
ど
か
ら
な
る

※
2
。
援
助
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
を
蓄
積
さ
せ
、

将
来
の
自
立
的
な
発
展
へ
と
つ
な
げ
る
の
が

目
的
だ
。
分
野
も
農
林
水
産
や
行
政
、
保
健
・

医
療
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ま

た
、
南
南
協
力
の
促
進
に
向
け
、
よ
り
緊
密

な
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
行
う
た
め
、
ブ

ラ
ジ
ル
、
ト
ル
コ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
な
ど
12
カ

国
と
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
締
結
。
各
国
の
「
ド
ナ
ー
化
」
に
向
け
た

知
見
の
蓄
積
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
一
方
、
新
興
ド
ナ
ー
と
の
援
助
の
実
務
に

か
か
る
定
期
的
な
対
話
・
交
流
も
積
極
的
に

展
開
。
韓
国
と
は
、
人
事
交
流
や
ア
ジ
ア
各

国
へ
の
共
同
研
修
の
実
施
、
定
期
協
議
な
ど

を
通
じ
て
協
調
体
制
を
強
化
し
て
い
る
ほ
か

（
８
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）、
東
南
ア
ジ
ア
を

代
表
す
る
新
興
ド
ナ
ー
と
な
る
こ
と
を
目
指

す
タ
イ
と
の
間
で
は
、
メ
コ
ン
地
域
開
発
で

の
共
同
支
援
に
向
け
た
動
き
も
始
ま
っ
て
い

る
（
12
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。

　
ま
た
日
本
は
、
近
年
の
急
激
な
経
済
発
展

に
伴
い
、
対
外
援
助
で
大
き
な
存
在
感
を
見

せ
る
中
国
と
も
、
国
際
的
枠
組
み
、
そ
し
て

二
国
間
で
の
二
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
、

徐
々
に
対
話
を
深
め
て
い
る
。
国
際
的
枠
組

み
で
は
、Ｄ
Ａ
Ｃ
諸
国
と
中
国
と
の
相
互
理
解

の
促
進
を
目
的
に
発
足
し
た
「
中
国
―
Ｄ
Ａ

Ｃ
研
究
グ
ル
ー
プ
」
定
期
会
合
の
場
で
、
ア

フ
リ
カ
開
発
支
援
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
協
議
。
二
国

間
で
は
、
技
術
協
力
や
無
償
協
力
を
担
当
す

る
商
務
部
職
員
に
よ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
の
視

察
や
合
同
協
議
に
加
え
、「
優
遇
借
款
」※
3
な

ど
を
担
当
す
る
中
国
輸
出
入
銀
行
と
の
合
同

南
南
協
力
を
通
じ
て

〝
援
助
の
知
見
〞
を
伝
え
る
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２
０
１
０
年
11
月
、
日
米
な
ど
の
「
主
要

国
首
脳
会
議
（
Ｇ
８
）」
の
メ
ン
バ
ー
に
、
韓

国
や
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
新
興
国
を
加
え

た
「
20
カ
国
・
地
域
首
脳
会
合
（
Ｇ
20
サ
ミ

ッ
ト
）」
が
開
か
れ
、
開
催
地
で
あ
る
韓
国
・

ソ
ウ
ル
に
世
界
中
の
関
心
が
向
け
ら
れ
た
。

ア
ジ
ア
初
の
開
催
国
と
な
っ
た
韓
国
国
内
は
、

こ
れ
か
ら
の
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
各
国
首
脳

が
集
結
す
る
と
あ
っ
て
、
ま
さ
に
歓
迎
ム
ー

ド
一
色
。
例
え
数
日
で
あ
れ
、
こ
の
地
が
〝
世

界
の
中
心
〞
と
な
る
こ
と
へ
の
喜
び
が
街
中

に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
貿
易

や
金
融
と
と
も
に
開
発
分
野
で
も
精
力
的
な

議
論
が
行
わ
れ
、
持
続
的
成
長
の
実
現
に
向

け
て
Ｇ
20
が
取
り
組
む
べ
き
原
則
を
示
す
「
開

発
に
関
す
る
ソ
ウ
ル
合
意
」、
イ
ン
フ
ラ
や
貿

易
、
人
材
開
発
な
ど
を
柱
と
す
る
「
複
数
年

行
動
計
画
」
が
合
意
さ
れ
閉
幕
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
世
界
経
済
を
主
導
し
て
き
た
Ｇ

８
に
代
わ
り
、Ｇ
20
が
重
視
さ
れ
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、
08
年
の
世
界
金
融
危
機
。

事
態
を
打
開
す
る
に
は
、
中
国
や
イ
ン
ド
、

ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
、
近
年
目
覚
ま
し
い
発
展
を

遂
げ
、
世
界
経
済
の
動
向
に
も
多
大
な
影
響

を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
「
新
興
国
」
の
力

が
不
可
欠
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
世
界
銀
行
は
Ｇ
20
の
開
幕
に
先
立

ち
、「
世
界
の
G
D
P（
国
内
総
生
産
）に
占
め

る
新
興
国
・
途
上
国
の
割
合
は
、
２
０
１
５

年
ま
で
に
先
進
国
を
上
回
る
」
と
の
見
通
し

を
発
表
（
グ
ラ
フ
参
照
）。
新
興
国
が
世
界
的

な
景
気
後
退
か
ら
の
脱
却
を
先
導
す
る
、
と

の
見
方
を
示
し
た
。
最
大
の
要
因
は
、
企
業

を
は
じ
め
と
す
る
民
間
資
金
の
多
く
が
新
興

国
に
流
入
し
た
こ
と
に
あ
る
。
経
済
活
動
の

活
発
化
で
人
々
の
所
得
が
向
上
し
、
購
買
力

も
増
加
。
09
年
に
は
中
国
の
自
動
車
販
売
台

数
が
ア
メ
リ
カ
を
抜
い
て
世
界
最
大
と
な
っ

た
よ
う
に
、
世
界
の
経
済
の
中
心
は
、
今
、

新
興
国
へ
と
大
き
く
シ
フ
ト
し
始
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
国
際
社
会
に
お
け
る
存
在

感
が
急
速
に
高
ま
る
新
興
国
。
そ
し
て
実
は
、

そ
う
し
た
変
化
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
か
の
よ

う
に
、「
援
助
」
の
世
界
で
も
従
来
の
構
図
が

徐
々
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。

　「
先
進
国
が
、
恵
ま
れ
な
い
国
々
の
た
め
に

行
う
も
の
」

　
世
間
一
般
的
な
漠
然
と
し
た
援
助
の
イ
メ

ー
ジ
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ

う
。
実
際
、
こ
れ
ま
で
の
援
助
は
、〝
先
進
国

ク
ラ
ブ
〞
と
も
呼
ば
れ
る
経
済
協
力
開
発
機

構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
開
発
援
助
委
員
会
（
Ｄ

Ａ
Ｃ
）
加
盟
国
が
主
導
し
て
き
た
。
ち
な
み

に
日
本
が
Ｄ
Ａ
Ｃ
入
り
し
た
の
は
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
１
９
６
４
年
。

以
来
、
欧
米
諸
国
と
と
も
に
ア
ジ
ア
唯
一
の

Ｄ
Ａ
Ｃ
加
盟
国
と
し
て
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
を
通
じ
た
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て

き
た
。
特
に
90
年
代
に
は
世
界
最
大
の
援
助

国
と
な
り
、
ア
ジ
ア
の
国
々
を
中
心
に
世
界

の
開
発
途
上
国
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　
そ
し
て
、
21
世
紀
を
迎
え
た
今
、
世
界
で

は
か
つ
て
〝
途
上
国
〞
と
考
え
ら
れ
て
い
た

ア
ジ
ア
や
中
南
米
の
国
々
が
、
途
上
国
か
ら

新
興
国
が
リ
ー
ド
す
る

こ
れ
か
ら
の
世
界
経
済

援
助
の
構
図
を

「
新
興
ド
ナ
ー
」
が
塗
り
替
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て

お
り
、
ア
フ
リ
カ
向
け
支
援
や
気
候
変
動
対

策
と
い
っ
た
重
点
課
題
に
つ
い
て
双
方
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
合
う
な
ど
、
幅
広
い
意
見

交
換
と
情
報
共
有
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後

も
、〝
同
業
者
〞
と
し
て
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
知
見

を
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
中
国
の
援
助
政

策
へ
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
今
後
の
協
力

関
係
を
促
進
し
て
い
く
考
え
だ
。

　「
新
興
ド
ナ
ー
の
中
に
は
、
例
え
ば
そ
の
国

特
有
の
環
境
下
で
の
農
業
な
ど
、
日
本
に
は

な
い
貴
重
な
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
国
が

多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
気
候
変
動
な
ど
地

球
規
模
課
題
の
解
決
に
は
、
政
治
・
経
済
両

面
で
存
在
感
を
増
し
て
い
る
新
興
ド
ナ
ー
の

自
発
的
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
」。
そ
う

話
す
の
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
援
助
協
調
を
担
当
す

る
唐
澤
雅
幸
次
長
。「
そ
う
し
た
国
と
手
を
組

む
こ
と
は
、
援
助
の
リ
ソ
ー
ス
が
増
え
る
と

い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
よ
り
効
果
的
な
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
途
上
国
へ
の
移
転
を
可
能

に
し
ま
す
。
新
興
ド
ナ
ー
側
も
豊
富
な
援
助

経
験
を
持
つ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
協
働
す
る
こ
と
で
、

援
助
国
に
求
め
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
を

蓄
積
で
き
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
地
球
規
模

課
題
に
協
力
し
て
取
り
組
む
た
め
の
関
係
構

築
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
」
と
、
両
者
の

連
携
の
意
義
を
説
明
す
る
。

　
か
つ
て
は
国
際
社
会
か
ら
支
援
を
受
け
て

い
た
日
本
も
、高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
て
〝
援

助
す
る
側
〞
と
な
っ
た
。
そ
の
過
程
で
得
た

財
産
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、 〝
日
本
ら
し
い
〞

や
り
方
で
各
国
の
成
長
に
貢
献
し
て
き
た
経

験
は
、
新
興
ド
ナ
ー
に
も
役
立
つ
だ
ろ
う
。

　「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
知
見
の
活
用
や
新
興
ド
ナ
ー

と
の
協
調
に
よ
り
、『
一
援
助
機
関
と
途
上
国
』

と
い
う
従
来
の
枠
組
み
で
は
な
し
得
な
か
っ

た
、
よ
り
援
助
効
果
の
高
い
支
援
が
実
現
で

き
る
は
ず
。
そ
の
中
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
は
、
新

興
ド
ナ
ー
と
途
上
国
を
結
び
付
け
る
た
め
の

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
」（
唐
澤
次
長
）

　
日
本
な
ど
の
支
援
を
受
け
、
大
き
く
成
長

し
た
新
興
国
。
そ
し
て
今
、
新
興
ド
ナ
ー
と

し
て
援
助
の
世
界
で
も
存
在
感
を
高
め
て
い

る
こ
う
し
た
国
々
が
、
自
ら
の
経
験
を
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
と
と
も
に
他
国
に
伝
え
る
「
新
た
な
国

際
協
力
の
世
界
」
が
広
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。

途上国と考えられていた国々が経済成長し、援助を“する”側に。
新興ドナーとして、存在感を増している。

特集

特集
新たな国際協力の世界  新興ドナーとつくる未来

新 たな国際協力の世界

※1 New Development Partners and a Global Development Partnership / Kang-ho Park
Catalyzing Development : A New Vision for Aid / KOICA, JICA, and Global Economy and Development

※2 日本が、途上国と共に他の途上国（第三国）を支援するもの。
※3 低金利で、返済期間が長期に設定されている借款事業。
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携

新
し
い
援
助
の
カ
タ
チ

２年前に起きた金融危機の後遺症に苦しむ先進国を尻目に、
目覚ましい勢いで発展を続ける新興国。

国際社会での存在感は日増しに高まるばかりだ。
そしてその勢いは、これまで先進国が主導してきた「援助」の世界でも

「新興ドナーの出現」という形で、大きな変化をもたらしている。

■世界のGDPに占める新興国・途上国と先進国の割合

援助の構図
国連開発計画（UNDP）・国連世界食糧

計画（WFP）・国連児童基金（UNICEF）・

国連難民高等弁務官事務所

（UNHCR）・世界銀行・アジア

開発銀行など

国際機関

分担金・拠出金
開発目標などの

共有

アジア、アフリカ、中南米など
約150カ国

途上国

アメリカ・イギリス・フランス・
ドイツ・イタリア・ノルウェー・
デンマーク・オーストラリア

など

援助国
日本をはじめとした

日中韓タイの援助実施機関が集結
　2010年10月、東アジア諸国の援助機関の連携強化を目的に、
JICA、中国輸出入銀行（CEXIM）、韓国輸出入銀行・対外経済協力基
金（EDCF）、タイ周辺国経済開発協力機構（NEDA）がタイの首都バン
コクに集結。初めての合同セミナーが開催された。
　これまで、各機関とは個別に協議を行ってきたJICA。今回は4カ国の援
助機関が一堂に会し、各機関の業務内
容や、環境社会配慮ガイドラインの取り
組み状況について紹介。今後の具体的
な連携の可能性についても協議した。
　JICAは、今後もこうした意見交換やノ
ウハウの共有を通じて、アジア各国の援
助機関とのパートナーシップ構築に努め
ていく考えだ。

新興ドナー

進む日本と新興ドナーの連携
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支援
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（％）

（年） 新興ドナーとつくる未来

開始年 ： 1987年
担当機関 ： 韓国国際協力団（KOICA）、韓国輸
出入銀行・対外経済協力基金（EDCF）
分野 ： 運輸交通、通信、上下水、教育、保健など
形態 ： 有償、無償、技術協力、ボランティア
※2010年にDAC加盟

韓国
開始年 ： 1953年
担当機関 ： 外交部、商務部、財政部、その他の国
務院機関、中国輸出入銀行、中国開発銀行
分野 ： インフラなど
形態 ： 建設事業、技術協力、一般物資援助、研修
員受入、青年ボランティア派遣、優遇借款プロ
ジェクト

中国
開始年 ： 1992年
担当機関 ： タイ国際開発協力局（TICA）、周辺国
経済開発協力機構（NEDA）
分野 ： 農業、保健、教育、インフラなど
形態 ： 技術協力、有償、無償、研修受入、ボラン
ティア

タイ

開始年 ： 1980年
担当機関 ： National Institute などの教育研修
機関
分野 ： 行政管理、生産性向上、農業など
形態 ： 研修受入、短期専門家派遣

マレーシア
開始年 ： 1981年
担当機関 ： 外務省技術協力局
分野 ： 農業、保健医療、中小企業振興、教育
形態 ： 研修受入、専門家派遣、無償

インドネシア
開始年 ： 1985年
担当機関 ： 国際協力庁
分野 ： 農業、保健医療、環境･防災、保安、運輸
交通など
形態 ： 技術協力

ブラジル

開始年 ： 1992年
担当機関 ： 国際協力局（外務省内の国際協力調
整庁に属する）
分野 ： 開発行政、農村開発、教育
形態 ： 技術協力

アルゼンチン
開始年 ： 1988年
担当機関 ： 科学技術協力局
分野 ： 環境・防災、保健医療、農業・漁業、産業開
発など
形態 ： 技術協力

メキシコ
開始年 ： 1990年
担当機関 ： 国際協力庁
分野 ： 貧困対策、保健衛生の向上、教育体制の
改善、農業・食料支援
形態 ： 技術協力

詳しくはP8へ

詳しくはP15へ

詳しくはP19へ 詳しくはP19へ詳しくはP17へ

詳しくはP14へ 詳しくはP16へ

詳しくはP12へ

■主な新興ドナーの援助概要

チリ

G20の開催に合わせ、ソウル市内には参加国の国旗を使ったさまざまなオブジェが飾られた　○c AFP=時事

先進国

新興国・途上国

活発に意見を交換する関係者

支援
ブラジル・中国・インド・韓国・
インドネシア・マレーシア・チリ・
タイ・メキシコ・アルゼンチン

など

データ出典：IMF「World Economic Outlook Database, April 2010」

取材協力＝唐澤雅幸・JICA 企画部次長



開
発
政
策
と
市
場
経
済
」「
水
質
環
境

改
善
」
の
２
つ
の
研
修
コ
ー
ス
を
協

働
で
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
ア
ジ
ア

で
深
刻
化
す
る
環
境
問
題
に
対
応
す

べ
く
、
06
年
か
ら
「
大
気
環
境
保
全
」、

08
年
か
ら
「
環
境
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
と
技
術
」
を
実
施
し
て
き
た
。

　
11
月
上
旬
、
釜
山
郊
外
に
あ
る
「
斗

山
重
工
業
」
が
所
有
す
る
研
究
施
設

を
訪
れ
た
の
は
、「
環
境
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
と
技
術
」
に
参
加
す
る
ア

ジ
ア
の
研
修
員
た
ち
。
彼
ら
は
、
日

本
で
の
２
週
間
の
研
修
を
経
て
、
韓

国
が
展
開
す
る
環
境
・
省
エ
ネ
対
策

を
学
び
に
や
っ
て
き
た
。
こ
の
日
の

目
的
は
、
斗
山
重
工
業
と
「
韓
国
科

学
技
術
研
究
院
（
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）」
が
共

同
研
究
を
行
う
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
の

視
察
。Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
研
究
員
か
ら
説
明

を
受
け
な
が
ら
、「
事
業
実
施
に
至
る

前
の
研
究
プ
ロ
セ
ス
を
学
べ
る
の
は

貴
重
」
と
、
皆
、
真
剣
に
メ
モ
を
取
る
。

　
日
本
に
滞
在
中
は
〝
環
境
モ
デ
ル

都
市
〞
と
し
て
名
高
い
北
九
州
市
を

舞
台
に
、
地
元
企
業
や
循
環
型
社
会

を
目
指
す
企
業
団
地
・
北
九
州
エ
コ

タ
ウ
ン
な
ど
を
訪
問
し
た
。

　
同
市
に
拠
点
を
構
え
る
衛
生
陶
器

メ
ー
カ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社
で
は
、

同
社
最
先
端
の
省
エ
ネ
の
取
り
組
み

を
視
察
。「
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
Ｔ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
も
、現
場
レ
ベ
ル
で
は
〝
人
〞

が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

ん
で
す
ね
」
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
省
の
ジ
ニ
ー
・
タ
ン
・
デ
ィ
さ
ん
。

社
会
見
学
に
来
て
い
る
小
学
生
の
姿

を
見
て
「
市
民
に
省
エ
ネ
を
普
及
す

る
の
に
有
効
」
と
感
心
し
て
い
た
。

　「
日
本
で
は
現
場
の
視
察
が
多
い
の

で
、
韓
国
で
は
理
論
や
研
究
が
習
得

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、Ｋ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ａ
研
修
企
画
部
の
キ
ム
・
ボ
ミ
ン

さ
ん
。
日
本
に
留
学
経
験
が
あ
る
彼

女
は
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
を
使
い
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
担
当
者
と
も
綿
密
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
欠
か
さ
な
い
。

「
研
修
の
企
画
立
案
や
運
営
の
方
法
な

ど
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
も
っ
と
多
く
を
学

び
た
い
」
と
意
欲
的
だ
。

　
近
年
で
は
、
途
上
国
の
現
場
レ
ベ
ル

で
も
、Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
連

携
が
進
ん
で
い
る
。
す
で
に
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
は
平
和
構
築
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
は
農
業
開
発
の
分
野
で
協
働

事
業
が
実
現
。
日
韓
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

集
約
し
た
〝
ア
ジ
ア
式
の
国
際
協
力
〞

は
途
上
国
か
ら
の
評
価
も
高
い
。

　
さ
ら
に
昨
年
に
は
初
め
て
、
韓
国

の
有
償
資
金
協
力
を
担
う
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｆ

と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行

の
協
調
融
資
が
実
現
。
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
の
「
ナ
ン
プ
ラ
―
ク
ア
ン
バ
間
道

路
改
善
事
業
」
を
通
じ
て
、
国
内
の

大
動
脈
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行

っ
て
い
る
。

　「
ど
の
援
助
機
関
も
目
指
す
ゴ
ー
ル

は
同
じ
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
の
成
功

例
を
糧
に
、
新
し
い
事
業
に
も
果
敢

に
取
り
組
み
た
い
」
と
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
企

画
部
の
ソ
・
ユ
ン
ハ
調
査
役
。
現
在
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
フ
ラ
ン
ス
開
発
庁
が
進

め
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
「
気

候
変
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
ロ
ー
ン
」
に
つ

い
て
も
関
心
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
、「
一
人
前
の
援
助
国
に
成
長

す
る
た
め
に
は
、
事
業
の
ア
ン
タ
イ

ド
化
※
な
ど
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
山
積
み
だ
」
と
、
今
後

の
課
題
に
も
目
を
向
け
る
。

　
日
韓
共
同
研
修
と
時
を
同
じ
く
し

て
、
ソ
ウ
ル
郊
外
に
あ
る
「
Ｋ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
前
訓
練
の

開
講
式
が
行
わ
れ
て
い
た
。「
何
か
壁

に
ぶ
ち
当
た
っ
た
と
き
は
、
今
日
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
の
イ
・
ジ
ョ
ン
ス
部
長
の

言
葉
に
、
一
同
の
顔
が
引
き
締
ま
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
は
、
技
術
協

力
、
無
償
資
金
協
力
と
並
ん
で
Ｋ
Ｏ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
三
大
事
業
の
一
つ
。Ｋ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
チ
ョ
・

ジ
ュ
ン
シ
ン
さ
ん
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｏ
Ｂ
。「
エ
チ
オ
ピ
ア
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
教
え
て
い
た
の
で
す
が
、
同

じ
分
野
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
活
動
の
悩
み
を
相
談
し
た
こ
と
も

あ
る
ん
で
す
」。
志
を
同
じ
く
す
る〝
仲

間
〞
と
し
て
、
草
の
根
レ
ベ
ル
の
至

る
所
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
交
流
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　
さ
ら
に
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
指
導
者

を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
共
同
で

開
催
す
る
な
ど
、
実
務
レ
ベ
ル
で
も

本
格
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
を
開

始
。
12
月
に
は
さ
ら
な
る
連
携
活
性

化
の
た
め
覚
書
も
締
結
し
て
い
る
。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
の

白
井
健
道
次
長
は
「
日
本
と
韓
国
の

青
年
が
共
に
汗
を
流
す
こ
と
で
、
ア

ジ
ア
の
ド
ナ
ー
と
し
て
の
イ
ン
パ
ク

ト
も
高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
期
待
す
る
。

　
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
１
階
に
は
、
市
民
が
国
際
協

力
に
つ
い
て
学
べ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル

ビ
レ
ッ
ジ
」
が
併
設
さ
れ
て
い
た
。

そ
う
、
こ
れ
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
地
球

ひ
ろ
ば
」
を
参
考
に
し
た
も
の
。
08

年
２
月
に
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
パ
ク
・
デ
・

ウ
ォ
ン
総
裁
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ

ば
（
東
京
・
広
尾
）
を
訪
問
し
た
際
に
、

「
こ
れ
か
ら
は
国
際
協
力
を
市
民
に
発

信
す
る
場
が
必
要
」
と
実
感
し
、
昨

年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
だ
。

　
こ
の
日
は
、
聖
公
会
大
学
の
学
生

が
授
業
の
一
環
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル

ビ
レ
ッ
ジ
を
訪
問
し
て
い
た
。
秋
の

企
画
展
示
の
テ
ー
マ
は
〝
ア
フ
リ
カ
〞。

社
会
福
祉
を
専
攻
す
る
１
年
生
の
キ

ム
・
ナ
・
デ
さ
ん
は
「
朝
鮮
戦
争
に

エ
チ
オ
ピ
ア
の
兵
士
が
参
戦
し
て
い

た
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
恩

返
し
の
た
め
に
も
、
将
来
ア
フ
リ
カ

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
レ
ッ

ジ
の
イ
・
ユ
ン
ソ
ク
所
長
は
、「
国
際

協
力
に
興
味
を
持
つ
学
生
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
一
堂
に
会
す
る
〝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
〞
に
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
施
設
が
国
際
協
力
に
携
わ
る
プ

レ
イ
ヤ
ー
た
ち
の
連
携
の
き
っ
か
け

に
も
な
れ
ば
」
と
期
待
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル

で
連
携
が
進
む
、
韓
国
と
日
本
の
国

際
協
力
。
12
月
に
は
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

パ
ク
総
裁
の
提
案
を
受
け
て
、
東
京

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
本
部
で
第
一
回
定
期
協

議
を
開
催
。
相
互
の
事
業
に
つ
い
て

情
報
を
交
換
し
、
今
後
の
連
携
の
可

能
性
を
話
し
合
っ
た
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
事
業
評
価
、
研
修
事
業
の
連
携

を
深
め
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
」
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
企
画
部
の
牧
野

耕
司
参
事
役
は
話
す
。

　
そ
し
て
現
在
、
韓
国
で
は
今
年
11

月
に
釜
山
で
開
催
さ
れ
る
「
第
４
回

援
助
効
果
向
上
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ

ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
向
け
た
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
開
発
援
助
の
新
た

な
方
向
性
を
導
く
上
で
、
大
き
な
タ

ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
の
会

合
。
ホ
ス
ト
国
を
任
さ
れ
た
韓
国
は
、

ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
新
興
ド
ナ
ー
と

し
て
、
真
価
が
問
わ
れ
る
時
に
き
て

い
る
。
そ
の
準
備
段
階
と
し
て
、
世

界
の
援
助
潮
流
を
分
析
す
べ
く
Ｋ
Ｏ

Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ブ
ル
ッ
キ
ン

グ
ス
研
究
所
と
共
同
研
究
を
進
め
て

い
る
。

　「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
職
員
を
見
て
い
る

と
、
本
当
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ

と
感
じ
ま
す
。
私
た
ち
も
早
く
追
い

つ
き
た
い
」
と
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
域
戦

略
部
の
ソ
ン
・
ソ
ン
ヒ
さ
ん
。
ソ
ン

さ
ん
の
仕
事
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
企
画
部
国
際
援
助
協
調
課
の
林
遼

太
郎
さ
ん
も
「
新
興
ド
ナ
ー
を
育
成

し
、
協
働
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
は
、

世
界
的
な
開
発
効
果
を
高
め
る
た
め

に
も
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
重
要
な
役
割
と
い

え
ま
す
」
と
話
す
。

　「
国
際
協
力
の
世
界
で
は
、
韓
国
は

ま
だ
１
歳
の
赤
子
も
同
然
。
で
も
私

た
ち
は
貧
困
の
痛
み
を
知
っ
て
い
る
。

被
援
助
国
か
ら
は
い
上
が
っ
て
き
た

経
験
を
共
有
し
な

が
ら
、
途
上
国
を

援
助
し
て
い
き
た

い
」
と
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
イ
・
ビ
ョ
ン

ク
副
総
裁
は
展
望

を
述
べ
る
。

　
ア
ジ
ア
を
代
表

す
る
新
興
ド
ナ
ー

と
し
て
、
韓
国
は

力
強
く
前
進
し
て

い
る
。

　

　
2
0
1
0
年
、「
経
済
協
力
開
発
機

構
/
開
発
援
助
委
員
会（
O
E
C
D
/

D
A
C
）」へ
の
加
盟
を
果
た
し
、〝
新
興

ド
ナ
ー
〞と
し
て
力
強
く
歩
み
始
め
た
韓

国
。国
家
政
策
の
一
つ
に
も
国
際
協
力
を

掲
げ
、国
内
の
機
運
も
高
ま
っ
て
い
る
。こ

の
勢
い
を
後
押
し
す
る〝
国
際
協
力
の
担

い
手
〞の
姿
を
追
う
べ
く
、韓
国
の
現
場

を
訪
ね
た
。

　
２
０
１
０
年
11
月
上
旬
、
日
本
よ

り
一
足
早
く
、
晩
秋
の
風
が
そ
よ
ぐ

韓
国
ソ
ウ
ル
―
。
紅
葉
し
た
木
々
と

ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
混
じ
り
合
い
、
街
中
は
鮮
や
か
な

色
合
い
に
包
ま
れ
て
い
る
。

　「
次
の
駅
は
ミ
ョ
ン
ド
ン
、
ミ
ョ
ン

ド
ン
で
す
」

　
地
下
鉄
に
乗
る
と
、
韓
国
語
、
英

語
に
続
き
、
日
本
語
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
流
れ
て
き
た
。
東
京
か
ら
飛
行
機

で
約
２
時
間
半
―
。
日
本
か
ら
海
を

挟
ん
で
す
ぐ
隣
に
あ
る
韓
国
は
、
私

た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
外
国
の

一
つ
だ
。

　
若
者
が
集
う
繁
華
街
ミ
ョ
ン
ド
ン

駅
に
着
く
と
、
構
内
の
至
る
と
こ
ろ

に
警
備
員
の
姿
が
―
。
数
カ
月
前
に

訪
れ
た
時
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
光

景
。
緊
迫
し
た
空
気
が
漂
っ
て
い
る
。

そ
う
、
す
べ
て
は
、
ソ
ウ
ル
市
内
で
開

催
さ
れ
る
「
20
カ
国
・
地
域
首
脳
会

合
（
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
）」
の
た
め
。
空

港
に
は
20
の
参
加
国
・
地
域
の
国
旗
、

街
中
に
は
あ
ち
こ
ち
に
〝
Ｇ
20
〞
の

幕
が
掲
げ
ら
れ
、
世
界
の
要
人
の
来

韓
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
。

　
今
や
、
国
際
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
に

名
を
連
ね
る
韓
国
も
、
つ
い
10
年
前

ま
で
は 〝
援
助
を
受
け
る
側
〞
だ
っ

た
。
１
９
８
０
年
代
以
降
、
日
本
を

追
う
よ
う
に
著
し
い
経
済
発
展
を
遂

げ
た
同
国
。
そ
の
勢
い
を
開
発
途
上

国
に
還
元
す
べ
く
、
87
年
に
韓
国
輸

出
入
銀
行
内
に
「
対
外
経
済
協
力
基

金
（
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
）」、
91
年
に
「
韓
国
国

際
協
力
団
（
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）」
を
設
立
。

被
援
助
国
か
ら
援
助
国
に
移
行
し
な

が
ら
、
当
初
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
国

際
協
力
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
そ
し
て
昨
年
１
月
、
つ
い
に
「
経

済
協
力
開
発
機
構
/
開
発
援
助
委
員

会
（
O
E
C
D
/
D
A
C
）」へ
の
仲
間

入
り
を
果
た
し
た
。
ア
ジ
ア
で
は
日

本
に
次
い
で
２
カ
国
目
、
46
年
ぶ
り

の
こ
と
だ
。
こ
れ
を
受
け
、
韓
国
政

府
は
「
国
際
開
発
協
力
基
本
法
」
を

施
行
。
２
０
１
５
年
ま
で
に
政
府
開

発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
３
倍
（
年
間
30

億
ド
ル
）
に
ま
で
増
や
す
と
し
、
国

内
の
省
庁
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
企
業
な
ど
と
も

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
な
が

ら
躍
進
を
続
け
て
い
る
。

　
そ
ん
な
韓
国
の
新
興
ド
ナ
ー
と
し

て
の
成
長
を
、
影
か
ら
支
え
て
き
た

の
が
日
本
だ
。Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
設
立
時
に

は
組
織
編
成
や
制
度
構
築
な
ど
あ
ら

ゆ
る
面
で
ア
ド
バ
イ
ス
。
92
年
か
ら

は
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
本

部
に
受
け
入
れ
て
研
修
す
る
な
ど
、Ｋ

Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
能
力
強
化
や
人
材
育
成

に
貢
献
し
て
き
た
。

　
そ
し
て
現
在
は
、〝
援
助
の
パ
ー
ト

ナ
ー
〞
と
し
て
、
そ
の
関
係
性
を
深

め
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
が
、Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
協
働
で
途
上
国
を
対
象
に
行

う
「
日
韓
共
同
研
修
」。
1
カ
月
の
研

修
を
日
本
と
韓
国
が
半
分
ず
つ
担
当

す
る
と
い
う
も
の
だ
。
始
ま
り
は
、

98
年
の
「
21
世
紀
に
向
け
た
新
た
な

日
韓
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
た
め
の

行
動
計
画
」。
ア
ジ
ア
の
発
展
に
貢
献

す
る
人
材
育
成
の
推
進
に
合
意
し
た

両
国
は
、
２
０
０
０
年
か
ら
「
経
済

〝
援
助
国
〞と
し
て
の

ス
タ
ー
ト
を
切
る

ド
ナ
ー
と
し
て
歩
む

韓
国
の
力

特集
新たな国際協力の世界  新興ドナーとつくる未来

特集
新たな国際協力の世界  新興ドナーとつくる未来

日
韓
２
つ
の
現
場
で

省
エ
ネ
対
策
を
学
ぶ

釜山郊外にある「斗山重工業」の研究施設を視察。巨大な淡水化プラント設備を
海外にも輸出している

グローバルビレッジを訪問した聖公会
大学の学生たち。アフリカの貧困問
題やミレニアム開発目標（MDGs）の
説明に真剣に耳を傾けていた

途
上
国
の
現
場
で

ア
ジ
ア
一
体
の
援
助
を

国
際
協
力
に
取
り
組
む

韓
国
の
市
民
た
ち

K
O
I
C
A
×
J
I
C
A

さ
ら
な
る
連
携
の
可
能
性

2010年11月11～12日、G20の開催に沸く韓国ソウル。新興ドナー
として注目を浴びている同国では、国際会議が次 と々行われている

ド
ウ

サ
ン

ソ
ン
コ
ン
ヒ

（上）協調融資の対象となっているモザンビークのナンプラ―クアンバ間の道路。ヒト・
モノの移動がスムーズになることで、地域経済の活性化が期待されている
（下）派遣前訓練を受けるKOICAボランティア。「不安があるが精いっぱい頑張りたい」

　

※ODAで使う資材やサービスの調達先が援助国に限定されない貸付方法。

KOICAは世界35カ所に
拠点を置き、途上国への
支援を拡大している

EDCF企画部
ソ・ユンハさん

「他のドナーの良い点を
学び、援助の質を上げて
いきたい」

KOICAグローバルビレッジ
イ・ユンソクさん

「市民との協働は新しい
挑戦ですがやりがいがあ
ります」

KOICA海外ボランティア部
チョ・ジュンシンさん
「ボランティアが韓国の
若者の人材育成につな
がれば」

KOICA研修企画部
キム・ボミンさん

「都市の経験を生かし、
環境分野の研修に力を
入れていきたい」

KOICA地域戦略部
ソン・ソンヒさん

「DACの指針に沿った
援助形態を整備していく
ことが課題」

韓国 日本

韓
国

KO
REA

「JICAのように、有償、
無償、技術協力の一元
化を目指して改革を進
めていきたい」とイ・ビョ
ンクKOICA副総裁

北九州市のTOTOでは、省エネ技術を駆使した最新の便器も視察。「ここまでの技術に到達するま
では、かなりの努力が必要ですね」と研修員たち
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開
発
政
策
と
市
場
経
済
」「
水
質
環
境

改
善
」
の
２
つ
の
研
修
コ
ー
ス
を
協

働
で
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
ア
ジ
ア

で
深
刻
化
す
る
環
境
問
題
に
対
応
す

べ
く
、
06
年
か
ら
「
大
気
環
境
保
全
」、

08
年
か
ら
「
環
境
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
と
技
術
」
を
実
施
し
て
き
た
。

　
11
月
上
旬
、
釜
山
郊
外
に
あ
る
「
斗

山
重
工
業
」
が
所
有
す
る
研
究
施
設

を
訪
れ
た
の
は
、「
環
境
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
と
技
術
」
に
参
加
す
る
ア

ジ
ア
の
研
修
員
た
ち
。
彼
ら
は
、
日

本
で
の
２
週
間
の
研
修
を
経
て
、
韓

国
が
展
開
す
る
環
境
・
省
エ
ネ
対
策

を
学
び
に
や
っ
て
き
た
。
こ
の
日
の

目
的
は
、
斗
山
重
工
業
と
「
韓
国
科

学
技
術
研
究
院
（
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）」
が
共

同
研
究
を
行
う
淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
の

視
察
。Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
研
究
員
か
ら
説
明

を
受
け
な
が
ら
、「
事
業
実
施
に
至
る

前
の
研
究
プ
ロ
セ
ス
を
学
べ
る
の
は

貴
重
」
と
、
皆
、
真
剣
に
メ
モ
を
取
る
。

　
日
本
に
滞
在
中
は
〝
環
境
モ
デ
ル

都
市
〞
と
し
て
名
高
い
北
九
州
市
を

舞
台
に
、
地
元
企
業
や
循
環
型
社
会

を
目
指
す
企
業
団
地
・
北
九
州
エ
コ

タ
ウ
ン
な
ど
を
訪
問
し
た
。

　
同
市
に
拠
点
を
構
え
る
衛
生
陶
器

メ
ー
カ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社
で
は
、

同
社
最
先
端
の
省
エ
ネ
の
取
り
組
み

を
視
察
。「
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
Ｔ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
も
、現
場
レ
ベ
ル
で
は
〝
人
〞

が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

ん
で
す
ね
」
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
省
の
ジ
ニ
ー
・
タ
ン
・
デ
ィ
さ
ん
。

社
会
見
学
に
来
て
い
る
小
学
生
の
姿

を
見
て
「
市
民
に
省
エ
ネ
を
普
及
す

る
の
に
有
効
」
と
感
心
し
て
い
た
。

　「
日
本
で
は
現
場
の
視
察
が
多
い
の

で
、
韓
国
で
は
理
論
や
研
究
が
習
得

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、Ｋ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ａ
研
修
企
画
部
の
キ
ム
・
ボ
ミ
ン

さ
ん
。
日
本
に
留
学
経
験
が
あ
る
彼

女
は
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
を
使
い
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
担
当
者
と
も
綿
密
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
欠
か
さ
な
い
。

「
研
修
の
企
画
立
案
や
運
営
の
方
法
な

ど
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
も
っ
と
多
く
を
学

び
た
い
」
と
意
欲
的
だ
。

　
近
年
で
は
、
途
上
国
の
現
場
レ
ベ
ル

で
も
、Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
連

携
が
進
ん
で
い
る
。
す
で
に
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
は
平
和
構
築
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
は
農
業
開
発
の
分
野
で
協
働

事
業
が
実
現
。
日
韓
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

集
約
し
た
〝
ア
ジ
ア
式
の
国
際
協
力
〞

は
途
上
国
か
ら
の
評
価
も
高
い
。

　
さ
ら
に
昨
年
に
は
初
め
て
、
韓
国

の
有
償
資
金
協
力
を
担
う
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｆ

と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行

の
協
調
融
資
が
実
現
。
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
の
「
ナ
ン
プ
ラ
―
ク
ア
ン
バ
間
道

路
改
善
事
業
」
を
通
じ
て
、
国
内
の

大
動
脈
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行

っ
て
い
る
。

　「
ど
の
援
助
機
関
も
目
指
す
ゴ
ー
ル

は
同
じ
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
の
成
功

例
を
糧
に
、
新
し
い
事
業
に
も
果
敢

に
取
り
組
み
た
い
」
と
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
企

画
部
の
ソ
・
ユ
ン
ハ
調
査
役
。
現
在
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
フ
ラ
ン
ス
開
発
庁
が
進

め
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
「
気

候
変
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
ロ
ー
ン
」
に
つ

い
て
も
関
心
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
、「
一
人
前
の
援
助
国
に
成
長

す
る
た
め
に
は
、
事
業
の
ア
ン
タ
イ

ド
化
※
な
ど
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
山
積
み
だ
」
と
、
今
後

の
課
題
に
も
目
を
向
け
る
。

　
日
韓
共
同
研
修
と
時
を
同
じ
く
し

て
、
ソ
ウ
ル
郊
外
に
あ
る
「
Ｋ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
前
訓
練
の

開
講
式
が
行
わ
れ
て
い
た
。「
何
か
壁

に
ぶ
ち
当
た
っ
た
と
き
は
、
今
日
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
の
イ
・
ジ
ョ
ン
ス
部
長
の

言
葉
に
、
一
同
の
顔
が
引
き
締
ま
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
は
、
技
術
協

力
、
無
償
資
金
協
力
と
並
ん
で
Ｋ
Ｏ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
三
大
事
業
の
一
つ
。Ｋ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
チ
ョ
・

ジ
ュ
ン
シ
ン
さ
ん
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｏ
Ｂ
。「
エ
チ
オ
ピ
ア
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
教
え
て
い
た
の
で
す
が
、
同

じ
分
野
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
活
動
の
悩
み
を
相
談
し
た
こ
と
も

あ
る
ん
で
す
」。
志
を
同
じ
く
す
る〝
仲

間
〞
と
し
て
、
草
の
根
レ
ベ
ル
の
至

る
所
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
交
流
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　
さ
ら
に
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
指
導
者

を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
共
同
で

開
催
す
る
な
ど
、
実
務
レ
ベ
ル
で
も

本
格
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
を
開

始
。
12
月
に
は
さ
ら
な
る
連
携
活
性

化
の
た
め
覚
書
も
締
結
し
て
い
る
。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
の

白
井
健
道
次
長
は
「
日
本
と
韓
国
の

青
年
が
共
に
汗
を
流
す
こ
と
で
、
ア

ジ
ア
の
ド
ナ
ー
と
し
て
の
イ
ン
パ
ク

ト
も
高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
期
待
す
る
。

　
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
１
階
に
は
、
市
民
が
国
際
協

力
に
つ
い
て
学
べ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル

ビ
レ
ッ
ジ
」
が
併
設
さ
れ
て
い
た
。

そ
う
、
こ
れ
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
地
球

ひ
ろ
ば
」
を
参
考
に
し
た
も
の
。
08

年
２
月
に
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
パ
ク
・
デ
・

ウ
ォ
ン
総
裁
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ

ば
（
東
京
・
広
尾
）
を
訪
問
し
た
際
に
、

「
こ
れ
か
ら
は
国
際
協
力
を
市
民
に
発

信
す
る
場
が
必
要
」
と
実
感
し
、
昨

年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
だ
。

　
こ
の
日
は
、
聖
公
会
大
学
の
学
生

が
授
業
の
一
環
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル

ビ
レ
ッ
ジ
を
訪
問
し
て
い
た
。
秋
の

企
画
展
示
の
テ
ー
マ
は
〝
ア
フ
リ
カ
〞。

社
会
福
祉
を
専
攻
す
る
１
年
生
の
キ

ム
・
ナ
・
デ
さ
ん
は
「
朝
鮮
戦
争
に

エ
チ
オ
ピ
ア
の
兵
士
が
参
戦
し
て
い

た
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
恩

返
し
の
た
め
に
も
、
将
来
ア
フ
リ
カ

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
レ
ッ

ジ
の
イ
・
ユ
ン
ソ
ク
所
長
は
、「
国
際

協
力
に
興
味
を
持
つ
学
生
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
一
堂
に
会
す
る
〝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
〞
に
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
施
設
が
国
際
協
力
に
携
わ
る
プ

レ
イ
ヤ
ー
た
ち
の
連
携
の
き
っ
か
け

に
も
な
れ
ば
」
と
期
待
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル

で
連
携
が
進
む
、
韓
国
と
日
本
の
国

際
協
力
。
12
月
に
は
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

パ
ク
総
裁
の
提
案
を
受
け
て
、
東
京

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
本
部
で
第
一
回
定
期
協

議
を
開
催
。
相
互
の
事
業
に
つ
い
て

情
報
を
交
換
し
、
今
後
の
連
携
の
可

能
性
を
話
し
合
っ
た
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
事
業
評
価
、
研
修
事
業
の
連
携

を
深
め
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
」
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
企
画
部
の
牧
野

耕
司
参
事
役
は
話
す
。

　
そ
し
て
現
在
、
韓
国
で
は
今
年
11

月
に
釜
山
で
開
催
さ
れ
る
「
第
４
回

援
助
効
果
向
上
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ

ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
向
け
た
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
開
発
援
助
の
新
た

な
方
向
性
を
導
く
上
で
、
大
き
な
タ

ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
の
会

合
。
ホ
ス
ト
国
を
任
さ
れ
た
韓
国
は
、

ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
新
興
ド
ナ
ー
と

し
て
、
真
価
が
問
わ
れ
る
時
に
き
て

い
る
。
そ
の
準
備
段
階
と
し
て
、
世

界
の
援
助
潮
流
を
分
析
す
べ
く
Ｋ
Ｏ

Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ブ
ル
ッ
キ
ン

グ
ス
研
究
所
と
共
同
研
究
を
進
め
て

い
る
。

　「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
職
員
を
見
て
い
る

と
、
本
当
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ

と
感
じ
ま
す
。
私
た
ち
も
早
く
追
い

つ
き
た
い
」
と
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
域
戦

略
部
の
ソ
ン
・
ソ
ン
ヒ
さ
ん
。
ソ
ン

さ
ん
の
仕
事
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
企
画
部
国
際
援
助
協
調
課
の
林
遼

太
郎
さ
ん
も
「
新
興
ド
ナ
ー
を
育
成

し
、
協
働
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
は
、

世
界
的
な
開
発
効
果
を
高
め
る
た
め

に
も
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
重
要
な
役
割
と
い

え
ま
す
」
と
話
す
。

　「
国
際
協
力
の
世
界
で
は
、
韓
国
は

ま
だ
１
歳
の
赤
子
も
同
然
。
で
も
私

た
ち
は
貧
困
の
痛
み
を
知
っ
て
い
る
。

被
援
助
国
か
ら
は
い
上
が
っ
て
き
た

経
験
を
共
有
し
な

が
ら
、
途
上
国
を

援
助
し
て
い
き
た

い
」
と
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
イ
・
ビ
ョ
ン

ク
副
総
裁
は
展
望

を
述
べ
る
。

　
ア
ジ
ア
を
代
表

す
る
新
興
ド
ナ
ー

と
し
て
、
韓
国
は

力
強
く
前
進
し
て

い
る
。

　

　
2
0
1
0
年
、「
経
済
協
力
開
発
機

構
/
開
発
援
助
委
員
会（
O
E
C
D
/

D
A
C
）」へ
の
加
盟
を
果
た
し
、〝
新
興

ド
ナ
ー
〞と
し
て
力
強
く
歩
み
始
め
た
韓

国
。国
家
政
策
の
一
つ
に
も
国
際
協
力
を

掲
げ
、国
内
の
機
運
も
高
ま
っ
て
い
る
。こ

の
勢
い
を
後
押
し
す
る〝
国
際
協
力
の
担

い
手
〞の
姿
を
追
う
べ
く
、韓
国
の
現
場

を
訪
ね
た
。

　
２
０
１
０
年
11
月
上
旬
、
日
本
よ

り
一
足
早
く
、
晩
秋
の
風
が
そ
よ
ぐ

韓
国
ソ
ウ
ル
―
。
紅
葉
し
た
木
々
と

ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
混
じ
り
合
い
、
街
中
は
鮮
や
か
な

色
合
い
に
包
ま
れ
て
い
る
。

　「
次
の
駅
は
ミ
ョ
ン
ド
ン
、
ミ
ョ
ン

ド
ン
で
す
」

　
地
下
鉄
に
乗
る
と
、
韓
国
語
、
英

語
に
続
き
、
日
本
語
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
流
れ
て
き
た
。
東
京
か
ら
飛
行
機

で
約
２
時
間
半
―
。
日
本
か
ら
海
を

挟
ん
で
す
ぐ
隣
に
あ
る
韓
国
は
、
私

た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
外
国
の

一
つ
だ
。

　
若
者
が
集
う
繁
華
街
ミ
ョ
ン
ド
ン

駅
に
着
く
と
、
構
内
の
至
る
と
こ
ろ

に
警
備
員
の
姿
が
―
。
数
カ
月
前
に

訪
れ
た
時
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
光

景
。
緊
迫
し
た
空
気
が
漂
っ
て
い
る
。

そ
う
、
す
べ
て
は
、
ソ
ウ
ル
市
内
で
開

催
さ
れ
る
「
20
カ
国
・
地
域
首
脳
会

合
（
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
）」
の
た
め
。
空

港
に
は
20
の
参
加
国
・
地
域
の
国
旗
、

街
中
に
は
あ
ち
こ
ち
に
〝
Ｇ
20
〞
の

幕
が
掲
げ
ら
れ
、
世
界
の
要
人
の
来

韓
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
。

　
今
や
、
国
際
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
に

名
を
連
ね
る
韓
国
も
、
つ
い
10
年
前

ま
で
は 〝
援
助
を
受
け
る
側
〞
だ
っ

た
。
１
９
８
０
年
代
以
降
、
日
本
を

追
う
よ
う
に
著
し
い
経
済
発
展
を
遂

げ
た
同
国
。
そ
の
勢
い
を
開
発
途
上

国
に
還
元
す
べ
く
、
87
年
に
韓
国
輸

出
入
銀
行
内
に
「
対
外
経
済
協
力
基

金
（
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
）」、
91
年
に
「
韓
国
国

際
協
力
団
（
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）」
を
設
立
。

被
援
助
国
か
ら
援
助
国
に
移
行
し
な

が
ら
、
当
初
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
国

際
協
力
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
そ
し
て
昨
年
１
月
、
つ
い
に
「
経

済
協
力
開
発
機
構
/
開
発
援
助
委
員

会
（
O
E
C
D
/
D
A
C
）」へ
の
仲
間

入
り
を
果
た
し
た
。
ア
ジ
ア
で
は
日

本
に
次
い
で
２
カ
国
目
、
46
年
ぶ
り

の
こ
と
だ
。
こ
れ
を
受
け
、
韓
国
政

府
は
「
国
際
開
発
協
力
基
本
法
」
を

施
行
。
２
０
１
５
年
ま
で
に
政
府
開

発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
３
倍
（
年
間
30

億
ド
ル
）
に
ま
で
増
や
す
と
し
、
国

内
の
省
庁
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
企
業
な
ど
と
も

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
な
が

ら
躍
進
を
続
け
て
い
る
。

　
そ
ん
な
韓
国
の
新
興
ド
ナ
ー
と
し

て
の
成
長
を
、
影
か
ら
支
え
て
き
た

の
が
日
本
だ
。Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
設
立
時
に

は
組
織
編
成
や
制
度
構
築
な
ど
あ
ら

ゆ
る
面
で
ア
ド
バ
イ
ス
。
92
年
か
ら

は
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
本

部
に
受
け
入
れ
て
研
修
す
る
な
ど
、Ｋ

Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
能
力
強
化
や
人
材
育
成

に
貢
献
し
て
き
た
。

　
そ
し
て
現
在
は
、〝
援
助
の
パ
ー
ト

ナ
ー
〞
と
し
て
、
そ
の
関
係
性
を
深

め
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
が
、Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
協
働
で
途
上
国
を
対
象
に
行

う
「
日
韓
共
同
研
修
」。
1
カ
月
の
研

修
を
日
本
と
韓
国
が
半
分
ず
つ
担
当

す
る
と
い
う
も
の
だ
。
始
ま
り
は
、

98
年
の
「
21
世
紀
に
向
け
た
新
た
な

日
韓
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
た
め
の

行
動
計
画
」。
ア
ジ
ア
の
発
展
に
貢
献

す
る
人
材
育
成
の
推
進
に
合
意
し
た

両
国
は
、
２
０
０
０
年
か
ら
「
経
済

〝
援
助
国
〞と
し
て
の

ス
タ
ー
ト
を
切
る

ド
ナ
ー
と
し
て
歩
む

韓
国
の
力

特集
新たな国際協力の世界  新興ドナーとつくる未来

特集
新たな国際協力の世界  新興ドナーとつくる未来

日
韓
２
つ
の
現
場
で

省
エ
ネ
対
策
を
学
ぶ

釜山郊外にある「斗山重工業」の研究施設を視察。巨大な淡水化プラント設備を
海外にも輸出している

グローバルビレッジを訪問した聖公会
大学の学生たち。アフリカの貧困問
題やミレニアム開発目標（MDGs）の
説明に真剣に耳を傾けていた

途
上
国
の
現
場
で

ア
ジ
ア
一
体
の
援
助
を

国
際
協
力
に
取
り
組
む

韓
国
の
市
民
た
ち

K
O
I
C
A
×
J
I
C
A

さ
ら
な
る
連
携
の
可
能
性

2010年11月11～12日、G20の開催に沸く韓国ソウル。新興ドナー
として注目を浴びている同国では、国際会議が次 と々行われている

ド
ウ

サ
ン

ソ
ン
コ
ン
ヒ

（上）協調融資の対象となっているモザンビークのナンプラ―クアンバ間の道路。ヒト・
モノの移動がスムーズになることで、地域経済の活性化が期待されている
（下）派遣前訓練を受けるKOICAボランティア。「不安があるが精いっぱい頑張りたい」

　

※ODAで使う資材やサービスの調達先が援助国に限定されない貸付方法。

KOICAは世界35カ所に
拠点を置き、途上国への
支援を拡大している

EDCF企画部
ソ・ユンハさん

「他のドナーの良い点を
学び、援助の質を上げて
いきたい」

KOICAグローバルビレッジ
イ・ユンソクさん

「市民との協働は新しい
挑戦ですがやりがいがあ
ります」

KOICA海外ボランティア部
チョ・ジュンシンさん
「ボランティアが韓国の
若者の人材育成につな
がれば」

KOICA研修企画部
キム・ボミンさん

「都市の経験を生かし、
環境分野の研修に力を
入れていきたい」

KOICA地域戦略部
ソン・ソンヒさん

「DACの指針に沿った
援助形態を整備していく
ことが課題」

韓国 日本

韓
国

KO
REA

「JICAのように、有償、
無償、技術協力の一元
化を目指して改革を進
めていきたい」とイ・ビョ
ンクKOICA副総裁

北九州市のTOTOでは、省エネ技術を駆使した最新の便器も視察。「ここまでの技術に到達するま
では、かなりの努力が必要ですね」と研修員たち
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東
南
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
高
中
所

得
国
・
マ
レ
ー
シ
ア
。「
人
材
育
成
こ

そ
が
国
の
発
展
の
基
礎
と
な
る
」
と

い
う
政
府
の
強
い
信
念
の
も
と
、「
マ

レ
ー
シ
ア
技
術
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｍ

Ｔ
Ｃ
Ｐ
）」
を
創
設
し
、
他
国
へ
の
技

術
協
力
研
修
を
開
始
し
た
の
は
81
年

の
こ
と
。
以
来
、30
年
以
上
に
わ
た
り
、

世
界
延
べ
１
４
８
国
か
ら
研
修
員
を

受
け
入
れ
て
き
た
。
研
修
コ
ー
ス
は
、

産
業
開
発
、
金
融
、
環
境
な
ど
、
1

０
０
種
類
近
く
。
参
加
者
は
年
間
２

０
０
０
人
以
上
に
上
り
、
約
50
の
研

修
実
施
機
関
が
協
力
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
87
年
に
、
マ
レ
ー
シ

ア
と
の
第
三
国
研
修
を
ス
タ
ー
ト
。

現
在
は
、①
A
S
E
A
N
地
域
の
統

合
、②
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
協
力
の
強

化
、③
イ
ス
ラ
ム
国
・
地
域
へ
の
協
力

の
３
点
を
重
点
分
野
に
、
年
間
10
件

前
後
の
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
中

で
も
、
ス
ー
ダ
ン
・
イ
ラ
ク
・
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
政
府
高
官
を
招
い

て
実
施
す
る
「
多
文
化
国
家
に
お
け

る
平
和
構
築
研
修
」
は
、
ま
さ
に
マ

レ
ー
シ
ア
な
ら
で
は
の
も
の
。
多
民

族
・
多
文
化
・
多
宗
教
と
い
う
複
雑

な
社
会
環
境
の
中
、
こ
の
国
で
は
一

度
は
民
族
間
の
対
立
か
ら
武
力
衝
突

が
発
生
。
し
か
し
そ
れ
を
機
に
「
民

族
間
の
融
和
に
よ
る
平
和
構
築
」
を

実
現
さ
せ
、
目
覚
ま
し
い
経
済
成
長

を
果
た
し
た
経
験
を
持
つ
。
そ
ん
な

歴
史
と
教
訓
を
通
し
て
、
研
修
員
は

平
和
構
築
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め

て
い
く
。

　
だ
が
か
つ
て
は
マ
レ
ー
シ
ア
に
も
、

産
業
に
乏
し
く
、
工
業
製
品
の
輸
出

が
一
つ
も
な
い
時
代
が
あ
っ
た
。
そ

れ
を
打
開
し
た
の
が
、
国
内
の
工
業

化
を
は
じ
め
と
す
る
、
海
外
投
資
の

誘
致
に
向
け
た
数
々
の
取
り
組
み
だ
。

そ
ん
な
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
験
を
生
か

し
、
ア
フ
リ
カ
・
ザ
ン
ビ
ア
の
経
済

成
長
を
目
指
す
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
「
ザ

ン
ビ
ア
投
資
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
・
オ
ブ
・
ホ
ー
プ
』」
が
、

今
、
高
い
関
心
を
集
め
て
い
る
。　
こ

れ
は
、
か
つ
て
政
権
で
経
済
発
展
の

一
翼
を
担
っ
て
い
た
、
元
マ
レ
ー
シ

ア
産
業
開
発
庁
副
長
官
が
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
な
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
ザ
ン
ビ
ア

の
投
資
促
進
に
必
要
な
人
材
育
成
や

投
資
環
境
整
備
に
取
り
組
む
「
南
南

協
力
」
型
の
支
援
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
に

ザ
ン
ビ
ア
開
発
庁
職
員
な
ど
を
派
遣

し
、
投
資
促
進
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
商

談
を
開
催
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
09

年
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
情
報
通
信
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
企
業
と
の
合
弁
に
よ

る
携
帯
電
話
工
場
が
首
都
ル
サ
カ
に

開
設
さ
れ
、
今
後
の
事
業
の
発
展
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
A
S
E
A
N
全
体
の
４
割
、
約
２

億
３
０
０
０
万
の
人
々
が
住
む
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
。
世
界
最
大
の
イ
ス
ラ
ム

人
口
を
抱
え
、
今
年
の
終
わ
り
に
は

「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
」
の
開
催
も

予
定
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
で
の
存
在

感
は
圧
倒
的
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
81
年
よ
り
同
国
と
の

南
南
協
力
を
開
始
。
農
業
、初
等
教
育
、

家
族
計
画
な
ど
の
分
野
を
中
心
に
、

周
辺
国
や
ア
フ
リ
カ
各
国
を
対
象
と

し
た
第
三
国
研
修
を
実
施
し
て
き
た
。

ま
た
06
年
に
は
、
同
国
政
府
が
外
務

省
技
術
協
力
局
を
設
置
。
さ
ら
な
る

技
術
協
力
の
拡
大
に
向
け
、
実
施
体

制
を
整
え
つ
つ
あ
る
。「
最
近
、
他
の

途
上
国
か
ら
の
技
術
協
力
の
要
請
が

増
え
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
伝

え
る
技
術
の
レ
ベ
ル
や
経
験
が
、
同

じ
よ
う
な
課
題
や
環
境
を
持
つ
国
々

に
と
っ
て
受
け
入
れ
や
す
い
か
ら
だ

ろ
う
」
と
話
す
の
は
、
シ
テ
ィ
・
マ

ウ
ル
デ
ィ
局
長
。「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は

日
本
か
ら
多
く
の
支
援
を
受
け
て
い

る
が
、
今
後
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

も
よ
り
連
携
を
強
化
し
、
効
率
的
・

効
果
的
な
協
力
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
、
今
後
の
展
望
を
見
据
え
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
妊
産
婦
死

亡
率
が
高
い
こ
と
な
ど
、
か
つ
て
は

母
子
保
健
に
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

い
た
。
そ
う
し
た
状
況
を
大
き
く
改

善
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、

母
子
健
康
手
帳
の
普
及
だ
っ
た
。
日

本
の
経
験
を
伝
え
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支

援
に
よ
り
、
94
年
に
中
部
ジ
ャ
ワ
州

の
一
地
区
で
始
ま
っ
た
手
帳
の
配
布

は
、
06
年
ま
で
に
全
国
33
州
へ
と
拡

大
。
母
子
手
帳
が
、
家
庭
に
お
け
る

母
子
保
健
教
育
の
教
材
と
し
て
、
ま

た
健
康
と
医
療
の
記
録
と
し
て
、
多

く
の
妊
婦
や
子
ど
も
た
ち
の
安
心
を

支
え
て
い
る
。

　
07
年
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
母
子
手

帳
の
導
入
を
検
討
す
る
国
々
や
地
域

の
人
々
と
経
験
を
共
有
す
る
た
め
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
第
三
国
研
修
「
地
方
分

権
に
お
け
る
母
子
保
健
向
上
の
た
め

の
地
域
保
健
計
画
」
を
開
始
。
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
や
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
、

東
テ
ィ
モ
ー
ル
な
ど
か
ら
研
修
員
を

招
き
、
手
帳
が
果
た
し
て
き
た
役
割

や
普
及
の
過
程
を
伝
え
て
い
る
。

　
一
方
、
産
業
界
で
不
足
す
る
電
気

系
技
術
者
を
育
成
す
る
た
め
、
86
年

か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
を
受
け
、
電

気
系
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
（
工
業
系
高

等
専
門
学
校
）
の
教
員
養
成
課
程
を

強
化
し
て
き
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。
現

在
は
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
第
三
国

研
修
を
実
施
。
ル
ワ
ン
ダ
な
ど
に
教

員
を
派
遣
し
、
電
子
工
学
系
教
育
の

普
及
に
も
努
め
て
い
る
。

　
海
外
直
接
投
資
の
積
極
的
な
受
け

入
れ
な
ど
に
よ
っ
て
、急
速
に
成
長
を

遂
げ
る
A
S
E
A
N
※
。日
本
に
と
っ
て

は
中
国
に
次
ぐ
貿
易
相
手
で
も
あ
り
、

い
ま
や
日
本
経
済
に
欠
か
せ
な
い
パ
ー

ト
ナ
ー
だ
。

　
日
本
は
戦
後
、独
立
を
果
た
し
た
A

S
E
A
N
諸
国
の
国
づ
く
り
に
多
く
の

協
力
を
行
い
、そ
の
成
長
を
力
強
く
後

押
し
し
て
き
た
。そ
し
て
現
在
、そ
の
中

か
ら
台
頭
し
て
き
た
国
々
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
手
を
携
え
、メ
コ
ン
地
域
や
ア
フ
リ
カ

な
ど
の
国
々
を
支
援
し
て
い
る
。

　
１
９
９
７
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機

以
降
、
着
実
な
成
長
を
続
け
、
２
０

０
９
年
に
は
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｎ
Ｉ（
国

民
総
所
得
）
が
３
７
６
０
ド
ル
を
記

録
し
た
タ
イ
。
近
年
は
、
援
助
を
受

け
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺
国
へ
の
支

援
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
タ
イ
の
対
外
援
助
は
、
技
術
協
力

を
担
当
す
る
「
タ
イ
国
際
開
発
協
力

局
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）」
と
、
資
金
協
力
や

そ
れ
に
関
連
す
る
技
術
協
力
を
実
施

す
る
「
周
辺
国
経
済
開
発
協
力
機
構

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ａ
）」
の
２
つ
の
機
関
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
。
周
辺
諸
国
と
の

格
差
を
是
正
し
、
A
S
E
A
N
地
域

が
安
定
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
、

主
に
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸
国
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
）

を
対
象
に
、
農
業
、
保
健
、
教
育
、

イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
分
野
で
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
特
に
、
経
済
連
携
の
強

化
を
目
的
と
し
た
、
有
償
資
金
協
力

に
よ
る
ラ
オ
ス
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の

道
路
・
空
港
整
備
な
ど
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

　
そ
う
し
た
中
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ａ
の
事
業
運
営
能
力
の
強
化
を
図
る

た
め
、
08
年
よ
り
専
門
家
を
派
遣
。

調
査
報
告
書
の
作
成
や
業
務
の
効
率

化
、
職
員
研
修
の
企
画
立
案
・
実
施

な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。

　「
依
然
、
組
織
的
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
対
象
国

や
対
象
分
野
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
検

討
す
る
な
ど
、
タ
イ
側
の
意
欲
の
大

き
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の

は
、
長
年
有
償
資
金
協
力
に
携
わ
っ

て
き
た
藤
沼
敏
雄
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
。

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
、Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ａ
が

よ
り
信
頼
の
お
け
る
援
助
パ
ー
ト
ナ

ー
と
な
り
、
互
い
の
長
所
を
生
か
し

効
果
的
な
援
助
協
調
を
展
開
し
て
い

け
る
よ
う
、
後
押
し
し
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
的
だ
。

　
ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
日
本
が
同
国

と
結
ん
で
い
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
も
と
、
農
業
や

保
健
、
産
業
振
興
な
ど
、
タ
イ
に
と

っ
て
比
較
優
位
性
の
高
い
分
野
や
過

去
に
J
I
C
A
が
協
力
し
た
分
野
を

中
心
と
し
た
「
南
南
協
力
」
も
実
施
。

メ
コ
ン
地
域
や
ア
フ
リ
カ
各
国
を
対

象
に
、
年
間
約
15
件
近
い
「
第
三
国

研
修
」
を
行
っ
て
い
る
。

　
首
都
バ
ン
コ
ク
の
一
角
に
立
つ
「
ア

ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
セ
ン
タ
ー
」。
04

年
に
日
本
の
無
償
資
金
協
力
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
た
こ
の
施
設
に
は
、
研

修
棟
や
宿
泊
設
備
が
備
え
ら
れ
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
国
々
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
障
害
を
抱
え
た
人
々
が
集
ま

る
。

　
彼
ら
は
、
障
害
者
の
社
会
参
加
や

自
立
促
進
、
社
会
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
を
各
国
で
促
進
す
る
た
め
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
識
を
学
び
に
来

た
人
た
ち
で
、
自
身
も
何
ら
か
の
障

害
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
そ

し
て
研
修
を
実
施
す
る
同
セ
ン
タ
ー

の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
研
修
後
の

フ
ォ
ロ
ー
や
情
報
提
供
を
行
う
の
が
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害

者
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
、
タ
イ
人

指
導
員
に
よ
る
研
修
を
手
助
け
し
て

い
る
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
業

務
調
整
な
ど
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
送
っ
て
い
る
。
ま
た
日
本
の
障
害

当
事
者
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
も
、

短
期
専
門
家
と
し
て
こ
こ
で
指
導
に

当
た
っ
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
指
す
の
は
、

同
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
32
カ
国
の
当
事
者
た
ち
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
促
進
さ
れ
、
彼

ら
の
働
き
掛
け
に
よ
り
、
障
害
者
の

社
会
参
加
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進

ん
だ
社
会
を
各
国
で
実
現
す
る
こ
と
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
つ
の
成
果

と
し
て
、
タ
イ
や
そ
の
周
辺
国
で
は

20
〜
40
代
の
障
害
者
た
ち
が
中
心
と

な
り
、
自
ら
の
権
利
を
守
る
取
り
組

み
や
余
暇
活
動
の
た
め
の
当
事
者
団

体
を
設
立
し
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
す
る
な
ど
、
障
害
者
の
自

己
実
現
の
た
め
の
場
づ
く
り
が
活
発

化
し
て
い
る
。
ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
タ
イ
で
の
研
修
内
容
を
参
加
者

が
広
め
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

大
手
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
サ

ポ
ー
ト
の
も
と
、
障
害
者
の
暮
ら
し

や
す
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
大
き

な
力
が
、
タ
イ
か
ら
A
S
E
A
N
各

国
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
と

障
害
者
の
社
会
参
加
実
現
を

新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

構
築
す
る
た
め
に

ASEAN域内の共通課題への対応や、域内での「南
南協力」を促進するため、JICAは2002年より「JICA
－ASEAN地域協力会議（JARCOM）」を毎年開
催。各国のニーズに即した、地域協力・南南協力の案
件形成に貢献してきた。2010年からは、南南協力案
件のさらなる質の向上と各国の援助窓口とのネット
ワークを維持・強化するため、「東南アジア南南協力
会議（J-SEAM）」と名称を変え、実務レベルでより具
体的な議論を行っている。

各国の経験を地域全体の発展に

アジア太平洋障害者センターでの研修に参加する各国の研修員た
ち。障害者が住みやすい社会づくりが進むものと期待されている

※東南アジア諸国連合（Association of South-East Asian Nations）。
加盟国は、インドネシア・シンガポール・タイ・フィリピン・マレーシア・ブルネイ・ベ
トナム・ミャンマー・ラオス・カンボジア。

ＡＳＥＡＮこその
経験を広げたい

from ASEAN
ア セ ア ン 地 域

特集
新たな国際協力の世界  新興ドナーとつくる未来

特集
新たな国際協力の世界  新興ドナーとつくる未来

ア
ジ
ア
の
経
験
を

ア
フ
リ
カ
へ

技
術
協
力
の
拡
大
に
向
け
て

マ
レ
ー
シ
ア
で
学
ぶ

民
族
融
和
に
よ
る
平
和
構
築

マ
レ
ー
シ
ア

M
A

LA
YSIA

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

IN
D

O
N

ESIA

インドネシアの母子保健の取り組みを学ぶ第三国研修に参加し、現地
の母親たちからヒアリングを行うパレスチナ人研修員 ○c 今村健志朗

日
本
の
協
力
で
培
っ
た

経
験
を
伝
え
た
い

第三国研修「性感染症に係る症例管理技術」では、アフリカ５カ
国を対象に、性感染症に関する診断や治療方法、カウンセリン
グ・教育、症例管理などを伝える

第三国研修「多文化国家における平和構築」の研修員に、マハティール元首相が修了
証書を授与

携帯電話工場の作業員に、技術指導をするマレーシア人技術者。ここで製造される携帯電話は、国内で順調に
売り上げを伸ばしている

ルワンダのトゥンバ高等技術専門学校で電子情報通信技術を指導す
るインドネシア人教員

タイ

インドネシア

マレーシア

日本

ASEAN地域

タイ・バンコクの港に接岸した貨物船。
長年の輸出促進政策が、タイの経済発
展をけん引してきた　○c PANA

NEDAの有償・無償資金協力によって実施されているラオス南
部・パクセー空港の拡張事業
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タ
イ

TH
A

ILA
N

D

　
東
南
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
高
中
所

得
国
・
マ
レ
ー
シ
ア
。「
人
材
育
成
こ

そ
が
国
の
発
展
の
基
礎
と
な
る
」
と

い
う
政
府
の
強
い
信
念
の
も
と
、「
マ

レ
ー
シ
ア
技
術
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｍ

Ｔ
Ｃ
Ｐ
）」
を
創
設
し
、
他
国
へ
の
技

術
協
力
研
修
を
開
始
し
た
の
は
81
年

の
こ
と
。
以
来
、30
年
以
上
に
わ
た
り
、

世
界
延
べ
１
４
８
国
か
ら
研
修
員
を

受
け
入
れ
て
き
た
。
研
修
コ
ー
ス
は
、

産
業
開
発
、
金
融
、
環
境
な
ど
、
1

０
０
種
類
近
く
。
参
加
者
は
年
間
２

０
０
０
人
以
上
に
上
り
、
約
50
の
研

修
実
施
機
関
が
協
力
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
87
年
に
、
マ
レ
ー
シ

ア
と
の
第
三
国
研
修
を
ス
タ
ー
ト
。

現
在
は
、①
A
S
E
A
N
地
域
の
統

合
、②
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
協
力
の
強

化
、③
イ
ス
ラ
ム
国
・
地
域
へ
の
協
力

の
３
点
を
重
点
分
野
に
、
年
間
10
件

前
後
の
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
中

で
も
、
ス
ー
ダ
ン
・
イ
ラ
ク
・
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
政
府
高
官
を
招
い

て
実
施
す
る
「
多
文
化
国
家
に
お
け

る
平
和
構
築
研
修
」
は
、
ま
さ
に
マ

レ
ー
シ
ア
な
ら
で
は
の
も
の
。
多
民

族
・
多
文
化
・
多
宗
教
と
い
う
複
雑

な
社
会
環
境
の
中
、
こ
の
国
で
は
一

度
は
民
族
間
の
対
立
か
ら
武
力
衝
突

が
発
生
。
し
か
し
そ
れ
を
機
に
「
民

族
間
の
融
和
に
よ
る
平
和
構
築
」
を

実
現
さ
せ
、
目
覚
ま
し
い
経
済
成
長

を
果
た
し
た
経
験
を
持
つ
。
そ
ん
な

歴
史
と
教
訓
を
通
し
て
、
研
修
員
は

平
和
構
築
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め

て
い
く
。

　
だ
が
か
つ
て
は
マ
レ
ー
シ
ア
に
も
、

産
業
に
乏
し
く
、
工
業
製
品
の
輸
出

が
一
つ
も
な
い
時
代
が
あ
っ
た
。
そ

れ
を
打
開
し
た
の
が
、
国
内
の
工
業

化
を
は
じ
め
と
す
る
、
海
外
投
資
の

誘
致
に
向
け
た
数
々
の
取
り
組
み
だ
。

そ
ん
な
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
験
を
生
か

し
、
ア
フ
リ
カ
・
ザ
ン
ビ
ア
の
経
済

成
長
を
目
指
す
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
「
ザ

ン
ビ
ア
投
資
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
・
オ
ブ
・
ホ
ー
プ
』」
が
、

今
、
高
い
関
心
を
集
め
て
い
る
。　
こ

れ
は
、
か
つ
て
政
権
で
経
済
発
展
の

一
翼
を
担
っ
て
い
た
、
元
マ
レ
ー
シ

ア
産
業
開
発
庁
副
長
官
が
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
な
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
ザ
ン
ビ
ア

の
投
資
促
進
に
必
要
な
人
材
育
成
や

投
資
環
境
整
備
に
取
り
組
む
「
南
南

協
力
」
型
の
支
援
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド
に

ザ
ン
ビ
ア
開
発
庁
職
員
な
ど
を
派
遣

し
、
投
資
促
進
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
商

談
を
開
催
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
09

年
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
情
報
通
信
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
企
業
と
の
合
弁
に
よ

る
携
帯
電
話
工
場
が
首
都
ル
サ
カ
に

開
設
さ
れ
、
今
後
の
事
業
の
発
展
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
A
S
E
A
N
全
体
の
４
割
、
約
２

億
３
０
０
０
万
の
人
々
が
住
む
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
。
世
界
最
大
の
イ
ス
ラ
ム

人
口
を
抱
え
、
今
年
の
終
わ
り
に
は

「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
」
の
開
催
も

予
定
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
で
の
存
在

感
は
圧
倒
的
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
81
年
よ
り
同
国
と
の

南
南
協
力
を
開
始
。
農
業
、初
等
教
育
、

家
族
計
画
な
ど
の
分
野
を
中
心
に
、

周
辺
国
や
ア
フ
リ
カ
各
国
を
対
象
と

し
た
第
三
国
研
修
を
実
施
し
て
き
た
。

ま
た
06
年
に
は
、
同
国
政
府
が
外
務

省
技
術
協
力
局
を
設
置
。
さ
ら
な
る

技
術
協
力
の
拡
大
に
向
け
、
実
施
体

制
を
整
え
つ
つ
あ
る
。「
最
近
、
他
の

途
上
国
か
ら
の
技
術
協
力
の
要
請
が

増
え
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
伝

え
る
技
術
の
レ
ベ
ル
や
経
験
が
、
同

じ
よ
う
な
課
題
や
環
境
を
持
つ
国
々

に
と
っ
て
受
け
入
れ
や
す
い
か
ら
だ

ろ
う
」
と
話
す
の
は
、
シ
テ
ィ
・
マ

ウ
ル
デ
ィ
局
長
。「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は

日
本
か
ら
多
く
の
支
援
を
受
け
て
い

る
が
、
今
後
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

も
よ
り
連
携
を
強
化
し
、
効
率
的
・

効
果
的
な
協
力
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
、
今
後
の
展
望
を
見
据
え
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
妊
産
婦
死

亡
率
が
高
い
こ
と
な
ど
、
か
つ
て
は

母
子
保
健
に
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

い
た
。
そ
う
し
た
状
況
を
大
き
く
改

善
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、

母
子
健
康
手
帳
の
普
及
だ
っ
た
。
日

本
の
経
験
を
伝
え
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支

援
に
よ
り
、
94
年
に
中
部
ジ
ャ
ワ
州

の
一
地
区
で
始
ま
っ
た
手
帳
の
配
布

は
、
06
年
ま
で
に
全
国
33
州
へ
と
拡

大
。
母
子
手
帳
が
、
家
庭
に
お
け
る

母
子
保
健
教
育
の
教
材
と
し
て
、
ま

た
健
康
と
医
療
の
記
録
と
し
て
、
多

く
の
妊
婦
や
子
ど
も
た
ち
の
安
心
を

支
え
て
い
る
。

　
07
年
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
母
子
手

帳
の
導
入
を
検
討
す
る
国
々
や
地
域

の
人
々
と
経
験
を
共
有
す
る
た
め
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
第
三
国
研
修
「
地
方
分

権
に
お
け
る
母
子
保
健
向
上
の
た
め

の
地
域
保
健
計
画
」
を
開
始
。
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
や
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
、

東
テ
ィ
モ
ー
ル
な
ど
か
ら
研
修
員
を

招
き
、
手
帳
が
果
た
し
て
き
た
役
割

や
普
及
の
過
程
を
伝
え
て
い
る
。

　
一
方
、
産
業
界
で
不
足
す
る
電
気

系
技
術
者
を
育
成
す
る
た
め
、
86
年

か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
を
受
け
、
電

気
系
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
（
工
業
系
高

等
専
門
学
校
）
の
教
員
養
成
課
程
を

強
化
し
て
き
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。
現

在
は
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
第
三
国

研
修
を
実
施
。
ル
ワ
ン
ダ
な
ど
に
教

員
を
派
遣
し
、
電
子
工
学
系
教
育
の

普
及
に
も
努
め
て
い
る
。

　
海
外
直
接
投
資
の
積
極
的
な
受
け

入
れ
な
ど
に
よ
っ
て
、急
速
に
成
長
を

遂
げ
る
A
S
E
A
N
※
。日
本
に
と
っ
て

は
中
国
に
次
ぐ
貿
易
相
手
で
も
あ
り
、

い
ま
や
日
本
経
済
に
欠
か
せ
な
い
パ
ー

ト
ナ
ー
だ
。

　
日
本
は
戦
後
、独
立
を
果
た
し
た
A

S
E
A
N
諸
国
の
国
づ
く
り
に
多
く
の

協
力
を
行
い
、そ
の
成
長
を
力
強
く
後

押
し
し
て
き
た
。そ
し
て
現
在
、そ
の
中

か
ら
台
頭
し
て
き
た
国
々
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
手
を
携
え
、メ
コ
ン
地
域
や
ア
フ
リ
カ

な
ど
の
国
々
を
支
援
し
て
い
る
。

　
１
９
９
７
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機

以
降
、
着
実
な
成
長
を
続
け
、
２
０

０
９
年
に
は
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｎ
Ｉ（
国

民
総
所
得
）
が
３
７
６
０
ド
ル
を
記

録
し
た
タ
イ
。
近
年
は
、
援
助
を
受

け
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺
国
へ
の
支

援
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
タ
イ
の
対
外
援
助
は
、
技
術
協
力

を
担
当
す
る
「
タ
イ
国
際
開
発
協
力

局
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）」
と
、
資
金
協
力
や

そ
れ
に
関
連
す
る
技
術
協
力
を
実
施

す
る
「
周
辺
国
経
済
開
発
協
力
機
構

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ａ
）」
の
２
つ
の
機
関
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
。
周
辺
諸
国
と
の

格
差
を
是
正
し
、
A
S
E
A
N
地
域

が
安
定
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
、

主
に
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸
国
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
）

を
対
象
に
、
農
業
、
保
健
、
教
育
、

イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
分
野
で
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
特
に
、
経
済
連
携
の
強

化
を
目
的
と
し
た
、
有
償
資
金
協
力

に
よ
る
ラ
オ
ス
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の

道
路
・
空
港
整
備
な
ど
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

　
そ
う
し
た
中
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ａ
の
事
業
運
営
能
力
の
強
化
を
図
る

た
め
、
08
年
よ
り
専
門
家
を
派
遣
。

調
査
報
告
書
の
作
成
や
業
務
の
効
率

化
、
職
員
研
修
の
企
画
立
案
・
実
施

な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。

　「
依
然
、
組
織
的
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
対
象
国

や
対
象
分
野
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
検

討
す
る
な
ど
、
タ
イ
側
の
意
欲
の
大

き
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の

は
、
長
年
有
償
資
金
協
力
に
携
わ
っ

て
き
た
藤
沼
敏
雄
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
。

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
、Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ａ
が

よ
り
信
頼
の
お
け
る
援
助
パ
ー
ト
ナ

ー
と
な
り
、
互
い
の
長
所
を
生
か
し

効
果
的
な
援
助
協
調
を
展
開
し
て
い

け
る
よ
う
、
後
押
し
し
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
的
だ
。

　
ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
日
本
が
同
国

と
結
ん
で
い
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
も
と
、
農
業
や

保
健
、
産
業
振
興
な
ど
、
タ
イ
に
と

っ
て
比
較
優
位
性
の
高
い
分
野
や
過

去
に
J
I
C
A
が
協
力
し
た
分
野
を

中
心
と
し
た
「
南
南
協
力
」
も
実
施
。

メ
コ
ン
地
域
や
ア
フ
リ
カ
各
国
を
対

象
に
、
年
間
約
15
件
近
い
「
第
三
国

研
修
」
を
行
っ
て
い
る
。

　
首
都
バ
ン
コ
ク
の
一
角
に
立
つ
「
ア

ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
セ
ン
タ
ー
」。
04

年
に
日
本
の
無
償
資
金
協
力
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
た
こ
の
施
設
に
は
、
研

修
棟
や
宿
泊
設
備
が
備
え
ら
れ
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
国
々
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
障
害
を
抱
え
た
人
々
が
集
ま

る
。

　
彼
ら
は
、
障
害
者
の
社
会
参
加
や

自
立
促
進
、
社
会
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
を
各
国
で
促
進
す
る
た
め
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
識
を
学
び
に
来

た
人
た
ち
で
、
自
身
も
何
ら
か
の
障

害
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
そ

し
て
研
修
を
実
施
す
る
同
セ
ン
タ
ー

の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
研
修
後
の

フ
ォ
ロ
ー
や
情
報
提
供
を
行
う
の
が
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害

者
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
、
タ
イ
人

指
導
員
に
よ
る
研
修
を
手
助
け
し
て

い
る
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
業

務
調
整
な
ど
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
送
っ
て
い
る
。
ま
た
日
本
の
障
害

当
事
者
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
も
、

短
期
専
門
家
と
し
て
こ
こ
で
指
導
に

当
た
っ
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
指
す
の
は
、

同
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
32
カ
国
の
当
事
者
た
ち
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
促
進
さ
れ
、
彼

ら
の
働
き
掛
け
に
よ
り
、
障
害
者
の

社
会
参
加
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進

ん
だ
社
会
を
各
国
で
実
現
す
る
こ
と
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
つ
の
成
果

と
し
て
、
タ
イ
や
そ
の
周
辺
国
で
は

20
〜
40
代
の
障
害
者
た
ち
が
中
心
と

な
り
、
自
ら
の
権
利
を
守
る
取
り
組

み
や
余
暇
活
動
の
た
め
の
当
事
者
団

体
を
設
立
し
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
す
る
な
ど
、
障
害
者
の
自

己
実
現
の
た
め
の
場
づ
く
り
が
活
発

化
し
て
い
る
。
ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
タ
イ
で
の
研
修
内
容
を
参
加
者

が
広
め
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

大
手
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
サ

ポ
ー
ト
の
も
と
、
障
害
者
の
暮
ら
し

や
す
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
大
き

な
力
が
、
タ
イ
か
ら
A
S
E
A
N
各

国
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
と

障
害
者
の
社
会
参
加
実
現
を

新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

構
築
す
る
た
め
に

ASEAN域内の共通課題への対応や、域内での「南
南協力」を促進するため、JICAは2002年より「JICA
－ASEAN地域協力会議（JARCOM）」を毎年開
催。各国のニーズに即した、地域協力・南南協力の案
件形成に貢献してきた。2010年からは、南南協力案
件のさらなる質の向上と各国の援助窓口とのネット
ワークを維持・強化するため、「東南アジア南南協力
会議（J-SEAM）」と名称を変え、実務レベルでより具
体的な議論を行っている。

各国の経験を地域全体の発展に

アジア太平洋障害者センターでの研修に参加する各国の研修員た
ち。障害者が住みやすい社会づくりが進むものと期待されている

※東南アジア諸国連合（Association of South-East Asian Nations）。
加盟国は、インドネシア・シンガポール・タイ・フィリピン・マレーシア・ブルネイ・ベ
トナム・ミャンマー・ラオス・カンボジア。

ＡＳＥＡＮこその
経験を広げたい

from ASEAN
ア セ ア ン 地 域

特集
新たな国際協力の世界  新興ドナーとつくる未来

特集
新たな国際協力の世界  新興ドナーとつくる未来

ア
ジ
ア
の
経
験
を

ア
フ
リ
カ
へ

技
術
協
力
の
拡
大
に
向
け
て

マ
レ
ー
シ
ア
で
学
ぶ

民
族
融
和
に
よ
る
平
和
構
築

マ
レ
ー
シ
ア

M
A

LA
YSIA

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

IN
D

O
N

ESIA

インドネシアの母子保健の取り組みを学ぶ第三国研修に参加し、現地
の母親たちからヒアリングを行うパレスチナ人研修員 ○c 今村健志朗

日
本
の
協
力
で
培
っ
た

経
験
を
伝
え
た
い

第三国研修「性感染症に係る症例管理技術」では、アフリカ５カ
国を対象に、性感染症に関する診断や治療方法、カウンセリン
グ・教育、症例管理などを伝える

第三国研修「多文化国家における平和構築」の研修員に、マハティール元首相が修了
証書を授与

携帯電話工場の作業員に、技術指導をするマレーシア人技術者。ここで製造される携帯電話は、国内で順調に
売り上げを伸ばしている

ルワンダのトゥンバ高等技術専門学校で電子情報通信技術を指導す
るインドネシア人教員

タイ

インドネシア

マレーシア

日本

ASEAN地域

タイ・バンコクの港に接岸した貨物船。
長年の輸出促進政策が、タイの経済発
展をけん引してきた　○c PANA

NEDAの有償・無償資金協力によって実施されているラオス南
部・パクセー空港の拡張事業
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ブ
ラ
ジ
ル
と
並
び
、
中
南
米
地
域

で
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
目
覚
ま
し

い
経
済
成
長
を
遂
げ
る
メ
キ
シ
コ
。

そ
の
過
程
で
培
わ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、
88
年
か
ら
中
米
・
カ
リ
ブ

諸
国
を
対
象
に
独
自
に
国
際
協
力
を

展
開
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
メ
キ
シ
コ
を
新
興

ド
ナ
ー
と
し
て
育
成
す
べ
く
、
２
０

０
０
〜
03
年
に
か
け
て
「
南
南
協
力

支
援
能
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

実
施
。
国
際
協
力
庁
（
当
時
）
の
組

織
強
化
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
管

理
手
法
の
技
術
移
転
な
ど
を
行
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
03
年
に
は
「
日
本
・
メ

キ
シ
コ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｊ
Ｍ
Ｐ
Ｐ
）」
を
締
結
。
域
内

を
中
心
に
途
上
国
が
抱
え
る
問
題
解

決
に
向
け
て
、
共
に
歩
み
続
け
て
き

た
。
最
近
の
動
き
と
し
て
は
、
メ
キ

シ
コ
政
府
が
「
国
際
開
発
協
力
法
」

の
制
定
に
向
け
て
準
備
中
。
新
た
に

国
際
開
発
協
力
庁
の
設
置
も
検
討
さ

れ
て
お
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
が
メ
キ

シ
コ
外
務
省
科
学
技
術
協
力
総
局
に

派
遣
さ
れ
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
昨
年
２
月
、
フ
ェ
リ
ー
ペ
・

カ
ル
デ
ロ
ン
・
イ
ノ
ホ
サ
大
統
領
が

来
日
し
た
際
の
「
日
墨
首
脳
共
同
声

明
」
で
は
、Ｊ
Ｍ
Ｐ
Ｐ
の
こ
れ
ま
で
の

成
果
に
つ
い
て
も
高
く
評
価
さ
れ
た
。

日
本
の
協
力
を
通
じ
て
蓄
積
さ
れ
た

経
験
や
知
見
を
生
か
し
、
今
後
は
特

に
都
市
環
境
、自
然
災
害
、公
衆
衛
生
、

産
業
開
発
な
ど
の
分
野
で
、
日
本
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
て

い
く
。

　
日
本
と
同
様
に
「
地
震
大
国
」
と

し
て
知
ら
れ
る
メ
キ
シ
コ
は
、
国
際

社
会
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
耐
震
・

防
災
分
野
の
知
見
を
蓄
積
し
て
き
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
同
国
に
対
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
協
力
を
展
開
。
85
年
に
首
都
を

襲
っ
た
メ
キ
シ
コ
地
震
を
受
け
て
防

災
・
耐
震
分
野
の
協
力
を
強
化
し
、「
メ

キ
シ
コ
国
立
防
災
セ
ン
タ
ー
」
の
設

立
か
ら
人
材
育
成
ま
で
、
包
括
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
経
験
や
人
材
を
生
か
し
、
今

度
は
メ
キ
シ
コ
が
域
内
を
中
心
に
防

災
・
耐
震
分
野
の
協
力
を
展
開
中
。「
日

墨
首
脳
共
同
声
明
」
に
お
い
て
も
、

昨
年
１
月
に
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
た

近
隣
国
ハ
イ
チ
に
対
し
て
、
日
本
と

メ
キ
シ
コ
が
協
働
で
積
極
的
に
復
興

支
援
を
行
っ
て
い
く
方
針
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
現
在
、
メ

キ
シ
コ
か
ら
耐
震
分
野
の
第
三
国
専

門
家
を
ハ
イ
チ
に
派
遣
中
。
３
年
間

で
計
24
人
の
派
遣
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

協
働
で
、
現
地
で
簡

単
に
入
手
で
き
る
材

料
を
活
用
し
た
「
ハ

イ
チ
版
耐
震
性
普
及

住
宅
モ
デ
ル
工
法
」

の
開
発
、耐
震
設
計
・

建
築
分
野
に
お
け
る

人
材
育
成
研
修
と
パ

イ
ロ
ッ
ト
住
宅
の
建

設
を
行
う
予
定
。
政

府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
指

導
を
通
じ
て
、
地
域

住
民
へ
の
普
及
を
目

指
し
て
い
く
方
針

だ
。

　
91
年
か
ら
現
在
ま
で
、
途
上
国
か

ら
１
２
０
０
人
以
上
の
研
修
員
を
受

け
入
れ
、
技
術
協
力
を
行
っ
て
き
た

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
。
日
本
と
は
01
年
、

同
国
に
と
っ
て
初
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
「
日
亜
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
Ｐ
Ｐ
Ｊ
Ａ
）」
を
締
結
。

域
内
屈
指
の
農
業
・
漁
業
立
国
と
し

て
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ペ
ル
ー
、
ボ
リ

ビ
ア
な
ど
か
ら
毎
年
60
人
以
上
の
技

術
者
が
訪
れ
る
。

　
05
〜
２
０
１
０
年
に
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
協
働
で
、
ボ
リ
ビ
ア
、

パ
ラ
グ
ア
イ
、
ウ
ル
グ

ア
イ
を
対
象
に
「
広
域

協
力
を
通
じ
た
南
米
南

部
家
畜
衛
生
改
善
の
た

め
の
人
材
育
成
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
た
。

国
境
を
越
え
て
伝
播
す

る
リ
ス
ク
が
あ
る
家
畜

疫
病
を
防
止
す
る
こ
と

で
、
域
内
の
主
要
産
業

で
あ
る
畜
産
業
を
活
性

化
す
る
こ
と
が
目
的
。

89
年
よ
り
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

支
援
を
受
け
て
き
た
国

立
ラ
プ
ラ
タ
大
学
獣
医

学
部
が
主
体
と
な
り
、
各
国
の
大
学

機
関
を
対
象
に
、
研
究
者
の
育
成
か

ら
、
家
畜
衛
生
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

や
研
究
所
の
開
設
な
ど
に
必
要
な
指

導
を
行
っ
た
。

　
ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
三
角
協
力
を
後
押
し
す
べ
く
「
Ｐ

Ｃ
Ｍ
研
修
・
モ
デ
レ
ー
タ
ー
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
05
年
か
ら
実
施
。

開
発
援
助
の
基
礎
と
な
る
Ｐ
Ｃ
Ｍ（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
イ
ク
ル
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
）
を
習
得
す
る
こ
と
で
得
た

ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
他

の
援
助
国
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　
90
年
に
設
立
さ
れ
た
国
際
協
力
庁

が
主
体
と
な
り
、
南
米
や
カ
リ
ブ
諸

国
な
ど
を
対
象
に
、
積
極
的
に
国
際

協
力
を
展
開
す
る
チ
リ
。
日
本
と
は

両
国
の
資
源
や
知
見
を
共
有
し
な
が

ら
、
99
年
に
「
日
本
・
チ
リ
・
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｊ
Ｃ

Ｐ
Ｐ
）」
を
締
結
し
三
角
協
力
に
力
を

入
れ
る
。
03
年
か
ら
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

通
じ
て
、
国
際
協
力
庁
の
能
力
強
化

が
図
ら
れ
て
き
た
。
同
庁
が
掲
げ
る

優
先
課
題
は
「
貧
困
対
策
」「
保
健
衛

生
の
向
上
」「
教
育
体
制
の
改
善
」「
農

業
・
食
糧
支
援
」
の
四
本
柱
。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
協
力
を
通
じ
て
〝
チ
リ
化
〞
し

た
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
被
援
助
国
と

し
て
の
経
験
を
生
か
し
、
そ
の
国
に

適
用
し
得
る
技
術
を
見
据
え
た
手
厚

い
協
力
を
展
開
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
こ
れ
ま
で
の
協
働

事
業
は
、
農
業
か
ら
障
害
者
支
援
ま

で
多
岐
に
わ
た
る
。
03
年
か
ら
行
わ

れ
た「
適
用
可
能
な
養
殖
技
術
」で
は
、

15
年
に
わ
た
り
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
を

受
け
て
き
た
カ
ト
リ
カ
・
デ
ル
・
ノ

ル
テ
大
学
が
実
施
機
関
と
な
り
、
第

三
国
研
修
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
の
貝
類

養
殖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
。

そ
し
て
研
修
の
成
果
が
実
り
、
エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル
で
は
ア
カ
ガ
イ
類
の
養

殖
技
術
が
普
及
。
経
済
的
な
効
果
は

も
ち
ろ
ん
、
環
境
保
全
の
意
識
向
上

や
無
秩
序
な
漁
獲
の
抑
制
に
大
き
く

貢
献
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
後
も
、
チ

リ
と
の
三
角
協
力
を
よ
り
一
層
、
推

進
し
て
い
く
方
針
だ
。

　
日
本
か
ら
飛
行
機
を
乗
り
継
い
で
約

１
日
―
。そ
の
先
に
は
、豊
か
な
天
然
資

源
と
肥
沃
な
大
地
に
恵
ま
れ
た
中
南

米
地
域
が
あ
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
そ
の
貴

重
な
財
産
を
生
か
し
た
国
づ
く
り
を
促

進
す
べ
く
、長
年
に
わ
た
り
協
力
を
続

け
て
き
た
。

　
そ
の
歴
史
の
中
で
、豊
富
な
経
験
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、中
南
米
地
域
は

〝
援
助
す
る
側
〞と
し
て
も
活
躍
。日
本

も
４
カ
国（
ブ
ラ
ジ
ル
、メ
キ
シ
コ
、ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
、チ
リ
）と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
結
び
、国
際
協
力
の
新
た
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
の
関
係
を
深
め
て
い

る
。

　
日
本
の
20
倍
以
上
の
面
積
を
有
し
、

大
豆
や
鉄
鉱
石
な
ど
、
貴
重
な
資
源

の
恩
恵
を
受
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
。
２
０

１
４
年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
、
２
０
１
６
年
夏
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト
国
に
選
ば
れ
る

な
ど
、
世
界
的
に
も
そ
の
存
在
感
を

増
し
て
い
る
。
そ
ん
な
ブ
ラ
ジ
ル
の

成
長
の
軌
跡
を
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
技
術
協

力
、
円
借
款
な
ど
を
通
じ
て
支
え
て

き
た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
が
新
た
な
開
発
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
三
角
協
力
を
開
始

し
た
の
は
１
９
８
５
年
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

協
働
で
行
っ
た
第
三
国
研
修
「
電
子
・

電
気
コ
ー
ス
」が
始
ま
り
だ
。
そ
の
後
、

87
年
に
は
国
際
協
力
庁
が
設
立
さ
れ
、

母
語
や
自
然
環
境
が
似
て
い
る
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
諸
国
や
ポ
ル

ト
ガ
ル
圏
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
東
テ
ィ

モ
ー
ル
な
ど
、
80
カ
国
以
上
を
対
象

に
技
術
協
力
を
実
施
し
て
い
る
。

　
日
本
と
は
２
０
０
０
年
、
三
角
協

力
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
の
枠

組
み
と
し
て
「
日
本
･
ブ
ラ
ジ
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｊ

Ｂ
Ｐ
Ｐ
）」を
締
結
。Ｊ
Ｂ
Ｐ
Ｐ
を
通
じ

て
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
を
行
う
こ
と
で
、

開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
・
ブ
ラ
ジ
ル
の
能

力
強
化
を
支
援
し
て
き
た
。
ま
た
、

世
界
最
大
と
い
わ
れ
る
日
系
社
会
で

も
、
多
く
の
日
系
人
専
門
家
が
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
と
協
働
で
国
際
協
力
に
尽
力
。

延
べ
2
5
0
人
以
上
の
日
系
ブ
ラ
ジ

ル
人
専
門
家
が
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ

な
ど
に
渡
り
、
活
躍
し
て
き
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
連
携
の

中
で
も
、
母
子
保
健
分
野
の
協
力
の

歴
史
は
長
い
。
そ
の
土
台
と
な
っ
た

の
が
、
96
年
か
ら
５
年
間
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
ブ
ラ
ジ
ル
東
北
部
セ
ア
ラ
州
で
実

施
し
た
「
家
族
計
画
・
母
子
保
健
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。

　
当
時
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
は
、
医
療

施
設
で
の
出
産
が
推
奨
さ
れ
る
中
で
、

自
然
分
娩
が
可
能
な
場
合
に
も
不
必

要
な
医
療
介
入
が
選
択
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
安
全
で
自
然
な
お
産
と
適

切
な
産
後
の
ケ
ア
を
普
及
す
る
た
め

に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
ブ
ラ
ジ
ル
の

母
子
保
健
医
療
関
係
者
が
協
力
。〝
人

間
的
出
産
・
出
生
ケ
ア
〞
が
ブ
ラ
ジ

ル
保
健
省
の
国
家
政
策
に
掲
げ
ら
れ

る
ま
で
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
02
年

か
ら
は
こ
の
政
策
を
実
践
す
る
人
材

を
育
成
す
べ
く
日
本
で
も
研
修
を
実

施
。
保
健
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、

助
産
師
な
ど
52
人
が
参
加
し
、
帰
国

後
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
北
部
・
東
北
部
を

中
心
に
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
通
じ
て
、
２
０
０
０
人
以

上
に
日
本
の
研
修
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
伝
え
て
き
た
。

　
こ
う
し
て
育
っ
た
人
材
が
、

今
度
は
、他
の
途
上
国
を
〝
援

助
す
る
側
〞
に
成
長
。
08
年

に
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
始
ま
っ

た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
母
子
保
健

サ
ー
ビ
ス
改
善
計
画
」
で
は
、

Ｊ
Ｂ
Ｐ
Ｐ
の
枠
組
み
に
よ
り

ブ
ラ
ジ
ル
が
研
修
の
受
け
入

れ
を
担
当
。
日
本
の
研
修
に

参
加
し
た
ソ
フ
ィ
ア
フ
ェ
ル

ド
マ
ン
病
院
（
人
間
的
出
産
・

出
生
ケ
ア
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

病
院
）の
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
と

な
り
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
保

健
省
幹
部
、
看
護
師
、
産
科

医
師
、
大
学
講
師
ら
を
対
象

に
技
術
指
導
を
行
っ
た
。
ま

た
09
年
12
月
に
は
、
ア
ン
ゴ

ラ
で
の
Ｊ
Ｂ
Ｐ
Ｐ
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
ジ
ョ
シ
ナ
マ
シ

ェ
ル
病
院
機
能
強
化
研
修
」
に
、
第

三
国
専
門
家
と
し
て
同
病
院
の
エ
リ

エ
ー
ニ
・
ラ
ベ
ロ
助
産
師
を
派
遣
。「
技

術
を
伝
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
双
方

で
学
び
合
う
こ
と
に
意
義
が
あ
る
」

と
、
ラ
ベ
ロ
さ
ん
は
今
後
の
参
加
に

も
意
欲
的
だ
。

　
さ
ら
に
２
０
１
０
年
か
ら
は
、
中

南
米
・
カ
リ
ブ
、
ア
フ
リ
カ
を
対
象

に
し
た
第
三
国
研
修
「
人
間
的
出
産
・

出
生
ケ
ア
コ
ー
ス
」
を
開
始
。
現
在

ま
で
に
17
人
の
研
修
員
を
受
け
入
れ

た
。
ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
実
施
中
の
「
助
産
能
力
強
化
を
通

じ
た
母
子
保
健
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
対
象
で
あ
る
医
療
関
係
者
の
研
修

を
ブ
ラ
ジ
ル
が
担
当
。〝
カ
ン
ボ
ジ
ア

版
人
間
的
出
産
・
出
生
ケ
ア
〞
の
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ソ
フ
ィ
ア

フ
ェ
ル
ド
マ
ン
病
院
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
レ
リ
ア
・
マ

デ
イ
ア
研
修
部
長
は
、「
人
を
助
け
る

の
は
病
院
の
根
本
的
使
命
。
国
際
協

力
を
行
う
の
は
、
社
会
的
責
任
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
強
調
す
る
。

　「
日
本
と
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
強
化

し
な
が
ら
、
開
発
イ
ン
パ
ク
ト
を
高

め
て
い
き
た
い
」。
昨
年
10
月
、
首
都

ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｊ
Ｂ

Ｐ
Ｐ
締
結
10
周
年
記
念
式
典
」
で
マ

ル
コ
・
フ
ァ
ラ
ー
ニ
国
際
協
力
庁
長

官
が
発
し
た
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
こ
そ
、

新
た
な
国
際
協
力
の
ア
ク
タ
ー
と
し

て
の
確
固
た
る
決
意
の
象
徴
だ
。

途
上
国
で
安
全
な
お
産
の

実
現
を
目
指
す

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
を
通
じ
て

開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
成
長

ブラジルのソフィアフェルドマン病院
で、出産に必要な技術を学ぶマダガス
カルの研修員

ハイチの住宅構造を視察。今後の
取り組みについて話し合う

パートナーシップ強化で
さらなる開発効果を
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ブ
ラ
ジ
ル
と
並
び
、
中
南
米
地
域

で
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
目
覚
ま
し

い
経
済
成
長
を
遂
げ
る
メ
キ
シ
コ
。

そ
の
過
程
で
培
わ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、
88
年
か
ら
中
米
・
カ
リ
ブ

諸
国
を
対
象
に
独
自
に
国
際
協
力
を

展
開
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
メ
キ
シ
コ
を
新
興

ド
ナ
ー
と
し
て
育
成
す
べ
く
、
２
０

０
０
〜
03
年
に
か
け
て
「
南
南
協
力

支
援
能
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

実
施
。
国
際
協
力
庁
（
当
時
）
の
組

織
強
化
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
管

理
手
法
の
技
術
移
転
な
ど
を
行
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
03
年
に
は
「
日
本
・
メ

キ
シ
コ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｊ
Ｍ
Ｐ
Ｐ
）」
を
締
結
。
域
内

を
中
心
に
途
上
国
が
抱
え
る
問
題
解

決
に
向
け
て
、
共
に
歩
み
続
け
て
き

た
。
最
近
の
動
き
と
し
て
は
、
メ
キ

シ
コ
政
府
が
「
国
際
開
発
協
力
法
」

の
制
定
に
向
け
て
準
備
中
。
新
た
に

国
際
開
発
協
力
庁
の
設
置
も
検
討
さ

れ
て
お
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
が
メ
キ

シ
コ
外
務
省
科
学
技
術
協
力
総
局
に

派
遣
さ
れ
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
昨
年
２
月
、
フ
ェ
リ
ー
ペ
・

カ
ル
デ
ロ
ン
・
イ
ノ
ホ
サ
大
統
領
が

来
日
し
た
際
の
「
日
墨
首
脳
共
同
声

明
」
で
は
、Ｊ
Ｍ
Ｐ
Ｐ
の
こ
れ
ま
で
の

成
果
に
つ
い
て
も
高
く
評
価
さ
れ
た
。

日
本
の
協
力
を
通
じ
て
蓄
積
さ
れ
た

経
験
や
知
見
を
生
か
し
、
今
後
は
特

に
都
市
環
境
、自
然
災
害
、公
衆
衛
生
、

産
業
開
発
な
ど
の
分
野
で
、
日
本
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
て

い
く
。

　
日
本
と
同
様
に
「
地
震
大
国
」
と

し
て
知
ら
れ
る
メ
キ
シ
コ
は
、
国
際

社
会
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
耐
震
・

防
災
分
野
の
知
見
を
蓄
積
し
て
き
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
同
国
に
対
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
協
力
を
展
開
。
85
年
に
首
都
を

襲
っ
た
メ
キ
シ
コ
地
震
を
受
け
て
防

災
・
耐
震
分
野
の
協
力
を
強
化
し
、「
メ

キ
シ
コ
国
立
防
災
セ
ン
タ
ー
」
の
設

立
か
ら
人
材
育
成
ま
で
、
包
括
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
経
験
や
人
材
を
生
か
し
、
今

度
は
メ
キ
シ
コ
が
域
内
を
中
心
に
防

災
・
耐
震
分
野
の
協
力
を
展
開
中
。「
日

墨
首
脳
共
同
声
明
」
に
お
い
て
も
、

昨
年
１
月
に
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
た

近
隣
国
ハ
イ
チ
に
対
し
て
、
日
本
と

メ
キ
シ
コ
が
協
働
で
積
極
的
に
復
興

支
援
を
行
っ
て
い
く
方
針
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
現
在
、
メ

キ
シ
コ
か
ら
耐
震
分
野
の
第
三
国
専

門
家
を
ハ
イ
チ
に
派
遣
中
。
３
年
間

で
計
24
人
の
派
遣
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

協
働
で
、
現
地
で
簡

単
に
入
手
で
き
る
材

料
を
活
用
し
た
「
ハ

イ
チ
版
耐
震
性
普
及

住
宅
モ
デ
ル
工
法
」

の
開
発
、耐
震
設
計
・

建
築
分
野
に
お
け
る

人
材
育
成
研
修
と
パ

イ
ロ
ッ
ト
住
宅
の
建

設
を
行
う
予
定
。
政

府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
指

導
を
通
じ
て
、
地
域

住
民
へ
の
普
及
を
目

指
し
て
い
く
方
針

だ
。

　
91
年
か
ら
現
在
ま
で
、
途
上
国
か

ら
１
２
０
０
人
以
上
の
研
修
員
を
受

け
入
れ
、
技
術
協
力
を
行
っ
て
き
た

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
。
日
本
と
は
01
年
、

同
国
に
と
っ
て
初
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
「
日
亜
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
Ｐ
Ｐ
Ｊ
Ａ
）」
を
締
結
。

域
内
屈
指
の
農
業
・
漁
業
立
国
と
し

て
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ペ
ル
ー
、
ボ
リ

ビ
ア
な
ど
か
ら
毎
年
60
人
以
上
の
技

術
者
が
訪
れ
る
。

　
05
〜
２
０
１
０
年
に
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
協
働
で
、
ボ
リ
ビ
ア
、

パ
ラ
グ
ア
イ
、
ウ
ル
グ

ア
イ
を
対
象
に
「
広
域

協
力
を
通
じ
た
南
米
南

部
家
畜
衛
生
改
善
の
た

め
の
人
材
育
成
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
た
。

国
境
を
越
え
て
伝
播
す

る
リ
ス
ク
が
あ
る
家
畜

疫
病
を
防
止
す
る
こ
と

で
、
域
内
の
主
要
産
業

で
あ
る
畜
産
業
を
活
性

化
す
る
こ
と
が
目
的
。

89
年
よ
り
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

支
援
を
受
け
て
き
た
国

立
ラ
プ
ラ
タ
大
学
獣
医

学
部
が
主
体
と
な
り
、
各
国
の
大
学

機
関
を
対
象
に
、
研
究
者
の
育
成
か

ら
、
家
畜
衛
生
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

や
研
究
所
の
開
設
な
ど
に
必
要
な
指

導
を
行
っ
た
。

　
ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
三
角
協
力
を
後
押
し
す
べ
く
「
Ｐ

Ｃ
Ｍ
研
修
・
モ
デ
レ
ー
タ
ー
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
05
年
か
ら
実
施
。

開
発
援
助
の
基
礎
と
な
る
Ｐ
Ｃ
Ｍ（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
イ
ク
ル
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
）
を
習
得
す
る
こ
と
で
得
た

ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
他

の
援
助
国
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
構
築
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　
90
年
に
設
立
さ
れ
た
国
際
協
力
庁

が
主
体
と
な
り
、
南
米
や
カ
リ
ブ
諸

国
な
ど
を
対
象
に
、
積
極
的
に
国
際

協
力
を
展
開
す
る
チ
リ
。
日
本
と
は

両
国
の
資
源
や
知
見
を
共
有
し
な
が

ら
、
99
年
に
「
日
本
・
チ
リ
・
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｊ
Ｃ

Ｐ
Ｐ
）」
を
締
結
し
三
角
協
力
に
力
を

入
れ
る
。
03
年
か
ら
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

「
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｐ
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

通
じ
て
、
国
際
協
力
庁
の
能
力
強
化

が
図
ら
れ
て
き
た
。
同
庁
が
掲
げ
る

優
先
課
題
は
「
貧
困
対
策
」「
保
健
衛

生
の
向
上
」「
教
育
体
制
の
改
善
」「
農

業
・
食
糧
支
援
」
の
四
本
柱
。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
協
力
を
通
じ
て
〝
チ
リ
化
〞
し

た
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
被
援
助
国
と

し
て
の
経
験
を
生
か
し
、
そ
の
国
に

適
用
し
得
る
技
術
を
見
据
え
た
手
厚

い
協
力
を
展
開
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
こ
れ
ま
で
の
協
働

事
業
は
、
農
業
か
ら
障
害
者
支
援
ま

で
多
岐
に
わ
た
る
。
03
年
か
ら
行
わ

れ
た「
適
用
可
能
な
養
殖
技
術
」で
は
、

15
年
に
わ
た
り
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
を

受
け
て
き
た
カ
ト
リ
カ
・
デ
ル
・
ノ

ル
テ
大
学
が
実
施
機
関
と
な
り
、
第

三
国
研
修
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
の
貝
類

養
殖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
。

そ
し
て
研
修
の
成
果
が
実
り
、
エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル
で
は
ア
カ
ガ
イ
類
の
養

殖
技
術
が
普
及
。
経
済
的
な
効
果
は

も
ち
ろ
ん
、
環
境
保
全
の
意
識
向
上

や
無
秩
序
な
漁
獲
の
抑
制
に
大
き
く

貢
献
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
後
も
、
チ

リ
と
の
三
角
協
力
を
よ
り
一
層
、
推

進
し
て
い
く
方
針
だ
。

　
日
本
か
ら
飛
行
機
を
乗
り
継
い
で
約

１
日
―
。そ
の
先
に
は
、豊
か
な
天
然
資

源
と
肥
沃
な
大
地
に
恵
ま
れ
た
中
南

米
地
域
が
あ
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
そ
の
貴

重
な
財
産
を
生
か
し
た
国
づ
く
り
を
促

進
す
べ
く
、長
年
に
わ
た
り
協
力
を
続

け
て
き
た
。

　
そ
の
歴
史
の
中
で
、豊
富
な
経
験
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、中
南
米
地
域
は

〝
援
助
す
る
側
〞と
し
て
も
活
躍
。日
本

も
４
カ
国（
ブ
ラ
ジ
ル
、メ
キ
シ
コ
、ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
、チ
リ
）と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
結
び
、国
際
協
力
の
新
た
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
の
関
係
を
深
め
て
い

る
。

　
日
本
の
20
倍
以
上
の
面
積
を
有
し
、

大
豆
や
鉄
鉱
石
な
ど
、
貴
重
な
資
源

の
恩
恵
を
受
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
。
２
０

１
４
年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
、
２
０
１
６
年
夏
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト
国
に
選
ば
れ
る

な
ど
、
世
界
的
に
も
そ
の
存
在
感
を

増
し
て
い
る
。
そ
ん
な
ブ
ラ
ジ
ル
の

成
長
の
軌
跡
を
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
技
術
協

力
、
円
借
款
な
ど
を
通
じ
て
支
え
て

き
た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
が
新
た
な
開
発
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
三
角
協
力
を
開
始

し
た
の
は
１
９
８
５
年
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

協
働
で
行
っ
た
第
三
国
研
修
「
電
子
・

電
気
コ
ー
ス
」が
始
ま
り
だ
。
そ
の
後
、

87
年
に
は
国
際
協
力
庁
が
設
立
さ
れ
、

母
語
や
自
然
環
境
が
似
て
い
る
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
諸
国
や
ポ
ル

ト
ガ
ル
圏
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
東
テ
ィ

モ
ー
ル
な
ど
、
80
カ
国
以
上
を
対
象

に
技
術
協
力
を
実
施
し
て
い
る
。

　
日
本
と
は
２
０
０
０
年
、
三
角
協

力
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
の
枠

組
み
と
し
て
「
日
本
･
ブ
ラ
ジ
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｊ

Ｂ
Ｐ
Ｐ
）」を
締
結
。Ｊ
Ｂ
Ｐ
Ｐ
を
通
じ

て
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
を
行
う
こ
と
で
、

開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
・
ブ
ラ
ジ
ル
の
能

力
強
化
を
支
援
し
て
き
た
。
ま
た
、

世
界
最
大
と
い
わ
れ
る
日
系
社
会
で

も
、
多
く
の
日
系
人
専
門
家
が
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
と
協
働
で
国
際
協
力
に
尽
力
。

延
べ
2
5
0
人
以
上
の
日
系
ブ
ラ
ジ

ル
人
専
門
家
が
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ

な
ど
に
渡
り
、
活
躍
し
て
き
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
連
携
の

中
で
も
、
母
子
保
健
分
野
の
協
力
の

歴
史
は
長
い
。
そ
の
土
台
と
な
っ
た

の
が
、
96
年
か
ら
５
年
間
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
ブ
ラ
ジ
ル
東
北
部
セ
ア
ラ
州
で
実

施
し
た
「
家
族
計
画
・
母
子
保
健
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。

　
当
時
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
は
、
医
療

施
設
で
の
出
産
が
推
奨
さ
れ
る
中
で
、

自
然
分
娩
が
可
能
な
場
合
に
も
不
必

要
な
医
療
介
入
が
選
択
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
安
全
で
自
然
な
お
産
と
適

切
な
産
後
の
ケ
ア
を
普
及
す
る
た
め

に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
ブ
ラ
ジ
ル
の

母
子
保
健
医
療
関
係
者
が
協
力
。〝
人

間
的
出
産
・
出
生
ケ
ア
〞
が
ブ
ラ
ジ

ル
保
健
省
の
国
家
政
策
に
掲
げ
ら
れ

る
ま
で
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
02
年

か
ら
は
こ
の
政
策
を
実
践
す
る
人
材

を
育
成
す
べ
く
日
本
で
も
研
修
を
実

施
。
保
健
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、

助
産
師
な
ど
52
人
が
参
加
し
、
帰
国

後
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
北
部
・
東
北
部
を

中
心
に
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
通
じ
て
、
２
０
０
０
人
以

上
に
日
本
の
研
修
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
伝
え
て
き
た
。

　
こ
う
し
て
育
っ
た
人
材
が
、

今
度
は
、他
の
途
上
国
を
〝
援

助
す
る
側
〞
に
成
長
。
08
年

に
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
始
ま
っ

た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
母
子
保
健

サ
ー
ビ
ス
改
善
計
画
」
で
は
、

Ｊ
Ｂ
Ｐ
Ｐ
の
枠
組
み
に
よ
り

ブ
ラ
ジ
ル
が
研
修
の
受
け
入

れ
を
担
当
。
日
本
の
研
修
に

参
加
し
た
ソ
フ
ィ
ア
フ
ェ
ル

ド
マ
ン
病
院
（
人
間
的
出
産
・

出
生
ケ
ア
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

病
院
）の
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
と

な
り
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
保

健
省
幹
部
、
看
護
師
、
産
科

医
師
、
大
学
講
師
ら
を
対
象

に
技
術
指
導
を
行
っ
た
。
ま

た
09
年
12
月
に
は
、
ア
ン
ゴ

ラ
で
の
Ｊ
Ｂ
Ｐ
Ｐ
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
ジ
ョ
シ
ナ
マ
シ

ェ
ル
病
院
機
能
強
化
研
修
」
に
、
第

三
国
専
門
家
と
し
て
同
病
院
の
エ
リ

エ
ー
ニ
・
ラ
ベ
ロ
助
産
師
を
派
遣
。「
技

術
を
伝
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
双
方

で
学
び
合
う
こ
と
に
意
義
が
あ
る
」

と
、
ラ
ベ
ロ
さ
ん
は
今
後
の
参
加
に

も
意
欲
的
だ
。

　
さ
ら
に
２
０
１
０
年
か
ら
は
、
中

南
米
・
カ
リ
ブ
、
ア
フ
リ
カ
を
対
象

に
し
た
第
三
国
研
修
「
人
間
的
出
産
・

出
生
ケ
ア
コ
ー
ス
」
を
開
始
。
現
在

ま
で
に
17
人
の
研
修
員
を
受
け
入
れ

た
。
ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
実
施
中
の
「
助
産
能
力
強
化
を
通

じ
た
母
子
保
健
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
対
象
で
あ
る
医
療
関
係
者
の
研
修

を
ブ
ラ
ジ
ル
が
担
当
。〝
カ
ン
ボ
ジ
ア

版
人
間
的
出
産
・
出
生
ケ
ア
〞
の
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ソ
フ
ィ
ア

フ
ェ
ル
ド
マ
ン
病
院
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
レ
リ
ア
・
マ

デ
イ
ア
研
修
部
長
は
、「
人
を
助
け
る

の
は
病
院
の
根
本
的
使
命
。
国
際
協

力
を
行
う
の
は
、
社
会
的
責
任
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
強
調
す
る
。

　「
日
本
と
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
強
化

し
な
が
ら
、
開
発
イ
ン
パ
ク
ト
を
高

め
て
い
き
た
い
」。
昨
年
10
月
、
首
都

ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｊ
Ｂ

Ｐ
Ｐ
締
結
10
周
年
記
念
式
典
」
で
マ

ル
コ
・
フ
ァ
ラ
ー
ニ
国
際
協
力
庁
長

官
が
発
し
た
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
こ
そ
、

新
た
な
国
際
協
力
の
ア
ク
タ
ー
と
し

て
の
確
固
た
る
決
意
の
象
徴
だ
。

途
上
国
で
安
全
な
お
産
の

実
現
を
目
指
す

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
を
通
じ
て

開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
成
長

ブラジルのソフィアフェルドマン病院
で、出産に必要な技術を学ぶマダガス
カルの研修員

ハイチの住宅構造を視察。今後の
取り組みについて話し合う

パートナーシップ強化で
さらなる開発効果を
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　「
ケ
ニ
ア
！
ケ
ニ
ア
！
」

　
会
場
全
体
に
突
如
沸
き
起
こ
っ
た
大
声
援

に
、
選
手
た
ち
が
思
わ
ず
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
２
０
１
０
年
11
月
３
日
、
静
岡
県
浜
松
市

の
浜
松
ア
リ
ー
ナ
。「
２
０
１
０
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
」
の
第
一
ラ
ウ
ン
ド
最

終
節
、
ケ
ニ
ア
対
チ
ェ
コ
の
一
戦
は
、
強
豪

チ
ェ
コ
が
２
セ
ッ
ト
を
連
取
し
、
迎
え
た
第

３
セ
ッ
ト
も
残
り
わ
ず
か
と
な
っ
て
い
た
。

身
長
２
メ
ー
ト
ル
近
い
選
手
が
そ
ろ
う
チ
ェ

コ
に
対
し
、
ケ
ニ
ア
の
選
手
た
ち
は
１
７
０

〜
１
８
５
セ
ン
チ
足
ら
ず
。
そ
れ
で
も
、
ま

る
で
山
脈
の
よ
う
な
相
手
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
果

敢
に
ス
パ
イ
ク
を
打
ち
込
み
、
跳
ね
返
さ
れ

て
も
必
死
に
ボ
ー
ル
に
飛
び
付
く
。
劣
勢
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
最
後
ま
で
ひ
た
む
き
さ
を

失
わ
な
い
そ
の
プ
レ
ー
が
、
観
客
の
心
を
ひ

き
つ
け
る
。

　
敗
戦
後
、
コ
ー
ト
中
央
に
並
び
、
笑
顔
で

観
客
席
に
手
を
上
げ
る
選
手
た
ち
。
コ
ー
ト

サ
イ
ド
で
は
、
監
督
を
務
め
た
元
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
入
澤
秀
寛
さ
ん
が
、
彼

女
た
ち
を
す
が
す
が
し
い
表
情
で
見
つ
め
て

い
た
。

　「
実
力
差
は
あ
り
ま
し
た
が
、
選
手
は
持
て

る
力
を
出
し
切
っ
た
。
悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　
試
合
後
、
そ
う
語
っ
た
入
澤
さ
ん
。
世
界

の
強
豪
が
集
う
こ
の
大
会
に
ア
フ
リ
カ
代
表

と
し
て
出
場
し
、
結
果
は
第
一
ラ
ウ
ン
ド
５

戦
全
敗
。
そ
れ
で
も
こ
の
日
、
選
手
た
ち
に

は
会
場
中
か
ら
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　
選
手
時
代
は
実
業
団
で
活
躍
し
、
引
退
後

も
日
本
リ
ー
グ
な
ど
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
指

導
者
と
し
て
輝
か
し
い
実
績
を
残
し
て
き
た

入
澤
さ
ん
。
ケ
ニ
ア
女
子
代
表
チ
ー
ム
の
指

導
の
き
っ
か
け
は
、
09
年
11
月
か
ら
約
10
カ
月

間
、
ケ
ニ
ア
の
競
技
レ
ベ
ル
向
上
の
た
め
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

　
意
気
揚
々
と
現
地
に
渡
り
、
高
校
生
や
実

業
団
チ
ー
ム
の
巡
回
指
導
を
始
め
た
入
澤
さ

ん
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
日
本
で
は
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
世
界
だ
っ
た
。
ケ
ニ
ア
で
は
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
野
外
で
は
だ
し
に
な
っ
て

行
う
も
の
。
ス
コ
ー
ル
の
た
び
に
練
習
を
中

断
し
、
軒
下
で
雨
宿
り
。
使
え
る
ボ
ー
ル
の

数
も
限
ら
れ
、
お
ま
け
に
一
度
コ
ー
ト
の
外

に
ボ
ー
ル
が
飛
ん
で
行
く
と
、
野
外
な
の
で

ど
こ
ま
で
も
転
が
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
。「
こ

れ
で
は
練
習
に
な
ら
な
い
」。
初
め
は
途
方
に

暮
れ
た
。

　「
こ
れ
は
、
ず
っ
と
日
本
の
恵
ま
れ
た
環
境

に
い
た
自
分
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
」

　
自
分
に
そ
う
言
い
聞
か
せ
、
与
え
ら
れ
た

環
境
を
受
け
入
れ
な
が
ら
持
ち
前
の
粘
り
強

さ
で
指
導
を
続
け
て
き
た
。
特
に
、「
日
本
で

は
ス
パ
ル
タ
指
導
が
当
た
り
前
だ
っ
た
」
と

い
う
入
澤
さ
ん
だ
が
、
こ
こ
で
は
ケ
ニ
ア
人

の
気
質
に
合
わ
せ
、
常
に
明
る
く
笑
顔
で
練

習
で
き
る
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
掛
け
た
。

　「
あ
る
日
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
考
え

込
ん
で
い
る
と
、
選
手
た
ち
が
『
ど
こ
か
具

合
が
悪
い
の
？
な
ぜ
笑
っ
て
い
な
い
の
？
』

と
心
配
し
て
声
を
掛
け
て
く
れ
た
ん
で
す
。

真
剣
だ
っ
た
あ
ま
り
、
つ
い
怖
い
顔
に
な
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
自
分
は
笑
顔
を
忘
れ

て
い
た
の
か…

と
、
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
」

　
以
来
、
選
手
た
ち
が
の
び
の
び
と
上
達
で

き
る
よ
う
、
遊
び
を
取
り
入
れ
る
な
ど
練
習

メ
ニ
ュ
ー
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
特
に
力
を
入
れ
て
指
導
し
て
い
た

あ
る
高
校
の
無
名
女
子
チ
ー
ム
が
全
国
優
勝

し
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
も
２
位
に
輝
く
驚
き

の
結
果
に
。
指
導
者
と
し
て
一
躍
注
目
を
集

め
た
入
澤
さ
ん
の
も
と
に
は
、
３
カ
月
後
に

世
界
バ
レ
ー
出
場
を
控
え
る
女
子
代
表
チ
ー

ム
監
督
就
任
の
話
が
舞
い
込
ん
で
き
た
。

　
だ
が
代
表
チ
ー
ム
と
は
い
え
、
就
任
当
初

は
練
習
開
始
時
刻
に
な
っ
て
も
数
人
し
か
集

ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。「
だ
っ
た
ら
自
ら

の
行
動
で
示
そ
う
」
と
、
１
時
間
前
に
は
到

着
し
、
ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
ラ
イ
ン
を
引
い
た
。

そ
ん
な
監
督
の
姿
を
見
て
、
選
手
た
ち
の
姿

勢
に
も
変
化
が
生
ま
れ
、
大
会
前
に
は
30
分

前
に
全
員
が
そ
ろ
っ
て
自
主
練
習
を
始
め
る

ま
で
に
。
入
澤
さ
ん
を
中
心
に
、
家
族
の
よ

う
な
一
体
感
が
チ
ー
ム
に
生
ま
れ
て
い
た
。

　
世
界
バ
レ
ー
に
出
場
す
る
12
人
は
、
当
初

い
た
24
人
か
ら
３
度
に
か
け
て
選
別
し
て
き

た
。「
日
本
で
プ
レ
ー
し
た
い
！
」。
そ
ん
な

強
い
思
い
で
練
習
に
励
ん
で
き
た
仲
間
に
、

〝
落
選
〞の
宣
告
を
す
る
瞬
間
が
つ
ら
か
っ
た

が
、
選
手
た
ち
は
恨
み
一
つ
言
わ
ず
、「
一
緒

に
練
習
で
き
て
良
か
っ
た
。
監
督
、
あ
り
が

と
う
」
と
礼
を
伝
え
て
き
た
と
い
う
。
入
澤

さ
ん
は
思
わ
ず
選
手
の
前
で
号
泣
し
た
。

　「
ケ
ニ
ア
で
は
、
競
技
だ
け
で
生
活
で
き
る

選
手
な
ん
て
、
ま
ず
い
な
い
。
た
だ
『
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
が
好
き
』
と
い
う
純
粋
な
気
持
ち

が
、
力
の
源
な
ん
で
す
。
そ
ん
な
大
切
な
原

点
を
、
ケ
ニ
ア
で
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
」

　
12
人
の
奮
闘
は
、
日
本
で
多
く
の
共
感
を

呼
ん
だ
。
そ
し
て
大
会
後
、
空
港
ま
で
見
送

っ
た
入
澤
さ
ん
に
選
手
た
ち
は
こ
う
言
っ
た
。

　「
監
督
、
も
っ
と
強
く
な
っ
て
き
ま
す
！
」

　
今
、
入
澤
さ
ん
は
、
一
回
り
大
き
く
な
っ

た
彼
女
た
ち
が
、
再
び
笑
顔
で
世
界
の
晴
れ

舞
台
に
立
つ
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

選
手
が
気
付
か
せ
て
く
れ
た

大
切
な
原
点

「“笑顔”でチームを強くしたい」

は
だ
し
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ラ
ー
と

出
会
っ
て

元シニア海外ボランティア
IRISAWA Hidehiro

入澤秀寛さん
粘り強い指導で、ケニア女子代
表チームを率いてきた入澤さん
（後列左）。選手12人の大会中
の滞在費なども、入澤さんの尽
力によって多くの日本の協力者
が支えた ○c FIVB

「バレーボールは苦しいもの。これまでずっとそう考えていた自分に、ケニアの選手た
ちは本来のバレーボールの楽しさを思い出させてくれた」と入澤さん  ○c FIVB

ゲンバの風
第 22 回野外で開催されるケニアの高校全国大会の様子。

この国では、日本で見られるような体育館を見つけ
ることはまだ難しい

選手に日本の文化を体
験してもらうため、入澤さ
ん（最後列左端）の発案
で禅寺を訪問。坐禅にも
挑戦した

いりさわ・ひでひろ
1954年神奈川県生まれ。77～81年、富士写真フイルム株式
会社（現富士フイルム株式会社）男子バレーボール部選手とし
て日本リーグで活躍。引退後は、同女子バレーボール部コーチ・
監督、旭川実業高校女子バレーボール部監督、全国高等学校
バレーボール強化指導普及委員、全国高校選抜監督などを務
める。2009年12月よりケニアでJICAシニア海外ボランティア
として活動。ケニア代表チームの監督として、「2010女子バレ
ーボール世界選手権」に出場した。

日本のバレーボール界で輝かしい実績を残し、
その経験をケニアで伝えてきた元シニア海外ボランティアの入澤秀寛さん。
昨年、日本で開催された「2010世界バレー」では、
ケニア女子代表チームの監督としてコートに立った。
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２
０
１
０
年
１
月
12
日
、中
南
米
・カ
リ

ブ
の
国
、ハ
イ
チ
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・０
の

巨
大
地
震
が
襲
っ
た
。死
者
20
万
人
以
上

と
い
う
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
、今

も
多
く
の
人
々
が
住
み
な
れ
た
自
宅
を
追

わ
れ
、避
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
不
安
定
な
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　
最
大
の
被
害
を
受
け
た
首
都
ポ
ル
ト
ー

プ
ラ
ン
ス
の
郊
外
に
位
置
す
る
カ
ル
フ
ー
ル

地
区
。そ
の
一
角
に
、び
っ
し
り
と
青
や
白
の

ビ
ニ
ー
ル
製
テ
ン
ト
が
立
ち
並
ぶ
避
難
民

キ
ャ
ン
プ
が
あ
る
。10
月
の
あ
る
日
、キ
ャ

ン
プ
の
中
央
広
場
で
、大
勢
の
子
ど
も
た

ち
が
何
や
ら
う
れ
し
そ
う
に
列
を
作
り
、

自
分
の
番
を
今
か
今
か
と
待
っ
て
い
た
。

　「
大
事
に
使
っ
て
ね
」

　「
あ
り
が
と
う
！
」

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人A

D
R
A
Japan

の
ス
タ
ッ

フ
・
鈴
木
泰
生
さ
ん
が
手
渡
し
て
い
る
の

は
、お
し
ゃ
れ
で
カ
ラ
フ
ル
な
ゴ
ム
製
サ
ン
ダ

ル
。「
履
き
心
地
が
い
い
ね
！
」。お
目
当
て

の
も
の
を
手
に
入
れ
、皆
う
れ
し
そ
う
に

走
り
回
っ
て
い
る
。

　
実
は
こ
の
サ
ン
ダ
ル
、使
い
終
え
た
タ
イ

ヤ
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
作
ら
れ
た
も
の
。ブ

リ
ヂ
ス
ト
ン
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン

「
タ
イ
ヤ
館
」が
、低
燃
費
で
知
ら
れ
る
環

境
タ
イ
ヤ「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ａ
」の
売
り
上
げ

の
一
部
を
使
っ
て
製
作
し
た
。小
売
店
の
命

題
で
も
あ
る「
集
客
力
の
向
上
」と
、Ｃ
Ｓ

Ｒ（
企
業
の
社
会
的
責
任
）の
一
環
と
し
て

の「
社
会
貢
献
」。こ
の
２
つ
を
両
立
さ
せ

た
か
っ
た
タ
イ
ヤ
館
が
、使
い
終
え
た
タ
イ

ヤ
で
社
会
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

と
考
え
、世
界
の
被
災
地
に
サ
ン
ダ
ル
を

送
る「
エ
コ
ピ
ア
・
サ
ン
ダ
ル・プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
生
ま
れ
た
。

　「
私
た
ち
の
提
供
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
サ

ン
ダ
ル
が
、き
っ
と
現
地
で
役
に
立
つ
、そ
う

考
え
ま
し
た
」と
話
す
の
は
、タ
イ
ヤ
館
の

チ
ェ
ー
ン
本
部
で
あ
る
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
Ｆ
Ｖ

Ｓ
・Ｆ
Ｃ
チ
ェ
ー
ン
運
営
部
の
潮
田
隆
太
さ

ん
と
青
山
梨
音
さ
ん
。「
被
災
地
で
は
履

物
を
な
く
し
、は
だ
し
で
暮
ら
す
人
が
た

く
さ
ん
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。そ
の
上
、が

れ
き
や
ガ
ラ
ス
の
破
片
と
い
っ
た
危
険
物

も
地
面
に
多
く
転
が
っ
て
い
る
。足
を
け
が

す
れ
ば
、破
傷
風
な
ど
の
感
染
症
を
引
き

起
こ
す
危
険
性
が
あ
る
と
い
う
話
で
し

た
」。

　
そ
う
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た「
エ
コ
ピ
ア・サ

ン
ダ
ル・プ
ロ
グ
ラ
ム
」。タ
イ
ヤ
館
で
は
、各

店
舗
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

な
ど
で
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
。「
環
境
に

優
し
い
タ
イ
ヤ
を
選
ぶ
こ
と
で
国
際
貢
献

が
で
き
る
」と
い
う
新
鮮
な
ス
タ
イ
ル
が
、

多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
共
感
を
呼
ん
だ
。

ま
た
、日
本
各
地
の
小
学
生
以
下
の
子
ど

も
た
ち
を
対
象
と
し
た「
エ
コ
ピ
ア
・
サ
ン

ダ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」も
実
施
。子

ど
も
た
ち
に
自
由
な
発
想
で
サ
ン
ダ
ル
を

デ
ザ
イ
ン
し
て
も
ら
い
、応
募
作
か
ら
選
ば

れ
た
優
秀
作
品
は
、実
際
に
被
災
地
に
配

布
さ
れ
る
サ
ン
ダ
ル
の
絵
柄
と
な
る
、と
い

う
企
画
だ
。タ
イ
ヤ
交
換
の
待
ち
時
間
な

ど
に
子
ど
も
た
ち
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

企
画
と
し
て
喜
ば
れ
、全
国
か
ら
９
０
０

０
通
近
い
応
募
が
あ
っ
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
、サ
ン
ダ
ル
の
制
作

を
進
め
て
き
た
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
Ｆ
Ｖ
Ｓ
。２

０
１
０
年
１
月
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・ス
マ

ト
ラ
沖
地
震
の
被
災
地
、そ
し
て
10
月
に

は
ハ
イ
チ
大
地
震
の
被
災
地
へ
、計
１
万
５

０
０
足
を
提
供
し
た
。

　
現
地
で
サ
ン
ダ
ル
を
配
布
し
た
の
は
、世

界
各
地
の
被
災
地
支
援
や
難
民
支
援
な

ど
で
広
く
活
動
す
るA

D
R
A
Japan

。

ま
た
、ハ
イ
チ
へ
の
輸
送
時
に
は
、国
際
人

道
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ャ
パ
ン・プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
日
本
郵
船
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
、被
災
地
支
援
の
た
め
の
物
資
協
働

輸
送
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
協
力
を
仰
ぎ
、現
地

のA
D
R
A
Japan

に
引
き
渡
す
こ
と
が

で
き
た
。

　
潮
田
さ
ん
は「
店
舗
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、

『
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
こ
と
で
、自

分
た
ち
の
タ
イ
ヤ
が
被
災
地
の
子
ど
も
た

ち
の
安
全
と
健
康
に
役
立
っ
て
い
る
と
い

う
、今
ま
で
に
な
い〝
誇
り
〞を
持
て
る
よ

う
に
な
っ
た
』と
い
う
声
が
多
く
上
が
り

ま
し
た
」と
意
識
の
変
化
を
喜
ぶ
。

　
多
く
の
車
の
安
全
な
走
行
を
支
え
て
き

た
タ
イ
ヤ
に
新
た
な
命
が
吹
き
込
ま
れ
、

被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
の
足
と
健
康
を
守

っ
て
い
る
。今
年
４
月
に
は
、再
び
ハ
イ
チ
で

サ
ン
ダ
ル
を
配
布
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
と
び
き
り
の
笑
顔
が
、ま

た
、見
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

取
り
組
み
が
店
舗
の
誇
り
に

ブリヂストンFVS株式会社
子どもたちの足を守る
「タイヤ館」のサンダル

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

「あなたのクルマに、エコタイヤを。世
界の子どもに、サンダルを」。タイヤ館
で紹介される「エコピア・サンダル・プ
ログラム」。子どもたちが応募したデザ
イン案も展示するなど、各店舗がディ
スプレーに工夫を凝らしていた

日本の子どもがデザインし、使い終えたタ
イヤを活用して作ったサンダル。2010年
10月には、ハイチ・カルフール地区の避
難民キャンプ計9カ所で、いまだに避難生
活を続ける子どもたちに5,000足のサン
ダルを配った

足を守ることはもちろんだが、暑い
気候の途上国の被災地では、支
援物資の一つとしてサンダルも好
まれる

ブリヂストンが贈ったサンダルを履く避難民キャンプの子どもたち。サンダルは
足をけがから守り、破傷風などの感染症も防ぐ

使い終えたタイヤを活用したサンダルの製造の様子

インドネシア・スマトラ島

ハイチ

使
い
終
え
た
タ
イ
ヤ
で

国
際
貢
献
！

「被災地の子どもたちに、使い終えたタイヤで作ったサンダルを贈ろう」
世界を代表するタイヤメーカー、ブリヂストンが、

国内市販用タイヤのフランチャイズチェーンとして展開する「タイヤ館」で行っているプロジェクトだ。
大地震で履物を奪われた子どもたちに、サンダルとたくさんの笑顔を届けている。

エ

コ

ピ

ア

う
し
お
だ

研修でNGOの能力向上を

被災地でサンダルの配布を担当したADRA Japan。その活躍を後
押ししてきたものの一つが、組織力の向上、支援者・連携先の拡大
を目的に参加したJICA地球ひろばの「組織力アップ！NGO人材育
成研修」だ。その中でADRA Japanは、研修の一環で行われた
「国際協力NGOによるプレゼンテーション・コンペ」で、CSRを進め
る企業20社を前に、各企業の特性を生かした協働企画を提案し
た。企業側の手ごたえを感じたADRA Japanでは、JICAのアドバ
イザー派遣制度を活用して専門家の指導を受け、資金調達、企業
連携のノウハウを高めていった。こうしたADRA Japanの団体を挙
げての着実な取り組みが、ブリヂストンという大企業との連携につ
ながったといえる。
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三陸沖に横たわるプレートの影響で、これまで多くの地震を経験してきた宮城県。
いつか起こり得る自然災害に備えて、

地域ぐるみで防災のノウハウを培ってきた。
その経験を生かし、開発途上国への支援にも力を入れる。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

　「
バ
ケ
ツ
を
順
番
に
回
し
て
く
だ
さ
い
　
」

　
11
月
中
旬
、燦
々
と
降
り
注
ぐ
太
陽
の
下
、

冷
た
い
空
気
が
張
り
詰
め
る
宮
城
県
気
仙
沼

市―

。
海
辺
か
ら
ほ
ど
近
い
気
仙
沼
市
立
階

上
中
学
校
の
運
動
場
で
は
、
毎
年
恒
例
の
総

合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
た
。
住
民
と
協

力
し
合
い
、
手
際
よ
く
バ
ケ
ツ
を
回
す
生
徒

た
ち―

。
防
災
学
習
に
力
を
入
れ
る
同
校
で

は
年
１
回
、
地
域
住
民
と
と
も
に
、
バ
ケ
ツ

や
放
水
ホ
ー
ス
を
使
っ
た
消
火
活
動
、
倒
壊

家
屋
か
ら
の
負
傷
者
救
出
、
避
難
所
用
の
仮

設
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

　「
中
学
生
で
も
、
こ
こ
ま
で
防
災
へ
の
意

識
や
技
術
が
高
い
の
は
驚
き
で
す
」。
そ
う

話
す
の
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
・
モ
ロ
ツ
ア
大
学

の
サ
ラ
ス
・
ウ
エ
ラ
ワ
ナ
ク
ラ
上
級
講
師
。

昨
年
11
月
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の
根
技
術
協
力

事
業
の
一
環
で
、
県
や
自
治
体
の
防
災
対
策

を
学
ぶ
た
め
に
や
っ
て
き
た
。

　
言
わ
ず
も
が
な
、
日
本
は
世
界
的
に
知
ら

れ
る
〝
地
震
大
国
〞。
そ
の
脅
威
の
源
が
、

日
本
列
島
を
揺
る
が
す
４
つ
の
巨
大
プ
レ
ー

ト
だ
。
中
で
も
宮
城
県
は
、
三
陸
沖
に
横
た

わ
る
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
の
影
響
で
地
震
が
発

生
し
や
す
く
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
大
き

な
地
震
を
経
験
し
て
き
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
４
を
記
録
し
た
１
９
７
８
年
の
宮
城

県
沖
地
震
の
死
傷
者
は
１
万
人
以
上―

。
こ

の
ほ
か
に
も
数
年
お
き
に
発
生
す
る
小
中
規

模
の
地
震
、
さ
ら
に
は
遠
く
海
を
越
え
て
、

南
米
チ
リ
で
発
生
し
た
地
震
に
よ
る
津
波
被

害
な
ど
に
も
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

　
私
た
ち
人
間
に
は
〝
予
期
で
き
な
い
〞
自

然
災
害―

。
し
か
し
過
去
に
宮
城
県
で
発
生

し
た
地
震
か
ら
は
、
あ
る
法
則
が
打
ち
出
さ

れ
る
。「
１
７
９
３
年
以
降
、
宮
城
県
沿
岸

が
震
源
地
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
を
超
え
る

地
震
は
６
回
。
平
均
37
年
ご
と
に
発
生
し
て

い
る
ん
で
す
」。
そ
う
話
す
の
は
宮
城
県
危

機
対
策
課
防
災
推
進
班
の
塚
原
武
士
さ
ん
。

「
こ
の
計
算
か
ら
い
く
と
、
い
つ
地
震
が
発

生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
態
で
す
」。

　
い
つ
か
、
い
や
、
確
実
に
来
る
で
あ
ろ
う

地
震
に
備
え
て―

。
宮
城
県
は
長
年
に
わ
た

り
、地
域
住
民
と
と
も
に
防
災
対
策
を
推
進
。

公
共
施
設
や
住
宅
の
耐
震
化
、
防
波
堤
や
避

難
誘
導
表
示
な
ど
の
整
備
か
ら
、
防
災
指
導

員
の
育
成
、
住
民
を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
開
催
ま
で
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の

両
面
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
そ
し

て
09
年
に
は
国
内
で
も
先
立
っ
て
「
震
災
対

策
推
進
条
例
」
を
施
行
。「
地
震
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、よ
り
一
層
、

防
災
対
策
や
住
民
へ
の
啓
発
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

　
自
然
災
害
の
脅
威
に
直
面
し
て
い
る
の
は

日
本
だ
け
で
は
な
い
。
宮
城
県
は
独
自
に
培

っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
防
災
分
野
の

国
際
協
力
に
も
尽
力
。
県
の
取
り
組
み
を
学

ん
で
も
ら
う
た
め
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
研
修

員
を
受
け
入
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
09
年
か
ら

は
、
東
北
大
学
と
協
働
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の

根
技
術
協
力
事
業
「
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る

自
主
防
災
活
動
の
実
践
と
Ｐ
Ｔ
Ａ（
参
加
技

術
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
に
よ
る
地
震
・
津
波
被

害
軽
減
手
法
の
整
備
」
を
開
始
。
04
年
の
ス

マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
南
部
沿
岸
地
域
を
パ
イ
ロ

ッ
ト
地
区
と
し
て
支
援
を
進
め
て
い
る
。

　
ス
リ
ラ
ン
カ
は
周
辺
に
大
き
な
プ
レ
ー
ト

も
な
く
、
こ
れ
ま
で
地
震
被
害
と
は
無
縁
だ

っ
た
。
し
か
し
04
年
12
月
、
南
部
の
町
が
突

然
、
大
き
な
津
波
に
飲
み
込
ま
れ
た
。「
そ

も
そ
も
〝
防
災
〞
の
概
念
が
な
か
っ
た
。
住

民
た
ち
は
混
乱
状
態
に
陥
り
、
被
害
が
拡
大

し
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
ウ
エ
ラ
ワ
ナ
ク
ラ

さ
ん
は
話
す
。
そ
こ
で
宮
城
県
危
機
対
策
課

と
東
北
大
学
大
学
院
で
津
波
工
学
を
研
究
し

て
い
る
今
村
文
彦
教
授
が
か
じ
を
取
り
、
ス

リ
ラ
ン
カ
の
工
学
系
高
等
教
育
機
関
の
ト
ッ

プ
、
モ
ロ
ツ
ア
大
学
と
協
働
で
、
海
岸
地
域

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
住
民
主
体
の

自
主
防
災
活
動
の
普
及
な
ど
を
進
め
て
い

る
。

　
昨
年
10
月
に
は
、
今
村
教
授
ら
が
現
地
を

訪
問
。
南
部
最
大
の
都
市
ゴ
ー
ル
近
く
の
避

難
住
宅
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
モ
ロ
ツ
ア
大
学

と
ペ
ラ
デ
ニ
ア
大
学
の
学
生
を
対
象
に
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
っ
た
。「
地
域

防
災
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
住
民

た
ち
が
地
震
や
津
波
の
危
険
性
を〝
正
し
く
〞

理
解
す
る
こ
と
が
大
切
。
そ
の
上
で
、
災
害

時
の
対
処
法
を
〝
正
し
く
〞
知
っ
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
今
村
教
授
は
強
調

す
る
。
ア
ル
ミ
缶
と
紙
パ
ッ
ク
を
使
用
し
た

〝
サ
バ
メ
シ
※
〞
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
や
非
常
食
コ
ン
テ
ス
ト
、
避
難
訓
練
や
防

災
運
動
会
な
ど
地
域
住
民
が
主
体
と
な
る
活

動
紹
介
も
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
々
に
大
い
に

参
考
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　「
国
際
協
力
は
宮
城
県
の
防
災
対
策
を
見

直
す
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」
と
塚

原
さ
ん
。「
地
域
防
災
に
必
要
な
の
は
住
民

の
自
主
性
を
引
き
出
す
こ
と
。
私
た
ち
も
改

善
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
話
す
。
ま
た
、
ウ
エ
ラ
ワ
ナ
ク
ラ
さ
ん
も

「
今
度
、
い
つ
津
波
が
襲
っ
て
く
る
か
分
か

ら
な
い
。時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

住
民
た
ち
と
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
意
気
込
む
。

　
自
然
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
〝
も
し

も
〞
の
悲
劇―

。
そ
の
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
、
宮
城
の
〝
地
域
力
〞
に
学
び
な

が
ら
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
住
民
た
ち
は
力
強
く

歩
み
始
め
て
い
る
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
―

自
然
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

宮
城
に
学
び

住
民
主
体
の
防
災
対
策
を
推
進

面積7,286平方キロ、人口233万
人。日本三景の松島、渡り鳥の飛来
地として知られる伊豆・内沼（1985
年ラムサール条約登録）など、風光
明媚な景観に恵まれている。広大な
平野、三陸沖漁場の恩恵を受け、農
業、水産業が盛ん。また、食料品、電
子部品、鉄鋼分野の工場も多く企業
誘致にも積極的に取り組む。一方、
過去に大規模な地震・津波の被害を
多く経験しており、県独自の防災対
策を推進している。

宮城県

19住民と協働で“もし も”に備えた防災対策を

南三陸町を流れる八幡川の防潮水門の開閉を視察するスリラ
ンカの研修員たち

南三陸消防署では月2回、
遠隔操作により防潮水門
の開閉訓練が行われる

2008年の岩手・宮城内陸地震被災現場である荒砥沢栗原地方ダム
を視察。被害状況や現在の復旧についての説明を受けた

階上中学校での総合防災訓練では、避難所を想定した炊き出しにも参加。1960年のチリ地震による津波被害を経験した住民か
らも話を聞いた

！！

さ
ん
さ
ん

宮城県

宮  城  県
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※サバイバル・メシタキの略。被災時に
電気やガスが使えない状況で、簡単にコ
メを炊く手法として開発された。





国
際
機
関
や
、ア
ジ
ア
を
中
心
と
し

た
新
興
国
と
の
連
携
を
担
当
す
る
、

J
I
C
A
企
画
部
国
際
援
助
協
調

課
の
林
遼
太
郎
さ
ん
。〝
援
助
の
パ
ー

ト
ナ
ー
〞と
の
協
力
体
制
を
築
き
な

が
ら
、援
助
効
果
の
最
大
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

と
も
と
旅
行
が
好
き
で
、学
生
時
代

は
休
み
の
た
び
に
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々

な
ど
を
回
っ
て
い
ま
し
た
。
所
属
し
て
い
た
イ

ン
カ
レ
サ
ー
ク
ル
で
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。こ
う
し
た
途
上
国
で
の
経
験
な
ど
を
通

し
て
、「
一
人
の
日
本
人
と
し
て
、世
界
の
た

め
に
貢
献
し
た
い
」と
、考
え
る
よ
う
に
な
り
、

当
時
の
国
際
協
力
銀
行（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）に
就
職

し
ま
し
た
。

　

入
行
後
は
、東
欧
の
国
々
や
パ
キ
ス
タ
ン
を

対
象
と
し
た
円
借
款
の
案
件
監
理
な
ど
を
経

験
。旧
J
I
C
A
と
の
統
合
後
の
２
０
０
８
年

10
月
か
ら
は
、成
長
著
し
い
イ
ン
ド
で
の
円
借

款
の
案
件
形
成
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
部
署
で
は
、国
際
機
関
や
ア
ジ
ア

各
国
の
援
助
機
関
と
の
連
携
強
化
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
中
で
も
私
の
担
当
は
、ア
ジ
ア
開

発
銀
行
や
、韓
国
、中
国
、タ
イ
と
い
っ
た〝
援

助
の
新
興
国
〞と
呼
ば
れ
る
国
々
の
援
助
実

施
機
関
と
協
力
関
係
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
こ
と
。
各
機
関
と
は
定
期
的
に
連
絡

を
取
り
合
い
、援
助
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
共
有
し
て
い
る
ほ
か
、役
員
ク
ラ
ス
の
対

話
・
意
見
交
換
時
に
も
、必
要
な
資
料
・
書
類

な
ど
の
準
備
、先
方
と
の
調
整
な
ど
を
任
さ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、私
自
身
も
同
席
し
、各

機
関
の
担
当
職
員
と
で
き
る
だ
け
顔
を
合
わ

せ
る
よ
う
に
し
て
関
係
づ
く
り
に
も
努
め
て
い

ま
す
。
個
別
の
案
件
を
担
当
す
る
以
前
の
業

務
と
は
全
く
異
な
り
ま
す
が
、さ
ま
ざ
ま
な

組
織
の
間
で
進
ん
で
い
る
議
論
や
新
し
い
動

き
を
最
前
線
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、毎
日

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、こ
の
と
こ
ろ
特
に
緊
密
な
連

携
を
図
っ
て
い
る
の
が
、昨
年
、経
済
協
力
開

発
機
構
／
開
発
援
助
委
員
会（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
／

Ｄ
Ａ
Ｃ
）に
加
盟
し
た
韓
国
の
援
助
実
施
機

関
で
あ
る「
韓
国
国
際
協
力
団（
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）」と
韓
国
輸
出
入
銀
行
内
の「
対
外
経
済

協
力
基
金（
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
）」。今
後
の
世
界
的
な

援
助
の
方
向
性
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
る
、

「
第
４
回
援
助
効
果
向
上
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ

ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
2
0
1
1
年
11
月
、釜
山
）

に
向
け
た
協
議
も
始
ま
っ
て
お
り
、日
韓
両
援

助
機
関
に
よ
る
さ
ら
な
る
連
携
の
可
能
性
や

共
同
研
究
の
成
果
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
、積

極
的
に
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、あ
る
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｆ
の
職
員
に
言
わ
れ
た

こ
と
で
、特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
言
葉
が
あ

り
ま
す
。そ
れ
は
、「
日
本
は
ア
ジ
ア
の
奇
跡
に

長
年
に
わ
た
っ
て
貢
献
し
て
き
た
。欧
米
の
価

値
観
が
主
流
の
Ｄ
Ａ
Ｃ
な
ど
の
国
際
的
な
議

論
の
場
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ア
ジ
ア
の
奇
跡
を
知

る
組
織
と
し
て
、自
信
を
持
っ
て
そ
の
経
験
を

伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
も
の
。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
に
対
す
る
期
待
と
信
頼
感
が
伝
わ
っ
て
き

て
、背
筋
の
伸
び
る
思
い
が
し
ま
し
た
。ま
た
、

彼
ら
と
日
々
接
し
て

い
る
中
で
も
、「
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
か
ら
学
ぼ
う
」

と
い
う
彼
ら
の
姿
勢

を
強
く
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。こ
ち

ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
伝
え
、良
い
点

は
ど
ん
ど
ん
取
り
入

れ
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
し
、そ

の
た
め
の
お
手
伝
い

は
最
大
限
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
際
援
助
協
調
課
の
業
務
の
目
的
は
、〝
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
支
援
〞の
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と

は
少
し
趣
が
異
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。な

ぜ
な
ら
ば
私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、日
本
の〝
一

援
助
機
関
〞と
し
て
の
発
想
を
超
え
、新
興
国

の
援
助
機
関
や
国
際
機
関
な
ど〝
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

外
〞の
リ
ソ
ー
ス
と
連
携
し
、そ
れ
ら
の
力
を

活
用
し
な
が
ら
、い
か
に
援
助
の
効
果
を
最
大

化
し
て
い
く
か
、と
い
う
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な〝
援
助
の
パ
ー
ト
ナ

ー
〞た
ち
と
力
を
合
わ
せ
、援
助
の
恩
恵
が
助

け
を
必
要
と
す
る
人
々
や
地
域
す
べ
て
に
効

果
的
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、ま
た
そ
う
し
た
成

果
を
一
つ
で
も
多
く
国
際
社
会
に
向
け
て
発

信
で
き
る
よ
う
、各
機
関
と
の
連
携
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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JICA企画部
国際援助協調課

調査役

林 遼太郎
HAYASHI Ryotaro

大学卒業後、2004年に国
際協力銀行（JBIC）に就
職。開発第３部東欧担当、
パキスタン担当、総務部総
務課（いずれも当時）、JICA
南アジア部を経て、2010年
8月より現職。

も

KOICA関係者とのハイレベルフォーラム4に向けた定期協議に出席する林さん（左端）

南アジア部時代、森林管理に取り組む円
借款事業のための調査で、インドのタミル・
ナド州を訪問。現地の森林局職員から、異
なる樹種の植林に伴う土壌への影響につ
いて説明を受ける

〝
援
助
の
パ
ー
ト
ナ
ー
〞と
の

  

連
携
を
促
進
し
た
い
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途
上
国
の
中
で
も
比
較
的
開
発
の
進
ん

で
い
る
国
が
、自
国
の
経
験
や
強
み
を
生
か

し
、他
の
途
上
国
を
支
援
す
る「
南
南
協

力
」。言
語
や
地
理
的
条
件
、文
化
的
背
景

が
似
て
い
る
た
め
、効
率
的
・
効
果
的
に
開
発

課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
こ
の
枠
組

み
を
、日
本
は
１
９
７
４
年
以
降
、他
の
援
助

機
関
に
先
駆
け
積
極
的
に
支
援
し
て
き
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、２
０
０
８
年
か
ら
国
連
開
発

計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）な
ど
と
の
共
催
で
、南
南

協
力
推
進
に
向
け
た
議
論
の
促
進
と
経
験

の
共
有
を
目
的
と
し
た
、「
南
南
協
力
ハ
イ
レ

ベ
ル
会
合
」を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。三
回

目
の
今
回
は
、２
０
１
０
年
11
月
23
日
、ス
イ

ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
か
れ
、南
南
協
力
に
関

係
す
る
政
府
の
局
長
級
ら
約
１
７
０
人
が
参

加
。サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
で
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
エ
ル

サ
ル
バ
ド
ル
を
拠
点
に
取
り
組
む「
看
護
基

礎
・
継
続
教
育
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
、南

南
協
力
の
好
事
例
と
し
て
保
健
分
野
の「
優

秀
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
07
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
長
年
エ
ル
サ
ル

01

バ
ド
ル
で
続
け
て
き
た「
看
護
教
育
強
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
育
成
さ
れ
た
看
護
師
が
、そ

こ
で
身
に
付
け
た
技
術
と
知
識
を
生
か
し
、

近
隣
４
カ
国
の
看
護
指
導
者
の
能
力
向
上

に
協
力
す
る
と
い
う
も
の
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
じ
て
経
験
の
共
有
が
容
易
に
な
る
な
ど
、

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
と
近
隣
４
カ
国
の
連
携
が
進

み
、持
続
性
と
と
も
に
そ
の
効
率
性
も
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
は
、「
新
興
ド
ナ
ー
」の
登
場
、民
間

企
業
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
い
っ
た
援
助
の
担
い
手
の
多

様
化
な
ど
に
よ
り
、南
南
協
力
へ
の
世
界
の

関
心
が
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、気
候

変
動
や
感
染
症
な
ど
、国
境
を
越
え
た
地
球

規
模
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、従
来
の「
ド

ナ
ー
国
―
途
上
国
」と
い
う
二
国
間
で
の
援

助
や
国
際
機
関
を
通
じ
た
も
の
だ
け
で
な

く
、近
隣
地
域
で
の
、あ
る
い
は
地
域
を
超
え

た
途
上
国
間
で
の
協
力
も
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、今
後
も
途
上
国
の
自
立

的
な
発
展
を
尊
重
し
な
が
ら
、革
新
的
・
効

率
的
な
南
南
協
力
の
取
り
組
み
を
、積
極
的

に
支
援
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
見
え
る
。わ
か
る
。」を

テ
ー
マ
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
外
務
省
と
協

力
し
、政
府
開
発
援
助（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
や
活
動
の
様
子

を
、た
く
さ
ん
の
現
場
の
写
真
・
声
と

と
も
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る「
Ｏ
Ｄ

Ａ
見
え
る
化
サ
イ
ト
」を
開
設
し
て
い

ま
す
。Ｏ
Ｄ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ど
の
よ

う
な
成
果
を
生
ん
で
い
る
の
か
簡
単

に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
掲
載
案
件
を
ど
ん
ど
ん
増
や

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、今
話
題
の「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」で

は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
広
報
室
報
道
課
に
よ
る

タ
イ
ム
リ
ー
な「
つ
ぶ
や
き
」が
続
々
と

発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
お
見
逃

し
な
く
！

Ｏ
Ｄ
Ａ
見
え
る
化
サ
イ
ト

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：w

w
w
.jica.go.jp/oda/

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ツ
イ
ッ
タ
ー

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：tw

itter.com
/jica_direct

「南南協力」の有効性を各国が議論　―南南協力ハイレベル会合―

02

（上）南南協力の推進に向け、各国関係者が議論を交
わす○c UNDP
（下）エルサルバドル人看護師が、近隣４カ国で看護
指導者育成に協力

ODA見える化サイトJICAツイッター・トップページ

「ODA見える化サイト」「ツイッター」で情報発信中！

■
東
京（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
）

企
画
展「
地
球
の
子
ど
も
た
ち
―
学

校
に
行
き
た
い
！
」

世
界
に
は
、学
校
に
通
い
た
く
て
も
通

え
な
い
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
ん
な
現
状
を
知
り
、学
校
の
意
味

に
つ
い
て
考
え
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

会
期
：
２
月
27
日（
日
）ま
で

平
日
10
時
〜
20
時
／
土
日
祝
10
時
〜

18
時（
月
曜
・
年
末
年
始
休
館
）

※
企
画
展
関
連
セ
ミ
ナ
ー「
児
童
労

働
を
な
く
す
た
め
に
今
、何
が
必
要
か

―
児
童
労
働
の
現
状
と
撤
廃
に
向
け

た
課
題
―
」を
開
催
。

１
月
19
日（
水
）18
時
半
〜
20
時

問
：0120-767278

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：w

w
w
.jica.go.jp/hiroba

■
愛
知（
な
ご
や
地
球
ひ
ろ
ば
）

企
画
展「
マ
ネ
ー
、世
界
格
差
と
お
金

の
カ
ン
ケ
イ
―
変
え
よ
う
！
わ
た
し
の

お
金
で
世
界
の
不
平
等
―
」

世
界
の
格
差
を
な
く
す
た
め
、み
ん
な

が
豊
か
に
な
る
た
め
、私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
っ
て
？

会
期
：
２
月
27
日（
日
）ま
で

10
時
〜
18
時（
月
曜
・
祝
日
・
年
末
年

始
休
館
）

問
：052-533-0220

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：w

w
w
.jica.go.jp/nagoya-

hiroba

03身近なテーマから世界を知ろう＠地球ひろば

東京・愛知両地球ひろば
では、2月27日まで企画展
を開催中！
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新 着 情 報

『ありあまるごちそう』
この数十年、飢餓はなくなるどころか、増え続けるばかり―。国連食糧農
業機関（FAO）によれば、2010年の飢餓人口は9億2,500万人に上る。
なぜ、「餓え」はなくならないのか？ 自然災害、紛争、HIV／エイズだけでは
語れない、世界が“飢える”仕組みを明らかにしたのが本作だ。1年間で途
上国の5,000万人分に相当する食料が捨てられている食料廃棄大国・
日本。この国に生きる一人として、“ありあまるごちそう”の裏に隠された真
実を見つめたい。

M  OVIE

 「ことばで世界一周」 ～23言語の入門講座～
世界各地で研究活動を行っている“みんぱく”こと、国立民族学博物館が、
スタッフの豊富な知識と経験を基に、1言語30人限定の入門講座（90分）
を開講する。言葉から見えてくる世界―。ぜひチャレンジしてみては。

E  VENT
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この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

B  OOK

『幸せの器』
農業分野のJICA専門家としてスリランカでキノコ栽培を
指導したこともある著者が、とある出会いをモチーフに小説
を書いた。ここはアフリカ大陸、貧富の格差が拡大するケ
ニア。物語は、母親をマラリアで失い、家族と離れ離れに
なった12歳の少年が、拾ったゴミを売って生計を立てる“ス
カベンジャー”になるところか
ら始まる。学校にも通えず、
ただただ必死に生きる主人
公のアイザック。「幸せって
何？」「僕の未来は？」…
親しみあるタッチの挿絵は、
元ケニアのJICA専門家に
よるもの。小学校高学年から
読める一冊。

おぎぜんた 作
坂田泉 絵
偕成社
1,470円（税込）

B  OOK

『高校生のためのアフリカ理解入門』
ビジネス実践の一環として国際協力に取り組む秋田市立
秋田商業高校が、「国際協力」「国際連合」に続く第3弾
の入門書として「アフリカ理解」編を出版。高校では珍しく、
昨年、アフリカ・ウガンダへのスタディーツアーを敢行した同
校。その報告を中心に、高校生がアフリカについて理解を
深めていくまでをまとめたのが
本書。地域発の国際協力を
通じて自分たちの足元を見つ
め直そう。秋田を元気にした
い！ ―そんな思いも込められ
た“秋商”からの発信は、内向
き志向の若者が多い現代社
会への問題提起といえるかも
しれない。 この本を

1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

秋田市立秋田商業高等学校
ビジネス実践・ユネスコスクール班 編
アルテ
1,680円（税込）

2005年／オーストリア／96分
監督 ： エルヴィン•ヴァーゲンホーファー
出演 ： ジャン•ジグレール、ピーター•ブラベック、カール•オトロック
公開 ： 2月19日（土）よりシアター・イメージフォーラム（東京・渋谷）ほか、全国順次ロードショー
URL ： www.cinemacafe.net/official/gochisou/
問 ： アンプラグド　TEL ： 03-6420-1201

言語 ： フィンランド語、ベトナム語、ブルガリア語、スワヒリ語、チベット語、タミル語、サン語、
タイ語、ルーマニア語、マレー語、ビスラマ語、モンゴル語、日本手話、ネパール語、マヤ
語、ボントック語、アラビア語、琉球語、アイヌ語、イタリア語、ペルシア語、シンハラ語、
フィジー語
開講期間 ： 1月9日（日）～3月27日（日）※言語によって日時は異なる。
会場 ： 国立民族学博物館（大阪府吹田市）
申込方法 ： 希望言語名、名前、所属、年齢、連絡先をメール送信
（sekainokotoba@idc.minpaku.ac.jp）
参加費 ： 無料（高校生以上対象）
URL ： www.minpaku.ac.jp/museum/event/kotoba11spring/
問 ： 国立民族学博物館　TEL：06-6878-8532

○c Allegrofilm 2005



儀式中に踊る村人トゥーシンと信者たち

Haiti
［ハイチ］
 文・写真＝佐藤 文則（フォトジャーナリスト）

地球ギャラリー vol.28

聖地スヴェナンス
～精霊信仰で華やぐ村～



裏の畑にあるマプゥと呼ばれる巨大な聖木の下の儀式で踊る信者

地球ギャラリー 
vol.28

A

B

C

DE

C.ポルトープランスの競技場に設けられた避難民キャンプに
住む被災民の家族。残材とビニールシートで作った小屋に住
んでいた
D.早朝、裏の畑に立つ聖木マプゥで儀式を行なうために、行
進する村の信者たち
E.儀式に参加するために正装した村人タトゥ
F.儀式中、精霊が乗り移ったスヴェナンス村の信者（右）が、
見学に訪れたゲストの顔をスカーフで拭く。精霊の挨拶と祝福
のマナーだ
G.村の中庭に立つオグン（鉄と戦士の精霊）の聖木の側を歩
く村人たち

に
住
み
、農
業
を
営
ん
で
い
る
。し
か
し
、そ
の
暮
ら
し
は
決

し
て
豊
か
な
も
の
で
は
な
い
。

　
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
か
ら
北
へ
１
５
０
キ
ロ
の
町
ゴ
ナ
イ

ヴ
、そ
の
近
郊
に
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
の
聖
地
と
言
わ
れ
る
ス
ヴ
ェ

ナ
ン
ス
村
が
あ
る
。ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
と
は
、16
世
紀
半
ば
ご
ろ

よ
り
、ア
フ
リ
カ
か
ら
奴
隷
と
し
て
連
れ
て
来
ら
れ
た
黒
人

た
ち
の
精
霊
信
仰
だ
。そ
の
後
、キ
リ
ス
ト
教
や
社
会
的
環

境
の
変
化
の
影
響
を
受
け
て
、現
在
の
民
間
信
仰
に
な
っ

た
。主
に
、農
民
や
都
市
の
下
層
階
級
の
人
々
を
中
心
に
根

強
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

　
毎
年
、３
月
か
ら
４
月
に
巡
っ
て
く
る
キ
リ
ス
ト
教
の
復

活
祭
の
時
期
、ス
ヴ
ェ
ナ
ン
ス
村
で
は
恒
例
の
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教

の
祭
り
が
行
わ
れ
る
。国
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、ア
メ
リ
カ

や
カ
ナ
ダ
か
ら
も
大
勢
の
信
者
が
訪
れ
、町
は
活
気
に
満
ち

あ
ふ
れ
る
。

　
し
か
し
、村
が
聖
地
と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か
さ

を
見
せ
る
の
は
、祭
り
の
間
だ
け
。祭
り
が
終
わ
る
と
、村

は
人
の
気
配
が
し
な
い
ほ
ど
、ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
か
え
る
。

堀
に
囲
ま
れ
た
村
の
敷
地
は
70
〜
80
メ
ー
ト
ル
。中
庭
を

囲
む
よ
う
に
、70
戸
ほ
ど
の
小
さ
な
家
が
立
ち
並
ん
で
い
る

が
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
空
き
家
だ
。

　
20
世
紀
に
入
り
、人
口
増
加
と
と
も
に
、先
祖
代
々
に
受

け
継
が
れ
て
き
た
土
地
は
細
分
化
さ
れ
て
、個
人
所
有
の

土
地
が
少
な
く
な
っ
た
。そ
の
た
め
、農
民
と
し
て
生
き
ら

れ
な
く
な
っ
た
村
人
た
ち
は
、近
隣
の
町
や
都
会
に
、仕
事

を
求
め
て
移
り
住
ん
で
い
っ
た
。さ
ら
に
、近
年
の
政
治
的

な
混
乱
に
よ
っ
て
経
済
は
低
迷
。相
次
ぐ
干
ば
つ
や
洪
水
の

被
害
と
、市
場
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
っ
て
安
い
農
産

物
が
輸
入
さ
れ
た
こ
と
が
追
い
打
ち
を
か
け
、昔
な
が
ら
の

農
法
で
細
々
と
営
む
農
業
で
は
、生
活
が
立
ち
行
か
な
か
っ

た
。こ
れ
ら
は
、村
の
過
疎
化
と
、都
市
部
へ
の
一
極
集
中

化
の
歩
み
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
現
在
、ス
ヴ
ェ
ナ
ン
ス
村
に
常
住
し
て
い
る
の
は
、わ
ず
か

４
〜
５
家
族
。20
人
に
満
た
な
い
。そ
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性

と
幼
い
子
ど
も
た
ち
だ
。村
に
残
る
数
少
な
い
大
人
の
男
の

一
人
ア
ナ
は
、村
を
離
れ
た
人
た
ち
の
畑
を
預
か
っ
て
耕
作

し
、何
と
か
生
計
を
立
て
て
い
る
。「
も
っ
と
水
と
肥
料
が
あ

れ
ば
、野
菜
を
た
く
さ
ん
作
れ
る
の
だ
が
…
」と
、乾
い
た

大
地
に
鍬
を
入
れ
な
が
ら
、嘆
い
て
い
た
。

　
壊
れ
た
建
物
は
建
て
直
す
こ
と
が
で
き
る
。だ
が
、地
震

前
か
ら
ハ
イ
チ
が
抱
え
て
い
た
政
治
・
経
済
の
問
題
を
並
行

し
て
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、真
の
復
興
に
は
つ
な
が
ら

な
い
。ハ
イ
チ
再
建
の
カ
ギ
は
、貧
し
い
地
方
の
農
民
の
救
済

と
農
業
の
再
生
に
か
か
っ
て
い
る
。10
月
下
旬
、ス
ヴ
ェ
ナ
ン

ス
村
を
含
む
ア
ル
テ
ィ
ボ
ニ
ト
県
内
で
コ
レ
ラ
が
発
生
。村
の

近
所
で
も
死
亡
者
が
出
た
。さ
ら
に
、感
染
は
全
土
へ
と
拡

大
し
、12
月
現
在
で
、2
0
0
0
人
以
上
が
死
亡
、感
染
者

は
９
万
人
を
超
え
た
。早
急
の
対
策
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
２
０
１
０
年
１
月
12
日
、カ
リ
ブ
海
に
浮
か
ぶ
島
国
ハ
イ

チ
で
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・０
の
地
震
は
、首
都
ポ

ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
と
そ
の
周
辺
地
域
を
直
撃
。死
者
約
23
万

人
、負
傷
者
約
31
万
人
、全
壊
・
損
壊
し
た
住
宅
は
約
30
万

戸
以
上
に
及
ぶ
な
ど
、甚
大
な
る
被
害
を
引
き
起
こ
し
た
。

発
生
か
ら
１
年
が
過
ぎ
た
が
、復
興
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な

い
。１
０
０
万
人
以
上
の
被
災
民
が
今
で
も
、１
０
０
０
カ

所
以
上
の
キ
ャ
ン
プ
で
、不
便
な
テ
ン
ト
暮
ら
し
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。そ
の
多
く
は
、被
災
時
に
貸
家
に
住
ん
で

い
た
り
間
借
り
を
し
た
り
し
て
い
た
地
方
出
身
者
で
あ

る
。

　「
な
ぜ
、田
舎
に
帰
ら
な
い
の
か
？
」。そ
う
疑
問
に
思
う

か
も
し
れ
な
い
。家
族
や
親
戚
を
頼
っ
て
故
郷
に
戻
っ
て
も
、

食
料
や
仕
事
が
な
く
、生
活
が
で
き
な
い
か
ら
だ
。

　
ハ
イ
チ
は
農
業
国
で
あ
る
。人
口
の
約
60
％
以
上
が
地
方

H.儀式のために正装したモナリザ。村出身者だが、現在はポルトープランスに住んでいる。地
震発生時はバスで移動中だったが、辛うじて難を逃れた
I.ポルトープランスから会いに来ていた母親が帰っていった。別れた後、村の隅で泣いていた村
の少年ケスネル。叔母トゥーシンと暮らしている
J.日中、行水をする村の少女

A.村人タトゥが経営する村の売店で売られていたアメリカ
米。安い輸入米がコメ農家の生活を苦しめている
B.村の畑で農作業をする男たち。主な農産物はナス、トウ
モロコシ、豆だ

HIJ

午前中の農作業を終え、村の中庭に立つオグン（鉄と戦士の精霊）の聖木の下
で昼寝をする男

こぼれたトウモロコシの粒をついばむアヒルたち。電気、水道、ガスはない。調理は
たき火や炭が使われるロバに乗った子どもたち。ロバは農民たちにとって大切な輸送手段

娘の髪を結う村人タトゥ

F

G

村の敷地にある、儀式で使われる集会所でまどろむ子どもたち
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住
み
、農
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営
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い
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か
し
、そ
の
暮
ら
し
は
決

し
て
豊
か
な
も
の
で
は
な
い
。

　
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
か
ら
北
へ
１
５
０
キ
ロ
の
町
ゴ
ナ
イ

ヴ
、そ
の
近
郊
に
ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
の
聖
地
と
言
わ
れ
る
ス
ヴ
ェ

ナ
ン
ス
村
が
あ
る
。ヴ
ー
ド
ゥ
ー
教
と
は
、16
世
紀
半
ば
ご
ろ
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フ
リ
カ
か
ら
奴
隷
と
し
て
連
れ
て
来
ら
れ
た
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人
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の
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霊
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仰
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の
後
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リ
ス
ト
教
や
社
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環
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の
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の
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受
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仰
に
な
っ
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下
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。
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首都 ： ポルトープランス
面積 ： 2万7,750ｋ㎡（北海道の約3割）
人口 ： 1,003万人（2009年）
公用語 ： フランス語、クレオール語
宗教 ： キリスト教、ブードゥー教ほか
1人当たり国内総生産（GDP）： 667ドル（09年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、アメリカやカナダ経由が一般的。
通貨 ： グールド（HTG）　1グールド＝約2.1円（2010年12月現在）
気候 ： 1年を通じて温暖。雨期と（4～5月・8～10月）と乾期（6～7月・11月～
3月）に分かれる。

Haiti
ハイチ

Illustration / Hori Takao

JICAの活動

震災からの
復興を支える
国づくりを
2010年1月、マグニチュード7.0の大地震に見舞
われたハイチ。その後も、ハリケーンの来襲やコレ
ラのまん延、大統領選挙の混乱と困難を極める状
況の中、JICAは緊急支援から復興までシームレス
な協力を行っている。

　中南米地域で最貧国といわれるハ
イチ。カリブ海に浮かぶ同国は、内戦
や度重なる政権交代などにより、不安
定な情勢が続いている。また、食料危
機やハリケーンなどに見舞われること
も多いが、国家としてこれらに対応で
きる資金・能力が十分にないために、
これまでも国際社会に支援の拡大を
求めてきた。
　そんな状況の中、昨年1月に首都
ポルトープランス近郊でマグニチュー
ド7.0の大地震が発生。死者は20万
人以上、市街地・郊外共に壊滅状態
に陥った。これを受けJICAは、国際緊
急援助隊医療チームを派遣。首都か
ら約40キロの地点にあるレオガン市
で医療活動を実施したほか、無償資
金協力を通じて、感染症予防のため

のワクチン、テントや毛布などの物資
供与を行った。
　さらに、その翌月には、国連、世界
銀行、米州開発銀行などが実施した
震災後復興ニーズ調査に参画。その
結果を踏まえて、ハイチの人々の生活
再建に向けたリハビリ事業、国土整
備・被災地復興計画の策定、復興の
ための追加支援ニーズ調査を三本柱
に据えた「ハイチ復興支援緊急プロ
ジェクト」を5月から開始した。
　その一つが「レオガン市復興のため
の市街地給水緊急リハビリ事業」。
今回の地震で生活インフラに甚大な
被害を受けた同市の地域住民に安
全な水を届けるべく、配水管路の整
備、貯水タンクや公共水栓などの設
置を行い、運転・維持管理のための技

術支援も進めている。
　さらに、国民の約半分が従事すると
いわれる農業分野の支援にも注力。
長年のJICAの協力により、同分野の
ノウハウを蓄積した隣国・ドミニカ共和
国を舞台に、ハイチの中堅農業技術
者を対象にした研修をスタート。ドミニ
カ共和国と日本の専門家が協働で、
土壌管理や水管理、栽培技術などの
指導を行い、参加者が研修内容をハ
イチ国内で実践する際のフォローアッ
プを行う。
　昨年5月、JICAは事業実施体制を
強化するため首都に事業拠点を開
設。計画対外協力省にも日本人専門
家を派遣し、現地のニーズを迅速かつ
的確に把握しながら、より効果的な支
援を行っていく方針だ。

赤豆ごはんと鶏肉ソース
「ディリアクプワ・アク・
  ソースポール」

ハイチ料理

地球ギャラリー
Vol.28

　
植
民
地
時
代
の
影
響
で
、フ
ラ
ン
ス
と
西
ア

フ
リ
カ
の
食
文
化
が
共
存
す
る
ハ
イ
チ
。こ
の

２
つ
が
融
合
し
て
生
ま
れ
た
ク
レ
オ
ー
ル
料

理
も
国
民
に
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
は
昼
食
が
メ
イ
ン
。お

コ
メ
や
と
う
も
ろ
こ
し
、キ
ャ
ッ
サ
バ
な
ど
を

主
食
に
、鶏
肉
や
豆
な
ど
を
煮
込
ん
だ
ソ
ー
ス

で
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
の
が
一
般
的
だ
。

　
室
内
に
キ
ッ
チ
ン
が
な
い
家
庭
も
多
く
、外

で
作
る
こ
と
も
。お
昼
前
に
な
る
と
通
り
の

あ
ち
こ
ち
で
、炭
で
火
を
お
こ
し
、大
き
な
鍋

で
調
理
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。　

　
調
理
器
具
は
鍋
と
包
丁
の
み
。身
の
回
り

に
あ
る
も
の
を
器
用
に
使
い
、見
る
見
る
う
ち

に
お
い
し
い
食
事
が
で
き
て
し
ま
う
。ま
な
板

を
使
わ
ず
に
、手
の
平
で
み
じ
ん
切
り
さ
え

も
で
き
て
し
ま
う
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

　
味
付
け
は
、塩
コ
シ
ョ
ウ
、ニ
ン
ニ
ク
、コ
ン
ソ

メ
な
ど
シ
ン
プ
ル
な
も
の
。優
し
い
味
わ
い
で

日
本
人
の
口
に
も
よ
く
合
う
。

　
ア
ボ
ガ
ド
と
レ
タ
ス
の
ピ
リ
辛
サ
ラ
ダ
を
付

け
合
わ
せ
に
、さ
っ
ぱ
り
と
召
し
上
が
れ
。

〈
デ
ィ
リ
ア
ク
プ
ワ
・
ア
ク
・ソ
ー
ス
ポ
ー
ル
〉

【
材
料（
3
人
前
）】

（
ご
は
ん
）赤
豆（
キ
ド
ニ
豆
か
金
時
豆
）2
0
0
g
、

青
ネ
ギ
1
本
／
ニ
ン
ニ
ク
1
片
／
固
形
ス
ー
プ
の
素

2
個
／
バ
タ
ー
15
g
／
塩
、油
少
々

（
ソ
ー
ス
）鶏
肉
5
0
0
g
／
レ
モ
ン
2
分
の
1
個
／

ニ
ン
ニ
ク
1
片
／
青
ネ
ギ
1
本
／
固
形
ス
ー
プ
の
素

2
個
／
塩
少
々
／
ジ
ャ
ガ
イ
モ
3
個
／
ピ
ー
マ
ン
3

個
／
タ
マ
ネ
ギ
1
個
／
ニ
ン
ジ
ン
1
個
／
ト
マ
ト
缶

1
個

【
作
り
方
】

〈
赤
豆
ご
は
ん
〉

１
．青
ネ
ギ
の
み
じ
ん
切
り
、お
ろ
し
ニ
ン
ニ
ク
、固

形
ス
ー
プ
の
素
、塩
、油
、バ
タ
ー
を
加
え
て
い

た
め
る
。

２
．別
の
鍋
で
赤
豆
を
煮
る
。や
わ
ら
か
く
な
っ
た

ら
１
を
加
え
て
水
を
加
え
な
が
ら
再
び
煮
る
。

３
．洗
っ
た
お
コ
メ
に
、２
で
で
き
た
豆
汁
と
コ
コ
ナ

ッ
ツ
ミ
ル
ク
を
加
え
、ふ
た
を
か
ぶ
せ
て
炊
き
蒸

ら
す
。焦
げ
な
い
よ
う
に
、混
ぜ
合
わ
せ
て
出

来
上
が
り
。

〈
鶏
肉
ソ
ー
ス
〉

１
．鶏
肉
を
レ
モ
ン
で
も
み
ほ
ぐ
す
。

２
．１
に
お
ろ
し
ニ
ン
ニ
ク
、青
ネ
ギ
の
み
じ
ん
切

り
、固
形
ス
ー
プ
の
素
、塩
を
混
ぜ
て
煮
る
。

３
．食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、ピ

ー
マ
ン
、タ
マ
ネ
ギ
、ニ
ン
ジ
ン
を
加
え
、最
後
に

ト
マ
ト
汁
を
加
え
て
煮
込
む
。

in ハイチ

配水管路の整備工事をする作業員

被災者の治療に当た
る国際緊急援助隊の
隊員

鍋のふたの代わりにビニ
ール袋を使用することも

編集協力：
（特活）とんだばやし国際交流協会

ドミニカ共和国の専門
家から指導を受けるハイ
チの研修員たち

ポルトープランス

レオガン

ゴナイヴ

ハイチ

January 2011                         3637                         January 2011



JANUARY 2011 No.28
編集・発行／独立行政法人 国際協力機構　Japan International Cooperation Agency : JICA

次号予告（2011年2月1日発行予定）

難 民

〒102-8012　東京都千代田区二番町5-25　二番町センタービル1～6階　
TEL：03-5226-9781   FAX：03-5226-6396　URL：http://www.jica.go.jp/　
本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載を禁じます。

本誌へのご意見・ご感想や
JICAへのご質問を
お寄せください。

Email : jica@idj.co.jp
F A X :03-3582-5745（『JICA’s World』編集部宛）

① モンゴルのショルダーバッグとテーブルクロス
② 書籍『高校生のためのアフリカ理解入門』（p30参照）
③ 書籍『幸せの器』（p30参照）

◎応募締切：2011年2月15日

添付のアンケートはがき、Eメール、FAXから、本誌に対する
ご意見やご感想、またJICAへのご質問を、氏名・住所・電話
番号・職業・年齢・性別・ご希望のプレゼントを明記の上、お
送りください。ご記入いただいた個人情報は統計処理およ
びプレゼント発送以外の目的で使用いたしません。当選者
の発表は発送をもってかえさせていただきます。

プレゼント付き

世界の難民問題を分かりやすく解説し、日本の難民支援に
ついて紹介します。

　

新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。み
な
さ
ん
、

穏
や
か
で
楽
し
い
年
の
初
め
を
お
迎
え
で
し
ょ
う
か
。

　

２
０
１
０
年
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
厳
し
い
一
年
で
し
た
。事

業
仕
分
け
や
行
政
刷
新
会
議
な
ど
を
通
じ
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
に

対
す
る
幅
広
い
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。こ
う
し
た
指
摘
を
謙

虚
に
受
け
と
め
、開
発
途
上
国
に
よ
り
役
に
立
つ
事
業
を
効
率
的

に
実
施
す
る
た
め
に
、一
層
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
肝
に

銘
じ
る
一
年
で
し
た
。加
え
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
自
身
、こ
れ
ま
で
進
め

て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
に
つ
い
て
の
説
明
責
任
を
十
分
に
果

た
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、あ
ら
た
め
て
伝
え
る
こ

と
の
重
要
性
と
難
し
さ
を
痛
感
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

い
ま
世
界
は
大
き
な
変
革
の
中
に
あ
り
ま
す
。
援
助
す
る
側

と
さ
れ
る
側
と
い
っ
た
、従
来
の
先
進
国
と
開
発
途
上
国
の
関
係

で
は
語
り
尽
く
せ
な
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
構
図
へ
と
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。今
月
号
の
特
集
で
取
り
上
げ
た
韓
国
、中
国
、Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
、中
南
米
な
ど
、こ
れ
ま
で
援
助
を
受
け
て
い
た
側
が
自

ら
の
経
験
を
周
り
の
国
々
と
分
か
ち
合
う
動
き
、新
た
な
国
際

協
力
の
世
界
が
広
が
り
始
め
ま
し
た
。
改
革
努
力
を
さ
ら
に
進

め
な
が
ら
、同
時
に
、こ
う
し
た
新
し
い
構
図
の
中
で
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
役
割
と
価
値
は
何
か
が
、い
ま
問
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ま

す
。

　

２
０
１
１
年
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
新
し
い
挑
戦
が
待
っ
て
い

ま
す
。「J

IC
A
,s W

o
rld

」
を
通
じ
て
、読
者
の
み
な
さ
ん
に
、

よ
り
分
か
り
や
す
く
、タ
イ
ム
リ
ー
に
、国
際
協
力
の
現
状
や
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
事
業
、メ
ッ
セ
ー
ジ
、動
き
な
ど
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。ぜ
ひ
み
な
さ
ん
か
ら
も
、読
み
た
い
記
事
や
改
善
し

て
ほ
し
い
内
容
な
ど
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。誌
面

づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
本
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
室
長　

鈴
木
規
子

年
の
初
め
に

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担
いただく形でご送付いたします。巻末
の払込取扱票に、氏名・住所・電話番
号・ご希望の送付期間・送付開始月を明記の上、指定の金額を郵便局でお支
払ください。入金の確認後、発送手配をいたします（入金から1週間程度かかる
こともありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバーをご希望の
方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。
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住 　 所
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F A　X
E m a i l

（株）国際開発ジャーナル社 業務部（発送代行）
〒107-0052  東京都港区赤坂2-13-19 多聞堂ビル
03-3584-2191
03-3582-5745
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　真冬の木枯らしが吹き荒れる、モン
ゴルの首都ウランバートル。街角のお店
に入ると、色鮮やかな毛糸の小物がた
くさん並べられている。そのかわいらし
さに、ほっこりした気持ちになる。
　その中から、ふと、らくだ色のショル
ダーバッグが目に付いた。手に取ってみ
ると、とても柔らかい。「らくだの毛で
作られているんですよ」。この店を運営
する地元NGO・ウールクラフトセンター
の人がそう教えてくれた。
　同センターでは、首都周辺の貧困地
域、ゲル集落で暮らす女性たちの生計
向上のため、編み物や染色、裁縫など
の技術を教えている。そんな彼女たち
をバックアップするのが「仙台いぐね研

究会」。宮城教育大学・小金澤孝昭教
授の研究室が中心となり、年に数回、
現地を訪問している。
　2009年からはJICAの草の根技術協
力事業を通じて、羊やらくだの毛を使っ
た編み物の技術支援をスタート。「地
元の貴重な資源である羊毛などを使
うことで、環境への意識向上も目指し
ています」と小金澤先生。ゆくゆくは彼
女たち自身の手で続けられるよう、モン
ゴル語の教材作成にも取り組む。「今年
は新しく、草木染の毛糸で編むセータ
ーにも挑戦したい」と意気込む。
　作業を終えた女性が帰っていくゲル
の中は、仕事を得たたっぷりの充実感
でとても温かい。

モンゴルから届いた毛糸の贈り物
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手編みは根気のい
る作業。女性たち
は複雑な模様など、
新しい技術の習得
にも意欲的だ

★ショルダーバッグ、テーブルクロスを各1人に
プレゼント！ 詳細は38ページへ→

ウランバートル
モンゴル
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小説家  真山 仁
同じ時代に生きる人間として

5Vol.

PROFILE
1962年大阪府出身。同志社大学法学部卒業
後、中部読売新聞（現・読売新聞中部本社）に入
社。退職後フリーライターを経て、2004年『ハゲ
タカ』でデビュー。『虚像の砦』『ベイジン』などヒッ
ト作多数。現在、別冊文藝春秋で『コラプティオ』
を連載中。「なんとかしなきゃ！プロジェクト」著名人
メンバー。

MAYAMA Jin

　数年前、イギリス人の小説家ジョ
ン・ル・カレ原作の映画を見て衝撃を
受けました。ケニアの首都ナイロビを
舞台にしていたのですが、これまでに
ない、アフリカの“闇”に迫った作品で
した。彼の母国であるイギリスがして
きたことも含めて、従来の小説の世界
ではあまり触れられてこなかった、ダ
ークな部分にどんどん切り込んでい
たのです。
　自分が作り上げたストーリーを通じ
て、現代社会に警鐘を鳴らす―。それ
こそ小説家の使命だと、ガツンと言わ
れたような気がしました。ですから、い
つか自作でも何らかの形でアフリカを
取り上げたい、外の世界に無関心な
読者に向けて、日本とのつながりを意
識できるような物語を書きたいと考
えていました。
　そのような思いもあり、連載中の『コ
ラプティオ』では、日本の政治や報道
の在り方、原子力問題などと絡めて、
資源の宝庫であるアフリカを登場させ

ることにしました。そして昨年10月、執
筆に必要な情報を得るために、原子
力発電の燃料ウランの産出国である
ニジェールを取材したのです。
　作品の中で“国際協力に携わる日
本人”という設定のキャラクターを描く
ために、現地では青年海外協力隊の
方々にもインタビューをさせていただ
きました。5日間の滞在で、彼らの活
動の2年間を吸収したい―。JICAの
方にお願いして、さまざまなバックグラ
ンドを持つ20人の隊員に会うことがで
きました。
　意気揚 と々ボランティアに来ても、当
然のことながら、大きな壁にぶち当た
る。隊員一人一人と接していると本当
に多種多様で、それぞれが違う葛藤
を抱えていました。現地の人と同じ目
線に立ち、真っすぐに相手の目を見て
話す。そんな人間として当然のコミュ
ニケーション能力が、今の日本人には
欠けています。しかし、苦労しながら
も、現地の人たちと必死に向き合おう

としている隊員もいた。“鉛のような暑
さ”のニジェールに来て、一から試行
錯誤する経験こそ、日本の未来を担う
若者に必要なことだと確信しました。
　日本も厳しいこの時代に、なぜアフ
リカを支援するのかと言う人もいます。
しかし実際に、私たちは生活に必要な
資源の大部分を途上国に依存してい
ます。世界中どの国がなくなっても、私
たちの生活は成り立たない。日本人も
アフリカの人も、同じ時代に、地球とい
う一つの球体の中で生きていることを
忘れてはなりません。
　何よりも、まずは好奇心を持つこと。
そして、思い切って居心地の良い場
所から出てみると、何か違ったものが
見えてくるのではないでしょうか。

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国
の現状について知り、一人一人ができる国際協
力を推進していく市民参加型プロジェクトです。
ウェブサイトを中心に、さまざまな国際協力の
カタチを提案していきます。
詳しくはこちらから→

私の

なんとかしなきゃ.jp

● 
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